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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「愛している。お前の願いを叶かなえる為ためなら、どんな事でもしよう」

　耳に届いた言葉が信じられなくて、白はく桜おうは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　すぐ目の前には、青せい丞じようがいる。彼から口付けを受けた衝しよう撃げきで、頭は真っ白だ。

　男のふりをしているが、本当は女だという秘密を、彼は知っていた。

　愛いとおしげな眼まな差ざしで見つめられて、混乱する。その目が向けられるのは『白桜』ではなく、自分のもう一つの姿である『里り桜お姫ひめ』のはずだった。

「驚おどろかせてすまない。まずは話を聞いてくれ」

　のびてきた右手に肩かたを摑つかまれそうになって、思わず飛び退すさった。

「か、帰ります……」

　慌あわてて背を向けて走り出す。いつから秘密を知っていたかとか、どうやって知ったかとか、聞きたい事は山ほどある。だが今は彼とどんな顔をして向きあえばいいかわからなかった。

「待ってくれ！」

　青丞には珍めずらしく焦あせったような声が聞こえたが、足は止めなかった。

　奪うばわれた唇くちびるの感かん触しよくにおののきながら、必死に大だい内だい裏りを駆かけ抜ぬけた。
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　白桜は、廊ろう下かの曲がり角から広間の方をこっそり覗のぞいていた。

　陽や真ま乙と国こくを治める龍りゆう宝ほう帝ていに呼ばれて紫し宸しん殿でんまでやってきたが、どうにも広間へ入る勇気が出ずに、廊下でまごまごする。

「どうしよう。主上に呼ばれた時は、だいたい他ほかの四神の跡あと取とり達も呼ばれている事が多いし、もしかして青丞もいるんじゃないかな」

　四神の跡取りとは、白びやつ虎こ、朱雀すざく、玄げん武ぶ、青せい龍りゆうという四神を祀まつる一族の跡取り達の事だ。女なのに男の恰かつ好こうをして周りを欺あざむいているのは、白虎家に跡取りの男子がいないせいだった。

　男のふりをして一年以上がたち、跡取りとしての振ふる舞まいにも慣れてきた。

　しかし数日前、突とつ然ぜん青龍家の青丞から、愛していると告白されて口付けを受けた。

　それを思い出した途と端たん、彼の唇の感触が蘇よみがえった。

　同時に顔が真っ赤になって息が止まりそうになる。

　彼はいつのまにか、自分の秘密を知っていたのだ。

「最近青丞の様子がおかしかったのは、秘密を知ったからに違ちがいない。『里桜姫』を心配するみたいにわたしを心配していてくれたんだ」

　もしかしたら、青丞は秘密に感づいているのかも、と思う事はあった。

　しかし彼の態度を観察した上で、思い過ごしだったと判断した。

　だがどうやらそれは彼の演技だったらしい。

　秘密を知っているなら、誰だれにも言わないでほしいと口止めしなければならない。だから青丞にはどうしたって会わなければならないが、なかなかその一歩が踏ふみ出せなかった。

「まずい、とってもまずいぞ！　何がまずいって、あの時の事を思い出したら、息ができなくなるのがまずい！」

　口付けされた時の事は、ついさっきの事のように覚えている。頭は真っ白になったし、心臓は早はや鐘がねを打って飛び出しそうなくらいだったし、顔が火ほ照てるのも止められなかった。

　きっと青丞に会ったら、またあの状じよう況きようになるだろう。

　龍宝帝達がいる前で挙動不ふ審しんになったら、変に勘かんぐられるかもしれない。

「どうしよう……。でも、主上の呼び出しは無視できないしな」

「白桜。捜さがしましたよ。何をぶつぶつ言ってるんですか？」

　背後から声をかけられてびくっと飛び上がる。

　振り向くと、龍宝帝の側近である如月きさらぎが不思議そうな顔をしていた。

「主上がもうすぐいらっしゃいます。さっさと広間に行ってください」

「……は、はい。あの、お聞きしたいんですが、わたし以外にも誰か呼ばれていますか？　たとえば他の四神の跡取り達とか」

「ええ、四神の跡取りは全員いらっしゃってますよ。あとはあなただけなのに、なかなか来ないので捜しにきたんです」

「やっぱり……！」

　秘密を知られていた事に驚いて逃にげ出してから、青丞には会っていない。

　白虎家の屋や敷しきを訪ねて来たが、具合が悪いと伝えてもらって会わなかった。

　頭を抱かかえてうずくまった。ぐるぐるといろんな考えを巡めぐらせる。

「白桜、何か衝撃を受けている様子ですが、急いでいますのでさっさと立って」

　いらいらした様子を隠かくしもしない如月に、腕うでを摑まれて立たされる。

　そのまま廊下を引きずられるように歩かされた。

「ちょっと待ってください。心の準備が……！」

「心の準備？　しょっちゅう主上にはお目にかかっているでしょう。何を今いま更さら」

「いや、あの、主上にじゃなくて」

　青丞に会うのに心の準備がいるといえば、きっとどうしてだと聞かれるだろう。

　口ごもっていると、如月がまたぐいぐいと腕を引っぱった。

「ぐずぐず言ってないでさっさと来てください。四神の跡取りが揃そろっていないと、あとで嫌いやみを言われるのは私なんですから」

　慌てて振り解ほどこうとしたが、如月はあんがい力が強くてびくともしなかった。

　そのまま広間の襖ふすまの前まで連れて行かれる。

「白桜が来ました。これでようやく皆みなさんお揃いですね」

　心の準備をする間もなく、如月が襖を開けた。

　中には朱雀家の朱しゆ咒じゆ、玄武家の鵬ほう玄げん、そして今一番会いたくなくて、でも一番様子が気になっている青丞が座っている。青丞と目があって、顔が赤くなるのが自分でもわかった。

「お、おおおおお遅おそくなりましたっ！」

　緊きん張ちようのあまり、声が裏返った。身体からだはかちこちに固まっていたが、何とか手足に命じて、ぎくしゃくとした動きで部屋に入る。

「……どうしたんだい？　右手と右足が一いつ緒しよに出ているけど」

　朱咒が目を丸くした。

　遠くからでも目立つ赤い髪かみと瞳ひとみをした彼は、この国でもっとも腕のいい医師でもある。

　雅みやびな風ふう貌ぼうをしていて、女性達の人気も高かった。

「な、何でもないです！」

　叫さけぶような声で返事した。青丞の視線を感じて、息苦しくなりながらも辺りを見回す。

　広間には四神の跡取りと如月。そして龍宝帝の側近が数名いた。

（青丞はみんなの前でわたしが女だと言うつもりはないんだよな？　だってもしばらすつもりなら、もっと早くそうしていただろうし）

　いろいろあって、朱咒と鵬玄には女だと知られていた。

　青丞が彼ら以外に秘密を話せば、自分だけでなく白虎一族は終わりだ。

　国と帝みかどを騙だました罪で、田舎いなかに住む父や姉、男として都で生活するのを補ほ佐さしてくれる祖父も罪を問われる事になる。

　最悪、白虎一族全員が処しよ刑けいされてもおかしくなかった。

　それだけは絶対に避さけたくて、必死で男のふりをして来たのに、どうして青丞は女だという秘密を知ったのだろうか。

　聞きたかったが、今の状態ではまだ面と向かって話をする勇気はなかった。

　まずは自分の気持ちを落ち着かせる必要がある。

　跡取り達は御み帳ちよう台だいに向かって、横一列に並んでいた。

　襖側にいる青丞と距きよ離りを置きたくて、奥にいる鵬玄の方へと足を向ける。

　漆しつ黒こくの闇やみのような髪と瞳を持つ鵬玄は、誰よりも信しん頼らいできる親友だ。

　彼のそばの方が気持ちも落ち着くと思った。

「白桜、青丞様と朱咒の間に座ってください」

　鵬玄の隣となりに座ると、如月がわざわざこちらまで来て立つよう促うながした。

「ええ!?　何でですか？」

「白桜は主上のお気に入りですから、御帳台の正面にいた方がいいです。その方が主上の機き嫌げんがいいので」

　ぶんぶんと首をふって拒きよ否ひすると、如月の目が据すわった。

「今日は本当に様子がおかしいですね。いったいどうしたんですか？」

　朱咒が小さく息をついた。

「白桜、早くこっちにおいで。粘ねん着ちやく質しつな如月に逆らうと面めん倒どうだよ」

（た、確かに……！　結けつ婚こんの儀ぎの時も、敵を信じ込ませる為ために青丞と一緒の布ふ団とんで寝ねろってしつこかったよな。ここで逆らうと、どうして嫌なんだってねちっこく聞かれる気がする！）

　どうするかと考えたが、仕方なく青丞を見ないようにしながら朱咒と彼との間に座り直す。

「白桜、どうかしたのか？」

　朱咒の向こうにいた鵬玄が、心配そうにこちらに顔を向けた。

「いや、何でもないんだ。遅おくれてすまない」

　大きく息をつくと、ようやく何とかいつもと変わらぬ声が出た。

（青丞がみんなの前で秘密を話すつもりじゃないなら、何もないふりをしないと。今一番大事なのは、秘密を守り通す事だ。わたしがおかしな態度をとったら、感づく人が出てくるかもしれない。どこから秘密がばれるかわからないんだから気をつけないと）

　隣の青丞にちらりと目だけを向けると、彼は御帳台をじっと見据えていた。

　表情はいつも通り冷静で、とても愛しているなんて告白をしてきたようには見えない。

　もしやあれは夢だったのだろうかと思うほど、彼は普ふ段だん通りだった。

　緊張して座っていると、御帳台の右手にある御み簾すが上がって龍宝帝が姿をみせた。

「よく来たな。四神の跡あと取とり達よ」

　御帳台に座った龍宝帝は、三十代後半の大人の色いろ香かが漂ただよう美び丈じよう夫ふだ。

　青丞の父親で、彼と同じく紺こん碧ぺきの髪と瞳をしていた。

　低い声は威い厳げんがあって、聞いているだけで身が引き締しまる思いがする。

「今日来てもらったのは、実はお前達にある事を頼たのみたいからだ」

　声はいつになく真しん剣けんなものだった。表情を引き締めると、龍宝帝が話を続けた。

「実は、二ふた月つき後に大だい内だい裏りで祭りを行う事になった」

　祭りと聞いて、目を瞬またたかせた。

「お祭りでございますか？　何だか楽しそうですね」

　田舎で里桜として暮らしていた時に、父に連れられて牛ぎつ車しやで祭りを見に行った事があった。

　笛や太たい鼓この囃子はやしにあわせて近くの村の人達が集まって踊おどり、とても賑にぎやかだった。

「楽しいだけのものではないぞ。この祭りには大きな意味があるからな」

　首を傾かしげると、龍宝帝が跡取り達を見回した。

「みな、よく聞け。二月後に行われるのは『四神祭』だ。四神祭は、四神に大学寮りようの改革を行ってよいか最終的な判断を伺うかがう為に行われる」

　龍宝帝の言葉を頭の中で反はん芻すうして、思わず目を見開く。

「最終的な判断という事は……」

「そうだ、白桜。いよいよ来年から大学寮に平民の入学を許可すると勅ちよく旨しを下す事になった」

　その言葉を聞いた途と端たん、喜びのあまり自然と頰ほおが緩ゆるんだ。

「では、改革はもう大おお詰づめなのですね！」

　大学寮は、官かん吏りになる為の登とう竜りゆう門もんだ。大学寮の改革とは、今まで貴族しか入れなかった大学寮に、身分の差なく優ゆう秀しゆうな者の入学を許可しようというものだった。

　平民が入学して大学寮で学問を学んで官吏となれば、貴族ばかりが優ゆう遇ぐうされるこの国に、新しい風を取り入れる事ができる。

　そしてそれは、追いかけ続けている夢に、大きく一歩近づけるという事だった。

（以前主上に、身分の差だけでなく男女の区別もなくしてほしいとお願いしたら、考えると言ってくださった。もし女性の入学も許されるようになれば、女に戻もどっても国の為に働ける！）

　男のふりをするのは、遠とお縁えんの男子が跡取りになれる年ねん齢れいに達するまでだった。

　その遠縁の男子が跡取りになれば、女に戻る予定だ。

　そうなっても、官吏として国の為に働きたい、それが思い描えがいている夢だった。

　途と方ほうもない夢だとわかってはいるが、諦あきらめるつもりは毛頭なかった。

「白桜、嬉うれしそうだな。お前は前々からこの改革に賛成して、手伝いをしてくれていた。勅旨を下せば、あとは来年の受験と入学に向けての準備に取りかかれるぞ。……しかし」

　龍宝帝の表情がふいに厳しくなった。

「この改革には反対している者も多い。だから、彼らに四神が改革を支持していると知らしめる必要がある」

　改革に反対しているのは、息子むすこを持つ貴族達だ。ただでさえ大学寮に入るのは難しいのに、平民達の入学が許可されたら、自分の息子達が入れなくなるかもしれないと危機感を募つのらせているらしい。息子により努力をさせようとは考えない彼らには、怒いかりさえ覚えた。

　朱咒が笑えみを深くする。

「四神は陽真乙国を守る尊い存在。四神が改革を支持しているとなれば、表立って反対できる者はいない。それが四神祭の狙ねらいでございますね、主上」

「その通りだ。四神が改革を認めたと、誰だれもがわかるようにしたい。そこでだ」

　龍宝帝が言葉を句切って全員の顔を見回した。

「お前達に、四神祭で奉ほう納のう舞まいを踊ってほしい」

「奉納舞……ですか」

　鵬玄が驚おどろいたような声で呟つぶやいた。

「そうだ。改革を行ってもよいかと四神に伺いを立てる奉納舞を、四神の跡取り達が行う。奉納舞がうまくいけば、世間は四神が改革を認めたと思うだろう。だが……」

　龍宝帝の声が一段低くなった。

「もし失敗したら、世間は四神が改革を拒否していると思うだろう。だから、絶対に失敗は許されない。責任は重大だぞ」

　広間が静まり返った。改革の成功が自分達にかかっていると思うと、背中に巨きよ大だいな石がずしっとのったように感じた。

「……やりましょう」

　だがその重さに負けたくなかった。

　朱咒や青丞、そして鵬玄の顔を見回して、力強い声を上げる。

「大学寮の改革は、わたしにとっても夢です。責任は重大ですが、だからこそやりがいもある。改革を成功させる為なら、どんな努力も惜おしみません。みんなで頑がん張ばって、奉納舞をやり遂とげましょう！」

　決意の声を上げると、鵬玄が大きく頷うなずいた。

「お前の夢は俺の夢でもある。人前で踊るのは苦手だが、一いつ緒しよに頑張ろう」

　朱咒が苦く笑しようした。

「そう？　私は目立つのが好きだから、人前で踊れるのは嬉しいね。奉納舞なんて派手な行事は私の為にあるようなものだ。うんときらびやかな舞を披ひ露ろうしようじゃないか」

　青丞がため息をついた。

「お前が目立つ為に奉納舞を行うんじゃないぞ。四神に捧ささげる為だ。おそらく四人で踊る事になるから、お前一人が目立つと調和が乱れる。奉納舞が成功するかはお前が大人しくできるかにかかっているな」

　たしなめるような言い方だったが、朱咒は涼すずしい顔をしていた。

「では、せいぜいみんなにあわせて下手へたに踊る事にするよ」

　どうやら四神の跡取り達全員の意志は決まったようだ。龍宝帝が満足げに頷く。

「お前達は、今までどんな無む茶ちやな命令をしても知ち恵えと勇気で乗り越こえて来た。今回もその肩かたに大きな責任がのしかかる事になるが、必ず乗り越えられると信じている。祭りの準備についてもそれぞれ役割を担になってもらうぞ。さっそく準備に取りかかるように」

　全員で揃そろって返事をした。

　不安はあるが、帝みかどに信しん頼らいされている事への誇ほこらしさと嬉しさに、頰が紅潮するほどだった。

「舞なんて初めてですけど、頑張ります！」

　勢いこんだその一言に、広間がいっせいに静まり返った。

　龍宝帝が目を瞬かせながら、身を乗り出す。

「……待て、白桜。舞は初めてだというのは本当か？」

「はい。みんなもそうではないのですか。舞っているところなんて見た事ありませんし」

　跡取り達の啞あ然ぜんとした顔を見回して、それが自分の盛大な勘かん違ちがいだと一いつ瞬しゆんで悟さとった。

「ええっ!?　もしかして、舞が初心者なのはわたしだけですか？」

　朱咒が目を丸くしたまま頷いた。

「私と青丞は、子どもの頃ころから舞をたたき込まれているよ。大きな神社で祭りがある時や雅が楽がくの会などがある時は、よく二人で踊らされていた」

　慌あわてて鵬玄に目をやる。鵬玄は武官としても名高く、剣けんの腕うでは陽真乙国一だと言われている。

　無骨なその容姿からも、優ゆう雅ができらびやかな舞とは無む縁えんな気がした。

　鵬玄が申し訳なさそうな顔をする。

「……実は俺も、多少かじった事がある」

「多少なんて控ひかえめないい方だね。鵬玄の舞は師し範はんの腕前だと聞いたよ」

　朱咒の言葉に愕がく然ぜんとした。

「そんなっ。じゃあ、本当に初めてなのは、わたしだけ？」

　頭を抱かかえて目を見開くと、朱咒がさすがに眉まゆをひそめた。

「しつこく聞くけど、本当にまったく初めてなのかい？　舞や楽器は貴族のたしなみだよ。それなのに、ぜんぜん踊った事がないなんて普ふ通つうはありえないよ」

「田舎いなかにいた頃はそういう習い事をするほど裕ゆう福ふくではなかったので……。でも二月あるし、何とか頑張ります！」

　宣言したが、龍宝帝は厳しい表情のままだった。

「奉納舞はそう簡単なものではないぞ。他ほかの跡あと取とり達が上手であればあるほど、素人しろうとのお前との差が目立ってしまう。本当にできるのか？」

　表情を引き締しめた。自信なんてない。だけど、逃にげたくはなかった。

「やってみせます。改革の為ために。そしてわたしの夢の為に！」

　言い切ると、龍宝帝がようやく表情を緩めた。

「いいだろう。その意気ならば何とかなるかもしれないな。他の跡取り達も、白桜の舞の練習につきあってやれ。二ふた月つき後には観客の誰もがため息をつく舞を期待しているぞ」

　舞なんて数えるほどしか見た事がない。さすがに心の中では焦あせっていた。

　あと二月あるから何とかなると思っていたが、もう二月しかないと考えを改める。

　舞ぶ台たいでもし失敗したら、大事な改革の歩みを止めてしまう事になるだろう。

　それだけは絶対に避さけたかった。

（かなり気合いを入れて練習に明け暮れないといけないけど、練習に没ぼつ頭とうしてばかりもいられない。主上と凌りよう箔はくを一ひと月つき以内に捕とらえると約束したから、彼の捜そう索さくもしないといけないし）

　凌箔は白虎一族の一人だ。

　本当は彼が跡取りになるはずだったが、ある事情から龍宝帝に恨うらみを抱いだいて、命を狙った。

　そして謀む反ほんを起こした罪で、白虎家の当主である祖父が凌箔を手打ちにした……ように見せかけて、都から遠く離はなれた地で幽ゆう閉へいしていた。

　しかしそれから数年たって、凌箔は都に舞まい戻ってきた。

　そして先日、とうとう彼が生きている事が龍宝帝に知られた。凌箔を死んだ事にして匿かくまっていた罪で、白虎一族全体が罰ばつを受けるはずだった。しかし龍宝帝に掛かけ合って、彼を一月以内に捕らえれば他の者は罪には問わないという約束を、どうにか取り付けていた。

「主上、少々よろしいですか？」

　考え込んでいると、ふいに青丞が声を上げた。

「どうした？」

「話は変わりますが、白桜に凌箔を一月以内に捕らえよと命じられた件でお話が」

　青丞の視線が、わずかにこちらに向けられた。

「その期限まであと二十日ほど。あのあと、凌箔の行方ゆくえは依い然ぜんとして摑つかめておりません。もちろん凌箔の捜索は続けますが、白桜は舞が初めてなので、その練習にかなり時間をとられると思います。どうか凌箔の捜索の期限を、もう少し先に延ばしてはいただけないでしょうか」

　まるで心のうちを読まれたのかと思うほど、自分が心配していた内容を青丞が口にした。

　鵬玄も龍宝帝に向かって頭を下げる。

「その話は青丞から聞いています。跡取り達で凌箔を捜さがすよう命じられていると。……青丞の意見をどうか受け入れていただけないでしょうか。白桜の舞に、祭りが成功するかがかかっていると言ってもいいでしょう。集中して練習する時間を与あたえてやってください」

　朱咒が微笑ほほえんで頷いた。

「私もそう思います。白桜は頑張り屋だけど、ちょっと不器用な所もあるので、二つの事を同時にやるとどちらかが失敗するおそれがあります。祭りも凌箔を捕らえる事もどちらも失敗はできません。期日が差し迫せまっている祭りを優先する方が良いかと思います」

　跡取り達の意見を聞いて、龍宝帝が考え込むように目を伏ふせた。

「……いいだろう。まずは大学寮りようの改革を進めるのが先だ。凌箔を捕つかまえる期日は、祭りが終わってから一月とする。祭りが終わり次し第だい、彼の捜索に集中するように」

　助かったと、胸をなで下ろした。昼も夜もなく舞の練習をしなければ、とうてい二月では観客に見せられるほどの腕前にはなれないだろう。

　凌箔の捜索に猶ゆう予よができたのは、とてもありがたかった。

（青丞……。助けてくれたのかな？）

　何気ない様子ながら、常に相手の事を考えている。それが青丞だ。

　彼の優やさしさに、胸がうずいた。
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　広間をあとにした白桜は、屋や敷しきに戻もどる為に車宿りに向かって歩いていた。

　できるだけ早足で廊ろう下かを進んでいると、背後から声がする。

「白桜、ちょっと待て」

　身体からだがびくっと跳はねた。声は間ま違ちがいなく青丞だ。

（ど、どうしよう。聞こえないふりして逃げようか。でも……）

　これから二月。みんなで奉ほう納のう舞まいの練習をしなければならない。

　四神祭には、大学寮の改革という自分の夢がかかっている。

（このまま逃げ続けていたら、奉納舞の練習にも影えい響きようが出るだろう。何より、わたしが女だと知っているなら、誰だれにも言わないでくれと頼たのまないと。ここで逃げるわけにはいかない）

　意を決して振ふり向くと、青丞はすぐそばまで来ていた。

「よかった。どうしても話したかった」

　言葉は少ないが、青丞の視線は優しさに満ちたものだった。

　こんな表情の青丞を『白桜』は知らない。

　それは『里桜姫ひめ』だけに向けられる愛いとしげなものだったからだ。

「……こっちに来てください」

　辺りには誰もいないが、どこで誰が聞いているかわからない。

　青丞を促うながして廊下から庭に降り、隅すみにある大きな木に向かう。

　日差しが強いので木こ陰かげに入ると、涼しい風が吹ふいていて心地ここち好よかった。

　向かいあうと、青丞がやや小声になる。

「すまない。声をかけて。何度か屋敷に行ったが、会えなかったから」

　青丞の遠えん慮りよがちな声なんて初めて聞いたと驚おどろきつつ、声をひそめる。

「……噓うそをついていてすみませんでした」

　まっすぐ顔を見られなかった。

　里桜姫として彼と何度も会った。好きだと言ってくれて嬉うれしいとも思った。

　しかし家族を守る為にも秘密を打ち明けるわけにはいかなくて、ずっと彼を騙だましていた。

「こんな事を今いま更さら言える義理ではないんですが、わたしの秘密を黙だまっていてほしいんです。騙していたのに、こんなお願いをするなんて本当に虫がいいとわかっています。だけど、どうしても秘密は守らないと……」

　両方の拳こぶしを握にぎり締める。そのまましばらくの沈ちん黙もくが流れた。

「……もし、誰かに言うつもりなら、もうとっくに言っている」

　顔を上げると、青丞は苦く笑しようしていた。

「心配するな。秘密は誰にも言わない」

　噓には聞こえなかった。優しげに細められた目で見つめられて、胸がざわついた。

「そんな恰かつ好こうをしている理由は、白虎家の跡取り不足のせいだろう？　四神から跡取りを擁よう立りつせよとのお告げがあった時に、跡取りの条件にふさわしい者がいないと、一族は都を追放になる。それを防ぐ為に男のふりをした。そうだな？」

　勘かんのいい青丞にはすべてお見通しのようだった。

　今更噓をついても仕方ないだろうと、小さく頷うなずく。

「なるほど。……では、他の者にはばれないように気をつけないとな。その為の協力は惜おしまない。何か手伝える事があったら言ってくれ」

　心から心配しているような声だった。

「どうして、そこまで言ってくれるんですか？　騙していたのに」

　青丞が秘密を知ったら、怒いかりをぶつけられても仕方ないと思っていた。

　それなのに、彼は怒おこるどころか優しげに口元を綻ほころばせている。

「お前の夢を応おう援えんしたい。お前は大学寮の改革が夢だと言っていただろう。それは、将来女に戻れる事があったとしても、それからも官かん吏りとして働きたいからじゃないのか？」

　心のうちを言い当てられて、目を見開いた。

「やっぱりそうみたいだな。……お前は官吏として優ゆう秀しゆうだ。忠義に厚く、頭の回転も良く、行動力もある。官吏としての能力は十分にある」

　どうやらほめられているようだ。

　いつも厳しい言葉が多い青丞から、そんな手放しのほめ言葉が出るとは思わなかった。

「もしお前が女に戻っても大学寮に入って勉強したいというなら、その夢を俺も叶かなえてやりたい。だが今女だと知られたら、夢を叶えるどころではなくなってしまうだろう。だから誰にも言わないし、秘密を守る為ために協力する」

　青丞がこちらに向かって一歩踏ふみ出した。

「お前は俺が守ってやる。心配するな」

　その力強い一言に、涙なみだが出そうになった。

　青丞は賢かしこくて強くて、頼たよりがいがある。その彼に守ってやると、心配するなと言われただけで、張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が緩ゆるんだ気がした。

　彼の前で噓をつかなくていいと、本当の自分でいられるのだという安心感が心を満たす。

　それでも、今まで騙していた彼に頼るのは筋すじ違ちがいな気がした。

「わたしは、そんな事を言ってもらえるような人間ではないです」

「いいや、お前は努力を惜しまない人間だ。それは誰にでもできる事ではない。誇ほこっていい」

　素す直なおに嬉しかった。目を潤うるませると、青丞が肩かたにそっと手を置いた。

「お前の秘密に気付いたのは、つい最近だ。本当は黙っているつもりだったが……。驚かせて本当にすまなかった。絶対に誰にも言わないと誓ちかうから、安心していい。お前は今まで通り、白桜として夢に向かって走っていけばいいんだ」

　青丞が、肩に置いていた手を頰ほおへと移動させた。

　指先が頰に触ふれて、びくっとして思わず後ずさる。

〝愛している〟と言った時の彼の顔と声をふいに思い出した。

　青丞が一いつ瞬しゆん傷付いたように目を伏せたが、すぐに苦笑する。

「この前は急にあんな事を言って、驚いただろう。だが、『里桜姫』には以前から俺の気持ちを伝えていた。たとえ、里桜姫がお前だったとしても、俺の気持ちは変わらない」

　真しん剣けんな眼まな差ざしにどう答えていいのかわからなかった。

　黙っていると、青丞がもう一度そっと頰に触れてきた。

　今度は逃にげなかった。じっとしていると、頰に当てられた手から熱を感じた。

　そのままその熱が全身に伝わる。

「これからも人前では白桜として接する。だが……二人だけの時は、里桜姫として接したい。いいか？」

　強ごう引いんな青丞にしては珍めずらしく窺うかがうような聞き方だった。

　俯うつむいたまま、どう返事しようかと悩なやんだ。

　しかし考えても考えても、嫌いやだとはまったく思わなかった。里桜姫として接したいと言われて、もう彼に噓をつかなくていいのだとわかって、心の中では嬉しいとさえ思っている。

（どうしてこんな気持ちになるんだろう。女として青丞と向きあいたいんだろうか？）

　自分の気持ちがよくわからない。だけど、断る理由は見付けられなかった。

　小さく頷くと、青丞が破顔した。

「ありがとう。……今は誰もいないから、里桜姫として接してもいいだろう？」

　返事をする間もなく、青丞の逞たくましい腕うでに抱だき寄せられた。

「ちょ、ちょっと……！」

　髪かみに顔を埋うずめられ、あたふたして抵てい抗こうしようとしたが、青丞は強引だった。

　彼の腕を振り解ほどけなくて、広い胸に顔を埋める形になる。

　頭では青丞に秘密を知られて、これからどうなるのかと不安がよぎっていた。

　だけど心の中では、彼が味方だとわかって、何よりも大きな安心感が生まれていた。







　ようやく青丞の腕から解放されたが、白桜は恥はずかしさのあまり彼の顔を見られなかった。

「白桜……？」

　木の向こう側から声が聞こえてそちらを向くと、鵬玄が駆かけ寄ってくるところだった。

「鵬玄、どうしたんだ？」

　慌あわてて何でもない風を装よそおった。なぜそうしたのかは自分でもわからない。

　ただ、青丞との事は彼には知られない方がいいと思った。

「いや、ちょっとな……。青丞と話し中だったか？」
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　鵬玄が青丞をじろりと睨にらみつけた。

「ちょうど話が終わったところだ。お前は何の用事だ？」

　青丞はもういつもの冷静な顔をしていた。鵬玄が眉まゆ根ねを寄せつつ歩み寄る。

「……凌箔の事で話がある」

　表情を引き締しめて頷いた。

「わたしもだ。……青丞、鵬玄。さっきは凌箔を捕とらえる期間を延ばしてもらえるよう主上に進言してくれてありがとう。しばらくは祭りの準備に追われるから助かったよ。ただ凌箔も放ほうってはおけないから、できれば彼の行方ゆくえも祭りの準備と並行して追いたいんだけど」

　心のうちを打ち明けると、鵬玄が首を振ふった。

「凌箔は策略に長たけている。一ひと筋すじ縄なわではいかないだろう。さっきも言ったが、お前は舞まいが初めてだから練習に集中した方がいい。凌箔の捜そう索さくは俺達がやる。必ず捕つかまえるから心配するな。それを伝えに来たんだ」

　青丞も同意するように頷いた。彼らの協力は何よりも心強かった。

「ありがとう。……でもわたしもできる限りの事はしたい。凌箔を捕まえるのはもちろんだけど、彼と皐月さつきの復ふく讐しゆうをやめさせたいと思っているんだ。主上に恨うらみをもったままでは、たとえ捕まえても彼らは策を講じて主上を狙ねらい続けるような気がしてならなくて」

　それに……と心の中で呟つぶやく。

（凌箔はわたしが女だと知っている。結けつ婚こんの儀ぎの時、みんなの前でそれを公表されそうになった。あの時は凌箔の様子がおかしくなって、結局何も言わずに大だい内だい裏りから去ったから、何とかばれずにすんだけど。でもこのままではいつ彼が秘密を公おおやけにするかわからない）

　本音では、凌箔達が復讐をやめて、都から出て行ってくれるのが一番だと思っている。

　捕らえろという龍宝帝の命令には背そむく事になるが、彼が復讐を決意した理由にも同情の余地はあった。

　しかしこの本音は口にはできなかった。青丞達にこの気持ちを打ち明ければ、きっと手伝うと言ってくれるだろう。だが、それでは彼らまで龍宝帝の命令に背く事になる。

　彼らを巻き込むわけにはいかないと心に決めて、青丞と鵬玄に目を向けた。

「凌箔の復讐をやめさせるには、やはり主上に恨みを抱いだく原因になった彼の親友であり、皐月の兄である『叢むら雲くも』を調べる必要があると思うんだ。凌箔達は主上が叢雲に無実の罪を着せたと思っている。だけどわたしは違ちがう真実があるのではと思っているんだ」

　叢雲は六年前、官かん吏りをしていたという。その時に、汚お職しよくの罪を暴あばかれ自害した、という事になっているが、本当は無実なのに汚職の罪を着せられたせいで自害したというのだ。

　そして、その罪を着せたのは龍宝帝だという。

　凌箔達は証しよう拠こもあると言っていたし、龍宝帝もそれは事実だと認めた。

　鵬玄が難しい顔をして腕うで組ぐみする。

「叢雲か。六年前官吏をしていたというが、調べても彼を知っている者は見つからなかった。中なか務つかさ省しようで保管されているはずの官吏の身分書も破られていたし、これ以上は打つ手はないぞ。どうやって叢雲と六年前の事件を調べるんだ？」

　官吏は大内裏だけで千人以上いる。誰だれに聞いても、六年も前にいた官吏の事なんて覚えていないと言われた。そして何者かが、叢雲の痕こん跡せきを消しているようだった。

　それが誰かと考えて、ある人物の顔が浮うかんだ。

「……これはわたしの想像でしかないから、話すのをためらっていたんだけど」

　青丞と鵬玄がやや眉根を寄せた。

　話しにくい事ではあったが、このままでは前に進めない。だから思い切って口を開いた。

「結婚の儀の時、凌箔が大内裏に来ただろう。その時、彼は急に様子がおかしくなった。あれはどうしてだろうとずっと考えていたんだ」

　二人は大きく頷うなずいた。二人とも秘密を知っている。

　あの場で凌箔が秘密を暴ばく露ろしようとしていた事に気付いていたはずだ。

「ああ、確かにおかしかった。言いたい事があったようだがそれを口にせず急に黙だまり込んだ」

　鵬玄がちらりと青丞に目を向けた。

「俺もおかしいと思った。どこかを見ていたようだったが、はっきりとはわからなかった」

　青丞も秘密の事には触ふれなかった。お互たがい、まだ相手が秘密を知らないと思って、気を遣つかってくれたのかもしれない。その気持ちに感謝しつつ、二人をじっと見上げた。

「あれは……もしや、朱咒を見ていたのではないかと思うんだ」

　青丞と鵬玄が一いつ瞬しゆん目を見開いたが、すぐに苦く笑しようした。

「馬ば鹿かな。どうして朱咒を見て驚おどろくんだ。二人が知り合いだとでも言うのか？」

　青丞は悪い冗じよう談だんだと言いたげな表情をしていた。

「もしかしたらそうかもしれません。朱咒は、わたしが叢雲の事を調べていた時、彼の事を調べるなと言いました。その時の様子がどうもいつもの彼らしくなかったんです」

　朱咒の事を思い出す。

　凌箔と皐月の復讐をやめさせたいと言うと〝二人は罪人だから情けをかける必要はない、これ以上叢雲の事は調べない方がいい、皐月と凌箔を捕らえればすべて丸く収まる〟と言われた。朱咒は何を考えているのかわからない所はあるが、たとえ罪人だろうと情けをかける必要はないなんて軽々しく言うような男ではなかった。

　そんな彼らしくない事を急に言い出したのは、何か事情があるのではと思っていた。

「これはわたしの推測ですが、もしや朱咒は叢雲と関かかわりがあるのではと思うんです。そのせいで凌箔とも面識があったか、あるいはあの結婚の儀の時、凌箔を黙らせる何らかの行動を起こした。だから凌箔は急に言葉をなくして姿を消した」

　そう考えるとつじつまがあう。結婚の儀の時の凌箔は、かなりの時間と手間をかけて、秘密を公表する最高の場を作り上げたと言っていた。

　実際、彼の思おも惑わく通りに事は進み、もう少しで龍宝帝の前で秘密を公表されるところだった。

　そのすんでで、急に彼の様子がおかしくなった。

　それはかなり衝しよう撃げき的な事があったからだろうと想像がついた。鵬玄が身を乗り出す。

「しかしお前が叢雲の事を聞いたら、朱咒は知らないと言ったんだろう？」

「そうなんだ。だからもしそれが噓うそだとしたら、朱咒は何か隠かくしている事になる。それを調べられたらと思うんだけど……」

　思わず表情を曇くもらせた。四神の跡あと取とり達は、いろんな事を一いつ緒しよに乗り越こえて来た仲間だ。

　特に朱咒は、女だという秘密に早くから気付いて、便べん宜ぎを図はかったり庇かばったりしてくれた。

　恩義もあるし、一見軽く見えて調子はいいけれど、仲間思いの彼を大切だと思っている。

　だから、そんな彼を疑うなんて本当は嫌いやだった。

「……本音を言うと、朱咒を調べたりしたくないんだ。だけど、客観的に今までの事を考えると、やっぱり朱咒は何か知っている可能性は高いと思う」

　俯うつむき加か減げんで声を落とすと、青丞が背中にそっと手を当てて微笑ほほえんだ。

「仲間を疑うのは確かに辛つらいが、真実がわからないままだと、その疑いをずっと心に持つ事になる。疑いを持ったままで長い時間過ごすのは、朱咒にとってもお前にとってもよくない。ちゃんと調べて、真実を受け止めよう。何もなければそれでいいんだしな」

　気は重かったが、小さく頷いた。真実から逃にげていてはだめだと思った。

「……嫌な役回りだけど、誰かがやらないといけないなら、わたしがやります」

　心では朱咒を疑うなんてという気持ちがあるが、やはりはっきりさせた方がいいと思った。

（青丞の言う通り、調べて何もなければそれでいいんだ。朱咒の疑いを晴らす為ためにも、しっかり調べた方がいい）

　そう思い直して顔を上げると、鵬玄が腰こしに手を当てた。

「俺も手伝うから、元気を出せ。……それにしても、朱咒を調べるか。いっそこの国を乗っ取る方法を考える方がまだ簡単かもしれないな。あいつはいつも優やさしげに笑っているが、腹の中では何を考えているかわからない得体の知れない男だからな」

　それが冗談でも何でもないとよく知っていた。

　朱咒のもう一つの顔は、帝みかどの命令ならどんな事でもやってのける内ない偵てい官かん吏りだ。

　面を被かぶって裏の仕事をする時の彼は、そばにいるのさえ怖おじ気づくほどの迫はく力りよくがあった。

　準備が調ととのったら、さっそく奉ほう納のう舞まいの練習が始まる。朱咒と接する機会も多いだろう。

　朱咒の疑ぎ惑わくが自分の勘かん違ちがいであってほしいと願いつつ、どうやれば彼の本音が聞き出せるかと考えを巡めぐらせた。
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　大内裏においての祭事を司つかさどる神じん祇ぎ官かんの建物は、大内裏の東南にあった。

　神祇官の裏庭には、奉納舞の練習用の舞ぶ台たいが作られている。

　白桜はその舞台で舞まう青丞と鵬玄を見上げて、目を丸くしていた。

「すごいな。二人で踊おどるのは初めてのはずなのに、息がぴったりだ……！」

　青丞と鵬玄は、太刀たちを片手に勇ゆう壮そうな剣けんの舞を披ひ露ろうしていた。

　ドン！　と太たい鼓こが鳴るのにあわせて、二人が太刀をあわせて間近で睨にらみあう。

　まるで何年も一緒に踊ってきたかのように動きが揃そろっていた。

　息をするのも忘れるくらい二人の舞を集中して見ていると、楽人達が演奏を終えて辺りが静まり返った。青丞と鵬玄が太刀を鞘さやに収めて礼をする姿を見て、思わず拍はく手しゆする。

「二人とも、見とれるぐらいに見事な舞でした。素す晴ばらしかったです！」

　舞台の階段を下りてくる二人に駆かけ寄った。

　尊敬の眼まな差ざしで見つめたが、青丞と鵬玄の表情は厳しいものだった。

「いや。久しぶりに踊ったから、動きがわずかに硬かたい。もっと練習しなければ」

　鵬玄がため息をつくと、青丞が頷いた。

「俺も昔に比べたら、腕うでが落ちてるな。あと二ふた月つきあるから、その間に何とかしなくては」

　どうやら二人は今の舞に納なつ得とくがいっていないようだった。

「そうですか？　すごく上手だったのに」

「白桜、今度は私達の練習だよ。早くおいで」

　首を傾かしげていると、いつのまにか舞台に上がった朱咒に手招かれた。

　本番では彼と自分で鈴すずの舞、鵬玄と青丞で剣の舞を踊り、最後には四人揃っての扇おうぎの舞を披露する事になっていた。

　叢雲の事で朱咒を内密に調べなければならないと思うと、仲間を疑う自分に嫌な気持ちになった。しかし暗い顔をしていたら、朱咒に何かあるのかと感づかれるかもしれない。

　だから、なるべく元気のいい声を出した。

「はい、今行きます！」

「いい返事だね。初心者だからもっと緊きん張ちようしているかと思ってたのに」

「もちろん緊張はしてますけど、舞台の準備に二、三日かかったでしょう。その間に雅が楽がく寮りようで楽人達の舞を見学させてもらったんです。鈴の舞と扇の舞の振ふりもある程度覚えましたし。あとは練習次し第だいですけど、二月あれば何とかなるかなと思います」

　階段を駆け上がって舞台に立ち、朱咒と向かいあう。

　楽人達に見本として踊ってもらった奉納舞は、ゆっくりとした動きの振り付けで、そう難しくは感じなかった。

「おや、自信があるみたいだね。ではさっそく音楽にあわせて舞ってみようか」

「はい！」

　気合いを入れて、小さな鈴がいくつも取り付けられた棒を胸の辺りに構えた。

（よーし、頑がん張ばるぞ！）

　優ゆう雅がに踊る自分を頭に描えがいて、演奏が始まったと同時に動き始めた。







「いたっ！」

「ああっ！　朱咒、ごめんなさい」

　白桜が声を上げると、楽人達の演奏も止まった。

　足を押さえてうずくまった朱咒の顔を慌あわててのぞき込む。

　彼は微笑みつつも、額に冷や汗あせをかいていた。

「すみません。思いっきり踏ふんだから、痛かったですよね……？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだよ。でもちょっと休きゆう憩けいしたいかも。これで踏まれるのは三度目だし」

　優しい声だが、顔にはすごく痛いと書いてあった。さすがに申し訳なくて縮こまる。

「本当にすみません。頭の中ではちゃんと舞えている自分がいるんですけど、実際に踊るとどうしてか動きがおかしくなって。楽人達の舞を見た時は、自分にもできるって思ったんですけど……」

　冷や汗がだらだらと流れていた。ゆっくりとした動作で相手にあわせつつ踊るというのがどれだけ難しいか、実際舞台に立ってみるまでまったくわかっていなかった。

（楽人達の舞を見て、これだったら踊れるとか思ったわたしの馬ば鹿か！　速い動きじゃないから、覚えるのも簡単とかちらりとでも思った自分の大馬鹿！　これはすっごく難しいぞ！）

　心の中で叫さけんでいると、朱咒が困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「うーん、白桜はどうもその、動き方が、何というか……変だよね」

　朱咒が苦く笑しようすると、舞台下にいた鵬玄が言いにくそうに口を開いた。

「ああ、カクカクしているな」

　鵬玄の隣となりでこちらを見上げていた青丞が、腕うで組ぐみをした。

「白桜、傷付くかもしれないが、お前の為にも正直に言うぞ。こんなにひどい舞は見た事がない。鵬玄が言うように、お前の足も腕も動きがカクカクしていて、まるで操あやつり人形みたいだ。いくら初めての練習とはいえ、それではかなりまずいぞ」

　厳しい言葉だったが、朱咒も鵬玄も目を伏ふせて何も言わないところを見ると、どうやら自分はかなり下手へたなのだと思い知らされた。

「そんな……。頭の中では、とても優雅に華か麗れいに舞っている自分がいるのに」

「それは頭の中だけだね。実際、私の足を三度も踏んでるし」

　朱咒はにっこり笑っているが、目は笑っていなかった。

（どうしよう。困ったぞ。これはかなり練習しないと、みんなと踊って見み劣おとりしないぐらいにもなれないかもしれない）

　真っ青になっていると、舞台に続く階段の方から声がした。

「久しぶりですね、朱咒。調子はどうですか？」

　聞き覚えのない声だった。振り向いて、思わず我が目を疑う。

（綺き麗れいな人だな……）

　それが階段を上がってきた人物を見た時の第一印象だ。男性ではあるが、一いつ瞬しゆん女性かと思うほどの美び貌ぼうを持ち、背は高く細身で、長い黒くろ髪かみを丁てい寧ねいに結ゆい上げていた。

　優しげな笑えみを浮うかべた顔は、神様が贅ぜいを尽つくして作り上げたかのような繊せん細さいさがあった。

「……やあ、扇せん夕ゆう。元気かい？」

（あれ？　朱咒が今、ほんのちょっとだけ目を伏せた気がしたけど……気のせいかな）

　首を傾げていると、扇夕と呼ばれた男が微笑ほほえんで頷うなずいた。

「ええ、最近は仕事が忙いそがしくて、神祇官からなかなか出られないですが、何とか頑張っていますよ。……そちらは白虎家の白桜殿どのですか？」

　黒い切れ長の瞳ひとみがこちらに向いた。男にしては線が細く、触ふれただけで壊こわれそうな儚はかなさが感じられた。扇夕にじっと見つめられると、なぜだか恥はずかしい気持ちにすらなる。

（青丞とか鵬玄とか朱咒とか、みんな顔立ちは整っているけど、この人はまた別格だな。肌はだも染しみ一つなくて綺麗だし。顔だけじゃなくて、物もの腰ごしとか話し方も優雅で落ち着いている。こういう人って憧あこがれるな）

「初めまして。白桜です」

　緊張しつつ頭を下げると、扇夕が胸に手を当てた。

「私は神祇官で伯はくの位を頂いている、扇夕と申します。四神祭の責任者としてあなたがたのお手伝いをするよう主上から申し付かっております。今日は御ご挨あい拶さつに参りました。どうぞよろしくお願いします」

　伯の位という事は、彼が神祇官の長官という事だった。

「お若いのに、すごいですね」

　年ねん齢れいはおそらく二十代後半だ。目を丸くすると、扇夕が苦笑した。

「それほどでもありません。大学寮りようでは朱咒に学問で一度も勝てなかったですし」

「いやいや。扇夕はとても賢かしこかったよ。いつ追い抜ぬかれるかとひやひやしていたさ」

　笑いあう朱咒と扇夕を見て、思わず目を瞬またたかせた。

「お二人は、大学寮で一いつ緒しよだったんですか？」

「ええ。ですが私は朱咒よりだいぶ年上です。彼は最年少で大学寮に入学した天才ですから」

　扇夕がこちらに向き直った。

「それにしても、四神祭までもう二月を切っているので練習が大変ですね。四神祭の成功はあなたがたの奉ほう納のう舞まいにかかっていると言っていいでしょう。頑張ってください」

　期待に満ちた声だった。一気に気分がどんよりとなる。

「どうかしましたか？　白桜殿」

「白桜と呼んでください。……実はわたしだけ、舞が初心者なんです。四神祭を成功させる為ためには、死ぬ気で頑張らないと」

　扇夕は驚おどろいた顔をしたものの、すぐに微笑んでそっと肩かたに手を置いた。

「主上から、白桜……そう呼ばせてもらいますね。白桜はとても努力家だと聞きました。きっと四神祭では見事な舞を披ひ露ろうしてくれると信じています。私もできる限りのお手伝いをさせて頂きますから。元気を出してください」

　優やさしげな声に励はげまされて、何とか顔を上げた。

　またしても扇夕の綺麗な顔に見とれていると、朱咒が階段の方を手で示す。

「白桜、そろそろ降りよう。君は舞ぶ台たいで踊おどるよりも、まずそのカクカクした動きを何とかした方がいい」

「はい……」

　項うな垂だれて、朱咒のあとに続いて階段へ向かう。その後ろを扇夕がついてきた。

　朱咒が先に階段を下りていく姿を上から見つつ、あとに続く。

（まずいな、もっとうまく踊れると思っていたのに、どうしてこんな……うわっ！）

　ぼんやり考え事をしながら階段を下りていたのがまずかったのか、うっかり一段踏み外した。そのまま体勢を崩くずして、ひっくり返ろうとする。

「うわぁぁぁ！」

「危ない！」

　叫ぶと同時に、背後から力強い腕うでがのびてきて支えてくれた。

　ひっくり返ったはずだが痛みはなく、その代わりに柔やわらかい感かん触しよくが身体からだを包んだ。

　一瞬何が起こったのかわからなかった。混乱していると、頭の上から声が聞こえた。

「大丈夫ですか？」

　心配そうな声は扇夕だ。いつのまにか、彼の胸に抱かれる形になっている。

　どうやらひっくり返ろうとしたところを、背後から抱だき留めて助けてくれたらしい。

　何度も目を瞬かせて、慌てて頷いた。

「は、はい……」

　あのままひっくり返っていたら頭を打っただろうし、悪くすれば階段から滑すべり落ちて大おお怪け我がをしたかもしれない。突とつ然ぜんの事に呆ぼう然ぜんとしていると、青丞達が駆かけ寄ってくる。

「どうしたんだ、白桜！」

「ちょっと考え事をしていたらうっかり……。扇夕様、助けていただいてありがとうございました。おかげで怪我をせずにすみました」

　心臓はまだ苦しいぐらいに早はや鐘がねを打っていたが、何とか自力で立ち上がった。

「いえ、あなたが無事でよかった。……それにしても、白桜はずいぶんと軽いんですね。驚きました。まるで女性のように身体も細いし」

「えっ!?　いえ、あの、鍛きたえてもあんまり筋肉がつかない体質で」

　焦あせるあまり、声が裏返った。扇夕は気にならなかったようで納なつ得とくしたように頷く。

「そうなんですね。実は私もなんです。逞たくましい方がうらやましいですよね」

「は、はい、そうですね！　ええっと、ちょっと顔を洗って落ち着いてきます」

　これ以上ここにいて、また変な事を言われると困るので慌あわててその場をあとにした。

（ああ、危なかった！……それにしても扇夕様は勇気があるんだな。一歩間ま違ちがえば、自分も巻き添ぞえになって一緒に落ちたかもしれないのに、それでもわたしを助けてくれるなんて）

　物腰と同じように、扇夕は優しい人のようだった。

「すごく綺麗だから最初は話すのに緊きん張ちようしたけど、扇夕様が四神祭の責任者でよかった」

　足を止めて呟つぶやいた。これから約二ふた月つき後には四神祭が行われる。そして四神祭が終われば、大学寮の改革が大きく前進する。それは自分の夢に近づく大切な一歩だった。

　扇夕や跡あと取とり達と協力して、絶対に祭りを成功させようと心に決めた。
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「ああっ、ごめん、鵬玄。またぶつかった！」

　白桜は鵬玄の背中にぶつけた鼻を押さえつつ、頭を下げた。

　演奏していた楽人達が音楽を止め、舞台にいた青丞や朱咒も動きを止める。

「俺は平気だが、思いっきりぶつかったから、白桜の顔の方が痛かったんじゃないか？」

　鵬玄が心配そうな声を上げると、朱咒が持っていた扇おうぎで肩をとんとんと叩たたいた。

「白桜、今の所はみんなで右回りに動くはずなのに、君だけ反対に回っただろう。だから隣となりの鵬玄にぶつかったんだよ」

「すみません。つい……」

　今日で練習を始めて三日。

　舞の振ふり付けはもう覚えたが、だからといってすぐに踊れるはずもなかった。

　特に舞の経験が長い他ほかの跡取り達と一緒に舞台に立つと、自分だけが動きが硬かたくて悪目立ちしているのは自覚していた。

「もう一度お願いします」

　再び頭を下げると、朱咒が腕うで組ぐみした。

「うーん。このまま練習してもいいけど、今の練習方法だと、白桜が四神祭までに踊れるようになれるかはちょっと疑問だね」

　朱咒の困ったような顔を見て、確かにそうだと自分でも思った。

（朱咒達は生まれた時から舞が身近にあって経験を積んでいる。一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは、彼らに見劣りしないほどうまく踊れるはずがないんだ……）

　鵬玄が朱咒と青丞に向き直った。

「練習方法を変えるか？　もっと白桜にあわせた練習をして……」

「待って、鵬玄。……すみません、少し一人で練習する時間をもらえませんか？」

　三人に向かって頭を下げると、朱咒が軽く首を傾かしげた。

「でも一人じゃ大変だろう？」

「ですがみんな舞の経験が長いだけあって、もうあんまり練習の必要がないぐらい踊れます。それに比べてわたしはどうも動きがぎこちなくて、踊るという域にも達していません。これ以上一緒に練習しても足手まといになるので、少し一人で練習させてもらいたいんです」

　三人の顔を一人一人見つめながら言葉を続けた。

「それに、みんな四神祭の準備も任されているでしょう？　鵬玄は警護の責任者だし、青丞は祭りの進行の責任者で、朱咒は招待客の手配をするよう主上から申し付かっている。わたしは舞が初心者だから準備からは外されているけど、みんなは忙いそがしいはずです」

　無理して笑えみを浮うかべた。一人で練習するのは不安だったが、心配はかけたくなかった。

「わたしのせいでみんなの時間を無む駄だにするのは心苦しいんです。だから、半月ください。半月の間にみんなと踊っても見み劣おとりしないぐらいにはなってみせます。それからみんなで練習しましょう」

　舞は奥が深い。優ゆう雅がに見えるが、ちょっとした動きにも意味があって、指先一つまで神経を尖とがらせなければならなかった。

　半月でみんなと同じようになれるのかというと、それは自分でも疑問だった。

　だが四神祭は待ってくれない。

　もし奉ほう納のう舞まいが失敗したら、世間は四神が大学寮りようの改革に反対だから奉納舞を受け入れないのだと思うだろう。

　何としても、四神祭までにみんなと同じように踊れるようになりたかった。

　期限をもうけたのは、自分に崖がけっぷちだとわからせる為だ。

「……一人で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　戸と惑まどうような声を上げたのは鵬玄だ。彼に向かって大きく頷うなずく。

「ああ、忙しいのにわたしにつきあう事はないよ。四神祭はかなり大がかりだから大だい内だい裏りの警護も大変なはずだ。鵬玄はしばらくそちらに集中してくれ。何かあったら相談に行くから」

　考え込んでいた鵬玄だが、やがて小さく頷いた。

「ではしばらくは気が済むまで一人で頑がん張ばってみるといい。だが本当に困った事があったら言うんだぞ。何でも協力するからな」

　鵬玄の背後にいた青丞も頷いた。朱咒が小さく息をつく。

「白桜は頑がん固こだから、一度言い出したら聞かないし。でも教えてほしい事がある時は私に言ってね。口付け一つで何でもしてあげるから」

「いえ、それはけっこうです」

　あいまいに返事すると行動に移されると経験上わかっているので、はっきりと拒きよ否ひした。

　口を尖らせた朱咒に苦く笑しようして、再び頭を下げる。

「迷めい惑わくをかけてすみません。何とか頑張ってみます」

　一人では心細いとも思ったが、忙しい彼らをつきあわせるのは申し訳なかった。

（絶対にうまく踊おどれるようになってみせるぞ。わたしのせいで四神祭が失敗するなんてあってはならないからな！）

　決意を新たにして青丞達と別れ、さっそく練習に取りかかった。
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　一人で練習したいと申し出てから、数日がたっていた。

　白桜は舞ぶ台たいの上で、腰こしに手を当てて考え事をしていた。

　すっかり日が暮れて、舞台の四よ隅すみにあるろうそくの明かりと月の光だけが頼たよりだ。

　毎日昼も夜もなく練習していて、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

　足はつりそうだし、腕を上げるのも辛つらいぐらいだ。それでも休みたいとは思わなかった。

「まだまだ動きが硬くてぎこちない。早くみんなと一いつ緒しよに練習できるように頑張らなくては」

　疲つかれて重い身体からだに活を入れた。まだ演奏にあわせて踊るという段階にも達していないので、楽人達にもしばらく休んでもらっているから、ここには自分以外誰だれもいなかった。

　頭の中では優雅に踊る自分の姿がある。

　しかし舞台に持ってきた鏡で舞まう姿を確かく認にんすると、ぎくしゃく動いている自分がいた。

　なぜこんな動きになるのか自分でもよくわからない。動きを止めて、思わず声を上げた。

「振りはもう覚えたのにどうしてこんなにカクカクした動きしかできないんだ、わたしは！」

「そもそも身体が硬いんじゃないか」

　ふいに聞こえた声に驚おどろいて、階段の方へと目を向ける。

　ゆっくりと階段を上がってきたのは、ろうそくを持った青丞だ。

「どうしたんですか？　こんな夜中に」

　もう辺りは暗くて、そろそろみんな布ふ団とんに入る時刻だった。

「馬ば鹿か正直でまじめなお前は、こんな時間になっても練習しているだろうと思って来てみたんだ。案の定だったな」

　舞台に上がってろうそくを隅に置いた青丞が、歩み寄ってきた。

「夜は休め。練習のしすぎで倒たおれたら元も子もないだろう」

「まだ大丈夫です。早くみんなに追いつきたいんです。青丞は祭りの準備で忙しいでしょう？　わたしに構ってないで仕事をしてください」

「今日の仕事はもう終わった。休む時間に何をしようと俺の勝手だ。……お前は身体が硬いんだ。だからなめらかな動きができない。まずいきなり踊るよりも、身体を柔やわらかくする運動から始めた方がいい」

「でも、時間がないんですよ。早くみんなで練習できるぐらいにはならないと」

「急がば回れというだろう。身体が硬いままではどれだけ練習しても一緒だ」

　青丞の言う事も一理あるかもしれない。ふと、今までの自分の練習を思い出した。

「焦あせりすぎ……でしょうか」

「焦るのは無理もない。祭りにはお前の夢がかかっているからな。だが、焦りすぎは禁物だ。冷静な判断力を失うおそれがある。今は無理に踊らず俺が教える運動を繰くり返せ。そして夜はちゃんと寝ねろ。俺が必ず祭りまでにお前を踊れるようにしてやる」

　心を占しめていた不安や焦りが吹ふき飛んでしまうくらいの力強い言葉だった。

「……できるでしょうか？」

「まかせろ」

　その言葉で、心は安心感に包まれた。彼がそういうなら大丈夫という気持ちにすらなる。

（……そうか。今まで何度も助けてもらったものな。そして青丞の言う通りにしていたら、うまくいった。だから、青丞についていけば大丈夫だと思うんだ）

　彼と初めて会ったのは、七夕の頃ころだった。そして季節を一回りして今は秋。

　その間にいろんな事があったと思う。

　こうして困っている時は、いつもぶっきらぼうな様子ながらも助けてくれた。

　そう考えると、ふいに胸が熱くなった。

（青丞はいつだって、わたしの事を気にかけていてくれた。里桜姫ひめではない、わたし白桜の事を）

　それは紛まぎれもなく、彼の優やさしさと仲間思いから出た行動だった。

　大学寮で騎射大会に出た時、暴走した馬から落ちそうになったところを助けてくれた。

　里桜姫争そう奪だつ戦の時、大たい雅がに追いかけ回され、怖こわい目にあった。

　青丞はそれに怒おこって彼を殴なぐりつけ〝これ以上、白桜に近づくな〟と言ってくれた。

　さらわれた姫達を救いに犯人の隠かくれ家がに踏ふみ込んだ時も、身を挺ていして敵から庇かばってくれた。

　その時に負った傷はまだ腕うでに残っているはずだ。

　彼と過ごした時間は、彼の事を知る時間でもあった。じっと見つめると青丞が首を傾げる。

「どうした？」

「いえ、いつも青丞には助けてもらっているなと思って」

「俺は誰でも助けるわけじゃない。……言っておくが、こうして練習につきあうのは、お前が里桜姫だと知ったからではないぞ」

　ぶっきらぼうな様子はいつもと一緒だが、やや青丞は気き恥はずかしそうな顔をしていた。

「一度しか言わないからよく聞け。……俺は白桜としてのお前の努力家な所が気に入っている。こんな夜中まで一人でもくもくと練習する根こん性じようのある所がな。だから手伝うんだ。俺は白桜としてのお前を友だと思っている。友が困っている時は手助けするのは当たり前だ」

　心にこみ上げてきたのは喜びだった。ずっと男のふりをして暮らしてきた。

〝白桜としてのお前〟という事は、男としての努力を認めてもらえたという事だ。

　嬉うれしくてたまらなかった。

「普ふ通つうはこんな事は面と向かって言わないんだ。今日は特別だからな。……では、今夜はお前がどれだけ動けるか見たら解散だ。さっさと寝ろ。午前中は祭りの準備があるが、午後から時間を取るから練習を見てやる。俺がいない間は、この紙にまとめておいたからその通り動け」

　渡わたされた紙を見ると、細かい文字がびっしりと書かれていた。きっと自分の事を思って用意してくれたのだろうと思うと、また嬉しくなって自然と笑みがこぼれた。

「ありがとうございます。頑張ります！」

　微笑ほほえむと、青丞がなぜか眩まぶしそうなものを見るような顔をして、目を細めた。
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「おや、だいぶ動きがなめらかになったね」

　約束の半月がすぎ、白桜は久々に朱咒と舞台で動きをあわせた。

　演奏が終わって、朱咒が最初に口にした言葉はそれだった。

「本当ですか？」

「ああ、半月前と比べたらずいぶんよくなった。まだ少々ぎこちない所もあるけど、私の足も踏まなくなった事だし。このぐらいなら練習次し第だいで何とかなるかもしれない。頑がん張ばったね」

　ほめられて、嬉しくなって顔を綻ほころばせた。そのまま舞台の下にいる青丞に目を向ける。

　すると彼も微笑んで頷うなずいてくれた。

　実はこの半月、舞まいの練習はほとんどしていない。

　青丞が考えた計画通りに、柔じゆう軟なん性を高める運動を続けた。

　そのおかげで、今まで操あやつり人形のようだった動きが、ずいぶんしなやかになっていた。

「みんなの足を引っぱりたくなかったので……。でもまだまだみんなに比べると見み劣おとりします。本番までにはもっとうまくなってみせます！」

「その調子だね。でもほっとしたよ、白桜が何とかなりそうで。私は舞台の上ではずっと君と一緒だからね」

　次は青丞と鵬玄の剣けんの舞の練習なので、前を歩く朱咒と話しながら、舞台を降りる為ために階段へ向かった。階段の上にはもう鵬玄がいて、彼に頑張ってという意味を込めて手を振ふった。

「それにしても、朱咒は動きが優ゆう雅がだからあわせるのが大変……あれ？」




　ミシッ！




　階段の近くまで来て、足もとから伝わった感かん触しよくに眉まゆ根ねを寄せた。

　立ち止まった途と端たん、ガタッと大きな音を立てて床ゆかが崩くずれる。

「うわっ！」

「白桜っ！」

　突とつ然ぜん崩れた床に、吞のまれるように落ちていく。朱咒の声が頭の上で聞こえて、何かにすがろうと手を伸のばす。その手を誰かが強い力で握にぎってくれた。

「鵬玄！」

「しっかり握ってろよ。今引き上げてやる！」

　一いつ瞬しゆんの事で何が起こったのかわからなかった。ただ、鵬玄の手を放したら、崩れてぽっかりと穴の空いた床に吸い込まれるのだけは理解していた。

　舞ぶ台たいは自分の身長よりもずっと高い。崩れた床と一緒に地面に落ちたら、ただではすまなかった。鵬玄の後ろから青丞と朱咒が手を伸ばして、腕を摑つかんで引き上げてくれる。

「た、助かった……」

　無事な床の上に引き上げてもらって立ったが、すぐに足の力が抜ぬけて尻しり餅もちをついた。

　何度か深呼吸して、どうにか辺りを見る余よ裕ゆうが生まれた。

　どうやら崩れたのは床の一部だけだったようだ。

　舞台の右みぎ端はじに、両手を広げたほどの大きさの穴ができていた。

　演奏をする為に集まっていた楽人達がざわついている。鵬玄が隣となりで膝ひざをついた。

「怪け我がはないか？　白桜」

「あ、ああ。いったい、何が起こったんだ……」

「どうしました！」

　扇夕が神じん祇ぎ官かんの建物から出てきて、舞台に駆かけ寄ってきた。

「舞台の床が急に崩れたんだよ」

　朱咒が状じよう況きようを説明すると、扇夕が顔色をなくした。

「まさか、あの夢は本当に……？」

　扇夕の呟つぶやきが妙みように気になった。彼の方に顔を向けると、舞台を見つめて呆ぼう然ぜんとしている。

「どうしたんですか？」

　声をかけたが、扇夕は狼ろう狽ばいしたように、何度も首を振った。

「夢で、四神が……」

「四神？　四神がどうかしたんですか？」

　更さらに問いかけると、扇夕がはっとした表情で慌あわててこちらに顔を向けた。

「い、いえ、何でもありません。……誰だれも怪我はしていませんか？」

「ええ、落ちそうになって危なかったんですが、みんなが助けてくれたので。それにしても、舞台は四神祭の練習用に作られたばかりのはず。崩れるなんてどういう事でしょうか？」

　今まで練習していて、舞台にはきしみすらなかったのに急に崩れたのはおかしな話だった。

「……おい。あの噂うわさ、本当なんじゃないか？」

　周りで様子を窺うかがっていた楽人達の囁ささやき声がふいに耳に入った。

「ああ、四神が祭りを拒きよ否ひしているっていう噂だろう？」

　その囁きが聞こえた途端、鵬玄が厳しい視線を彼らに向けた。

「誰だ！　今とんでもない事を言ったのは！」

　楽人達がいっせいに黙だまり込んで顔を伏ふせた。青丞が小さく息をつく。

「鵬玄、四神が祭りを拒否するはずがない。大だい内だい裏りの貴族達は噂好きで、いつでもここには変な噂が立っているから気にするな。それより、舞台を早く修理しないと練習ができないぞ。扇夕殿どの、いつから修理に取りかかれる？」

　青白い顔をした扇夕が、二、三度目を瞬またたかせてきびすを返した。

「……すぐに手配します。明日には修理に取りかかれるように掛かけ合ってみます」

　神祇官に戻もどっていく彼の背中を見送って、そっと声をひそめた。

「……念の為に、舞台の床を調べてみませんか？」

「まさか、誰かがわざと床を崩したというのか？」

　鵬玄が眉根を寄せると、朱咒が崩れた床を見つめながら腕うで組ぐみをした。

「ありえない事ではないよ。だって、今回の四神祭には大学寮りようの改革を祈き願がんする意味がある。だから改革に反対している者達が妨ぼう害がいしてくるのは、考えられない事じゃない」

　青丞が視線を鋭するどくして頷く。

「そうだな。ただの事故かもしれないが、そうではないとするなら、少々やっかいな事になる。調べて何もないならそれでいいから、調査はするべきだ。ただし、内密で行った方がいい」

　それは理解できた。改革に反対の者は貴族達、しかもそれなりに地位の高い者達のようだ。

　それが誰かはまだわかっていないが、反対派の者達が大内裏にいる可能性は限りなく高い。

　もし彼らが仕掛けてきたのだとしたら、こちらの動きはできるだけ知られたくなかった。

「では、今日の夜、人ひと気けがなくなってから舞台を調べてみましょう」

　みんなが頷いたのを見届けて、左ひだり隣どなりにいた朱咒を見上げる。

「朱咒。今夜調べるのを手伝ってくれませんか？　鵬玄と青丞は今夜は用事があるってさっき言っていたので」

　実はこれは真っ赤な噓うそだ。舞台を調べるのと同時に、朱咒に叢雲についての探さぐりを入れたかった。最近はみんなとは別に練習していたので朱咒とゆっくり話す暇ひまがなかったが、ようやく機会が巡めぐってきたようだ。

　鵬玄と青丞には朱咒の事を調べたいと話してある。

　そのおかげか、彼らは狙ねらいに気付いたようで頷いた。

「すまないな、朱咒。今夜は俺達は調査にはつきあえない。白桜を頼たのむ」

　鵬玄の言葉を朱咒は疑ってはいないようだった。

「わかったよ。白桜と夜に二人っきりなんてわくわくするね。調査が終わったら、一いつ緒しよに夜船なんてどうだい？　涼すずしくて雰ふん囲い気きがいいんだよ」

「夜船はお断りしますが、調査はよろしくお願いします」

　いつもの調子の朱咒にいつもの調子で返した。

　仲間を疑って噓をついていると思うと、胸がちくりと痛んだ。
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　夜も更ふけると、神祇官の裏庭は真っ暗になった。

　白桜は手に持ったろうそくの明かりで、崩れた舞台を照らす。

　舞台は自分の背よりずっと高い。もし床が崩れた時に、そのまま落ちていたら命の危険もあっただろう。そう思うとぞっとした。

「舞台の上は昼間に見たので、床下に潜もぐって調べてみましょう。わたしが見てきますから、ここからろうそくで照らしていてもらえますか？」

　床下は頭がつくかつかないかぐらいの高さだったので、自分の背せ丈たけなら身を屈かがめなくても調べられそうだ。朱咒が頷いてろうそくを受け取った。

「わかったよ。床が崩れやすくなっているかもしれないから、気をつけて」

　背後から朱咒が照らしてくれる明かりを頼たよりに、床下に足を進めた。

　かなり薄うす暗ぐらかったが何とか判別できる。崩れた床の木もく片へんが辺りに散らばっていて、歩きにくかった。足もとに注意しながら、床が崩れている場所まで移動する。

　上を向くと、両手を広げたぐらいの大きさの穴がぽっかりと空いていて、その向こうに星空が見えた。床が割れた所がぎざぎざになっていて、やたらに触さわると怪我をしそうだ。

「特にあやしい所はないみたいだけど……あれ？」

　しばらく辺りを観察していて、ふと地面に落ちている木片の一つに目が留まる。

　どうやら床を支えていた柱の一部のようで、太くて四角い木片だった。

　地面に落ちている他ほかの木片は小さなものばかりなのに、それだけが腕うでの長さほどもあった。しゃがんで、その柱を手に取ってみる。

　重かったが、何とか抱かかえ上げられた。じっくりと観察して、眉まゆ根ねを寄せる。

　そのまま柱を抱えて、朱咒のもとまで戻った。

「朱咒、これが地面に落ちていたんですが、ちょっとおかしいんです。地面に落ちている床や柱の残ざん骸がいは、端はじがみんな尖とがっていて自然に折れたんだなと思えるんですが、これだけ折れた箇か所しよが尖ってなくて綺き麗れいなんです。まるで、誰かが切ったみたいに」

　朱咒が柱に目をやった。その視線が厳しいものになる。

「本当だね。もしかしたら、誰かがこの柱に切れ目を入れたんじゃないかな。これが床ゆかを支えていた柱だとすると、うまく切れ目を入れれば人が乗った重みで折れるように細工する事は可能かもしれない。貸して」

　朱咒が持っていたろうそくを地面に置いて、手を差し出した。

　柱を渡わたすと、じっくりと間近で切れ目を観察している。

「……やっぱりちょっとあやしいね。これは如月に渡しておくよ。偶ぐう然ぜんこんな折れ方をしたんだと言われればそれまでだから証しよう拠ことしては不十分だけど、誰かが祭りの妨害をしているかもしれないと言っておく。祭りまでもう何も起きないように、警護を厳しくしてもらわないと」

「お願いします。……やはり祭りの邪じや魔まをしているのは大学寮の改革に反対している貴族達でしょうか？」

「その可能性は高いね。変な噂も流れている事だし」

「それって、昼間楽人達が囁いていた噂ですか？　四神が祭りを拒否しているとかいう」

　声がつい小さくなった。実は楽人達の噂を耳にした時、四神が祭りを拒否しているとすれば、女なのに男のふりをして奉ほう納のう舞まいを行う自分のせいではないかと思った。

「おや、私とした事が口がすべってしまったようだ。……気にする事はないよ。四神が祭りを拒否しているなんて、それこそ大学寮の改革に反対している者達が流した噂に違ちがいないから。変にびくびくしているとあやしまれるよ」

　秘密を知っている朱咒だからこその助言だった。

「……はい」

　返事はしたものの、女の自分が跡あと取とりとして奉納舞を行う事に、四神が怒いかりを顕あらわにしたのではという思いは消えなかった。

（わたしが女だから四神が怒おこって事故を起こしたのだとしたら、これからもまた事故が起きるんじゃないか？）

　今回は誰だれも怪け我がをしなかったからよかったものの、もし今度また事故が起こって死傷者がでるような事になったらと思うと、不安でならなかった。

　朱咒が持っている柱に目を向ける。

（いや、弱気になってはだめだ。床が崩くずれたのは、祭りの邪魔をしようとしている誰かが柱に細工したからに違いないんだ。それが誰か突つき止めて、祭りを滞とどこおりなく行えるようにするのが、白虎家の跡取りとしてのわたしの務め！）

　ここで思い悩なやんでも、何も解決しない。女ではあるが、今まで跡取りとして努力してきた。

　その努力を四神は認めてくれていると信じたかった。

　大きく息をついて朱咒を見上げる。今はまず、自分ができる精いっぱいの事をしたかった。

「……話は変わりますけど、相談があるんです。聞いてもらえますか？」

　朱咒が軽く目を見開いて、両手を広げた。

「可愛かわいい白桜、君が私に相談なんて珍めずらしいね。もちろん何でも聞くよ。話してごらん」

　仲間を疑っている罪悪感が心を苛さいなむ。だが、ここで躊ちゆう躇ちよしていたら前には進めない。

「実は凌箔を止める為ためには、やはり六年前の事件と叢雲を調べる必要があると、青丞や鵬玄と話していたんです。ですがどれだけ調べても彼を知っている人が見つからなくて。朱咒は大だい内だい裏りに長く出入りしているから官かん吏りに知り合いも多いでしょう？　協力をお願いしたくて」

　朱咒は表情一つ変えていない。いつも通り柔にゆう和わな顔をして、腕組みをしている。

　それなのになぜかその様子が、こちらに対して構えているような印象を受けた。

「協力はしたいけど六年前の事だし、官吏と言ってもかなりの人数がいるからね。知っている人を探すのは無理なんじゃないかな。諦あきらめたらどうだい？」

　声も口調も柔やわらかいが、今までの朱咒なら問題が起こっても簡単に『諦めたら』なんて言う事はなかった。やはりおかしいと心の中で呟つぶやく。

「……ですが、凌箔と皐月は叢雲の事で主上に恨うらみを抱いだき、お命を狙っています。捕つかまえても、彼らはずっと主上を恨み続けるでしょう。その恨みがもし誤解からくる事ならば、それを解きたいんです。そうしたら、凌箔も皐月も考えを変えてくれるかもしれません」

　朱咒が口角を上げた。まるで嘲ちよう笑しようするかのような笑えみだった。

「凌箔と皐月は敵だよ。敵に情けは無用だ。捕まえても主上を恨み続けるというなら、すぐに処しよ刑けいすればいい」

「何を言っているんですか！　処刑だなんて……！」

「君こそ何を言っているんだ。彼らは謀む反ほん人だよ。捕まれば処刑されるのは当たり前だ。捕まえて有う無むを言わさず処刑すれば主上にこれ以上危険は及およばない。それが一番いい方法なんだ」

　冷れい酷こくな表情と声だった。朱咒がまるで別人のように見えた。

　内ない偵てい官かん吏りの〝化か蛇だ〟として動く時、彼はいつも面を被かぶる。

　それはこの冷酷な顔を隠かくす為ではないだろうかとさえ思えた。

「……凌箔は叢雲の事を親友だと言っていました。皐月は叢雲の弟です。無念のうちに自害した親友と兄の敵かたきを討うちたいという彼らの言い分は、正しいとは言いませんが気持ちはわかります。それなのに、捕まえたらすぐに処刑すればいいなんて……」

「敵討ちは自己満足だよ。死んだ者はそんな事を願ってはいない。むしろ迷めい惑わくだと思っているはずだ。勝手に敵を討とうと主上に反旗を翻ひるがえしたんだから、捕まえたら処刑は当然だよ」

　確かに朱咒の言う事は正しいかもしれない。しかしそれで納なつ得とくできるかはまた別の問題だ。

「……ずっと聞きたかったんですが、朱咒は本当に叢雲の事を知らないんですか？」

　どう聞こうかと悩んだが、朱咒が相手ならどんなに遠回しに聞こうとすぐに本心に気付かれる気がした。だから単刀直入に話を切り出す。

　叢雲の名前を出した時の朱咒の表情を、観察したいとも思った。

「知らないよ。前にもそう言ったよね。どうしてまた聞くんだい？」

　まったく表情は変わらなかった。だけど、ほんのわずか目が伏ふせられた気がした。

　かすかな変化だが、やはり朱咒は噓うそをついているのではという思いが強くなった。

「朱咒は主上の『特別』な仕事を引き受けている。今までも主上が何かをしようとした時は、必ず朱咒が裏で動いていた。それなのに六年前の事件に無関係だなんて思えないんです」

　じっと見つめても顔色も変えなかった。それは噓をついていないからかもしれない。

　しかし疑っている事を前面に押し出しても嫌いやな顔一つしないのは、逆に何かあるからではないかとも思った。

「凌箔が大内裏でわたしの秘密を公表しようとした時、朱咒がいた辺りを見て、急に驚おどろいた顔をして口を噤つぐんだでしょう。あの時、凌箔に何かしたんじゃないですか？　叢雲に関係のある朱咒が、彼にだけわかるように何かをした。だから凌箔は急に口を噤んだ」

　想像でしかなかった。それでもわざと自信ありげな口調を心がけた。

　朱咒の本音を引き出すのは、一ひと筋すじ縄なわではいかないとわかっていた。

「私がいったい、何をしたと言うんだい？」

「それはわかりません。……朱咒。叢雲の事を知っているんでしょう？　教えてください。凌箔と皐月に復ふく讐しゆうなんて馬ば鹿かな事はやめてほしいんです。お願いします」

　真しん摯しな言葉とともに、頭を下げた。しばらくそうしていると、朱咒がふっと笑う気配がする。

　顔を上げた途と端たん、背筋がぞっとした。

　朱咒が、まるで地じ獄ごくに住む美しい鬼おにのように冷たい笑みを浮うかべていた。

「本当に凌箔達の為だけ？」

　声も凍こごえるほど冷たくて、どこか嘲笑するような響ひびきがあった。

「どういう意味ですか？」

「今の状じよう況きようで凌箔が捕まって一番困るのは君だろう。秘密をばらされるとまずいからね。だから彼を説得して復讐をやめさせたいんだ。そうだろう？」

　表情を強こわばらせると、朱咒が鋭するどい視線を向けてくる。

「図星だね。だいたい、結けつ婚こんの儀ぎの時に凌箔に秘密をばらされそうになっていたんだから、どんな理由にしろ彼が口を噤んでくれて一番助かったのは君じゃないか」

　確かにその通りなので、返す言葉もなかった。朱咒が肩かたを竦すくめる。

「一つ言っておくけど、凌箔が急に黙だまったのは私のせいではないよ。……凌箔達は捕まえたら、すぐに処刑してもらう。君の秘密を漏もらす暇ひまもなくね。それなら君も安心だろう？　だから余計な事はせず大人しくしていたらどうだい」

　口調は静かだが、声こわ色いろはまるで脅おどしてでもいるかのように迫はく力りよくがあった。

　威い圧あつ的な空気を発する朱咒に怯ひるみそうになったが、何とか首をふる。

「それは納得できません。凌箔も皐月も親友と兄を大切に思っているからこそ、復讐を決意したんです。正しくはないけれど、気持ちはわかります。それなのに有無を言わさず処刑なんて……。彼らにだって言い分はあるんだから、それを話す機会を与あたえるべきです」

「おやおや、私は君の事を思って言っているんだよ。凌箔に話をする機会なんて与えたら、君の秘密を公表するに決まっている」

「だから、その前に叢雲の事を調べて彼らを説得したいんです！」

「じゃあ、彼らが説得に応じなかったら？」

　その一言に、言葉を失った。

「彼らが説得に応じず、復讐もやめなかったら？　そのあげく彼らが捕まって君の秘密をぺらぺら喋しやべったらどうするんだい？　その最悪の事態を、どうやって乗り越こえるんだい？」

　思わず俯うつむいた。それは考えていた事ではあったが、解決策はまだ見つかっていない。

「白桜は正義感が強い。常に正しくあろうとする。それはとても素す晴ばらしい事だけど、世の中には正しいだけでは割り切れない事だってあるんだ。ここは大人しくしていろ。その方がすべてうまくいく」

　朱咒にしては珍しく、押さえつけるような強い口調だった。

「……いいえ。わたしは正しいと思った事をします。確かに秘密を守りたいから凌箔達を説得したいと考えています。だけど復讐に取り憑つかれた彼らを放ほうっておけないのも事実です」

　顔を上げて、強い視線を向ける。足を踏ふん張って、絶対に負けないという姿勢をとった。

「このまま彼らを捕とらえてすぐに処刑なんて絶対にさせません。彼らが改心する可能性は低いかもしれないけど、まったくないわけじゃない。彼らに思い直してもらう為にも、六年前の事と叢雲の真実を調べてみせます」

　言い切ると、朱咒が一度目を瞑つぶった。

「……そう。そんな事をして、後こう悔かいしても知らないよ」

　再び目を開けた時の彼は、まるで人形のような冷たい表情をしていた。

　じっと見つめられて背筋が寒くなったが、それでも一歩も引く気はなかった。

「何もしなくても後悔すると思います。だったら精いっぱいやってする後悔の方がましです」

　朱咒が薄うすく微笑ほほえんで、ゆっくりとこちらに手を伸のばす。

　冷たい指先がそっと頰ほおに触ふれると同時に、彼が耳元に口を寄せた。

「────残念だよ。君の事を気に入っていたのに」

　声には落らく胆たんしている響きがあって、嫌きらわれたのかもしれないと思った。

　いつのまにか朱咒の表情が消えていた。指を頰から離はなして、背を向ける。

　そのまま去って行く彼を引き留める言葉が見つからなかった。

　初めて見る朱咒の拒きよ絶ぜつの態度だった。そんな態度を取るほど、彼の心にある何かを傷付けたのだと悟さとった。大切な仲間である朱咒に嫌われたという事実に打ちのめされる。

　ただ、一つだけわかった事があった。

（やっぱり朱咒は何か隠している。だからあんなに凌箔達を調べるなって言うんだ。だけど、隠している事って何だろう？）

　朱咒が考えている事がまったくわからず、初めて彼と口論した事で重苦しい気分になった。




　　　　[image: ]




　白桜は雅が楽がく寮りようへとやってきていた。

　神じん祇ぎ官かんの裏庭にあった舞ぶ台たいは、修理にかなり時間がかかる事がわかり、急きゆう遽きよ楽人達が使う講堂の舞台を借りて奉ほう納のう舞まいの練習を行う事になった。

　楽人に案内され、雅楽寮の隣となりにある講堂に向かう。

　そこは楽人達が定期的に雅楽の会を催もよおす場所で、やや古いが手入れが行き届いていた。奥にある舞台は練習用のものよりは若じやつ干かん小さいが、室内なので天候に左右されないのは助かった。
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「あ、扇夕様。何をなさっているんですか？」

　講堂の中を見回していて、舞台の端はじに扇夕が立っているのに気付いた。

　すらりと姿勢が良い扇夕は、何かを舞台に向かって投げるような仕草をしていた。

「ああ、白桜。清めの塩をまいているんです。今度はあんな事故が起こらないよう願って」

　近づくと、扇夕の顔色が悪い事に気付いた。じっと見つめると、扇夕が首を傾かしげる。

「どうかしましたか？」

「いえ、どこか具合でも悪いのではと思いまして」

「そんな事は……」

「扇夕様！　大変ですっ。扇夕様の夢がまた現実に……あっ！」

　講堂の扉とびらを開けて、小こ柄がらでまだ年若い従者が血相を変えて駆かけ寄ってきた。

　何事かと目を丸くすると、従者がこちらに気付いたようで慌あわてて立ち止まる。

「どうかしたんですか？　扇夕様」

　扇夕の顔色が更さらに悪くなっていた。問いかけたが、彼は何も言わずに従者と一いつ緒しよに講堂を出て行く。その様子がただ事ではないような気がして、あとを追った。

　扇夕の足は、雅楽寮の奥へと進んでいるようだ。しばらく走って目的の部屋についたのか、扇夕が足を止める。その部屋の前には、武官が二人まるで見張りをするように立っていた。

（何で、雅楽寮の中に武官がいるんだ？）

　不思議に思っていると、扇夕が部屋の戸を開けて、小さく悲鳴を上げた。

「これは……！」

　身体からだを固まらせている扇夕を見て、何事かと近づく。

　彼の背中越ごしに部屋を覗のぞき込んて、あっと声を上げた。

「これって、奉納舞の衣装ではないですか？」

　衣い桁こうにかけられた四枚の着物は、仮かり縫ぬいが終わったので、今日細かい寸法あわせをする予定の舞まい装しよう束ぞくだった。その着物が、見るも無む惨ざんにずたずたに引き裂さかれている。

「ひどい……いったい誰だれがこんな事を……！」

　慌てて部屋に入って、衣桁に近づいた。刃は物もので引き裂かれたようで、ぼろぼろだった。

　これではどう縫い合わせても、元通りにはならないだろう。舞装束ができあがるのを楽しみにしていただけに、怒いかりで手が震ふるえた。背後にいた武官が歩み寄る。

「申し訳ありません。扇夕様に言われてずっと廊ろう下かで見張っていたのですが。さっき部屋の中を確かく認にんした時には何ともなかったんです。それなのに……」

　その言葉に引っかかって眉まゆ根ねを寄せた。

「今、見張っていたと言いましたね。扇夕様に言われてと。まるで何か起こるのがわかっていたようないい方ですね。どういう事ですか？」

　振ふり返って見つめると、扇夕がやや俯いて口元を引き結んだ。

　考え込むように眉根を寄せていたが、やがてゆっくりと息を吸い込んでから顔を上げる。

「昨夜、夢を見たのです」

「夢？」

　そういえばさきほど従者も〝扇夕様の夢がまた現実に〟と言っていた。

　意味がわからず首を傾げると、扇夕が重い口を開いた。

「恐おそれ多くも四神が私の夢に現れてこう仰おつしやったのです。『四神祭を中止せよ。奉納舞が意に染まぬ。我が怒りが衣ころもを切り裂く』と」

「なんですって！」

　思わず目を見開いた。扇夕は真しん剣けんな顔をしていて噓うそや冗じよう談だんを言っているようには見えない。

「四神の声を聞く事ができるのは、帝みかどだけです。ですからただの夢だろうと思いました。……ですが実は舞台の床ゆかが崩くずれる前の日にも、四神の夢を見ていたのです。その時は四神が『奉納舞などいらぬ、舞台ごと消してやろう』と仰って」

　二度も四神の夢を見て、二度ともその夢のお告げ通りの事が起こっている。

　それが偶ぐう然ぜんだとは思えなかった。

「そんな、まさか……」

　それでも信じられなくて呟つぶやくと、廊下で控ひかえていた従者が声を上げた。

「本当です。確かに舞台の床が崩れた日の朝、そういう恐ろしい夢を見たと扇夕様が仰いました。私以外の者も数人、そう仰ったのを聞いています。今回も扇夕様が夢を見られたので、念の為ために舞装束があるこの部屋を見張って頂いていたのです」

　従者が手で示したのは、見張りをしていた武官達だ。一人は体格がよくて額にほくろがある若い男で、もう一人は長い髪かみを後ろで一つにまとめた細身で中年の男だった。

「私達は普ふ段だんは神祇官の警護を任されております。今朝方、扇夕様に命じられてずっとここを見張っていました。ついさきほど見た時には何ともなく、その後も誰も部屋には出入りしていません。それなのに今、戸を開けたら舞装束がこの有り様になっていました」

「どうして部屋の中で見張らなかったんですか？」

　疑問を口にすると、扇夕が戸と惑まどいつつもこちらに目を向けた。

「夢のお告げ通りに舞台の床が崩れたのは、偶然だと思いました。今度の夢もまさか現実になるとは思いませんでしたが、気になったので一応見張ってもらっていたんです。ただ、たかが夢なのに大げさだと思われるのではと、雅楽寮に見張りの許可はとっていませんでした」

「なるほど。許可をとっていないから、部屋の中にずっといて見張りをするわけにはいかなかった。それで廊下から部屋の方を見張っていたんですね」

　神祇官の武官が雅楽寮の部屋に入って見張りをするなら、許可がいるのは当然だ。

　しかしその理由が夢を見たからでは、さすがに納なつ得とくしてもらえないかもしれない。

（事情はわかったけど、夢でお告げがあった通りの事が現実でも起きるなんて信じられない。しかも二回もだなんて）

　偶然というには、符ふ号ごうがあいすぎていた。従者が恐ろしげに身体を震わせる。

「扇夕様、やはり四神のお告げの夢は、ただの夢とは思えません。四神が仰るように四神祭は中止にされた方が……」

「何を言っているのだ。これはきっと偶然だ。四神のお告げを聞けるのは帝だけなのだぞ。私が見たのはただの夢だ。大だい内だい裏りをあげての祭りの責任者になって、ずっとその責務の重さに悩なやんでいた。祭りが滞とどこおりなく行えるだろうかとな」

　扇夕はまるで自分に言い聞かせるように強い口調で話を続けた。

「おそらくその心配する心が、四神のお告げという恐れ多い夢を見る原因だ。お告げの通りの事故が起こったのは、ただの偶然だ」

　話を聞きながら、部屋をもう一度ゆっくりと見回した。

（ただの偶然にしては、符号があいすぎてるよな。でもまさか、夢のお告げ通りの事が二回も続けて起きるなんて信じられない。……あ！　そうか。もしかしたら犯人は扇夕様の夢を聞いて、わざとその通りに事件を起こしているんじゃないか？）

　ふと思いついて、じっくりとそれを考えてみる。

　柱には誰かが細工した跡あとらしきものがあった。舞装束は明らかに何者かが切り裂いている。

　扇夕が夢を見たのは、彼の言う通り四神祭の責任者としての重圧に耐たえかねての事だろう。

　そして、その夢を聞いてそれを実行に移した犯人がいるとすれば、夢の通りに二つの事件が起こったのも納得がいく。その犯人はおそらく、大学寮りようの改革に反対している者達だろう。

　考え込んでいると、扇夕がこちらに向き直った。

「白桜、幸い舞装束はまだ仮縫いの段階です。祭りまではまだ間がありますし、急いで布地を取り寄せて作り直させましょう。……それと、この件は口外しないで頂きたいのです。もしこんな事で四神祭が中止にでもなったら、私は神じん祇ぎ官かんの伯はくの職を辞する覚かく悟ごです」

　扇夕の覚悟が詰つまった一言だった。こちらとしても、四神が祭りを拒きよ否ひしているなんて噂うわさが広がるのはまずい。頷うなずくと、扇夕がほっとした顔になる。

　犯人は必ずいると思っているが、万が一自分が女なのに男だと噓をついているせいで、四神が怒おこって床や衣装を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたとしたら……。

　そう思うと、胸が押しつぶされそうになるくらい苦しくなった。
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「おい、聞いたか。四神が祭りを拒否してるって噂」

「ああ、扇夕様が夢でお告げを聞いたって話だろう。舞ぶ台たいの床が崩れたのも舞装束が破かれたのも、四神が怒っているせいだって話だぞ」

　講堂の隅すみから聞こえてくる囁ささやき声に、白桜は思わず眉根を寄せた。

　一緒に休きゆう憩けいしていた鵬玄が、鋭するどい視線を楽人達に向ける。

「おい！　何をくだらない事を話している！」

　すごみのある鵬玄の睨にらみと一いつ喝かつで、楽人達が慌あわてて口を閉じて、気まずい表情で講堂を出て行く。広い講堂で鵬玄と二人になった。

「厳重に口止めしたはずなのに、噂はすごい勢いで大内裏を回っているみたいだな」

　舞装束が破かれた日から三日たっていた。ため息をつくと、鵬玄が鼻を鳴らした。

「四神のお告げを聞けるのは帝だけなのに、どうして扇夕様の夢で四神がお告げをするんだ」

　扇夕の夢の話は口止めされていたが、鵬玄達四神の跡あと取とりにだけは事情を話していた。

　しかし鵬玄は、夢が現実になったなんて話をまったく信じてはいないようだ。

「でも、舞台の崩ほう落らくも舞装束が破かれたのも、扇夕様は事前に夢で四神から聞いておられた。一度なら偶然だけど、二度は違ちがうと思う」

　鵬玄が驚おどろいたように目を見張る。

「まさか、扇夕様の夢が現実になったと本気で信じているのか？」

「いや、思ったんだけど、扇夕様の夢を聞きつけた誰かがその通りに事件を起こしているんじゃないかな。そうでも考えないと、さすがに二回も続けて夢が現実になるなんてありえない」

　鵬玄が納得したように頷いた。

「それはありえるかもしれないな。……しかし驚いたぞ。お前まで噂を信じたのかと思った」

　あいまいに微笑ほほえんで目を伏ふせた。本当は、四神が女の自分が跡取りになりすまして奉ほう納のう舞まいを行う事に、嫌けん悪お感かんを抱いだいているのではないかという思いも消せないでいた。

「……白桜。どうかしたのか？」

　声をかけられて、慌てて顔を上げる。心配そうな顔をした鵬玄と目があった。

「もしかして、噂を気にしているのか？　だが今お前が言ったように扇夕様の夢を利用して祭りを妨ぼう害がいしようとしている者がいると俺も思うぞ」

　優やさしく言い聞かせるように、鵬玄が話を続けた。

「舞台には細工した跡があったんだろう？　舞まい装しよう束ぞくだって破った誰だれかがいるはずだ。犯人は必ずいる。おそらく大学寮の改革に反対する貴族達だ。今回の四神祭は改革について伺うかがいを立てる為の祭りだ。失敗すれば改革も大きく後退する。犯人の狙ねらいはそれだ」

「わかっているよ。わたしもそう思う。だけど……噓をついて周りを騙だまして跡取りを名乗っているわたしを、四神がお怒いかりになっているとしたら……」

　そのせいで祭りが失敗したらと思うと、苦しさのあまり唇くちびるを嚙かんだ。

「……白桜。お前の白銀の髪と紅の瞳ひとみは白虎一族の特とく徴ちようだ。その色に変化したのは、四神がお前を跡取りだと認めたからだ」

　鵬玄がそっと両りよう肩かたに手を置いた。顔を上げると、鵬玄の真剣な眼まな差ざしとぶつかる。

「お前は堂々としていればいいんだ。四神がお前を跡取りとして認めていないなら、最初に四神の像を触さわった時点で、髪と瞳の色が変わるはずがないんだから」

　鵬玄が軽く肩を揺ゆさぶってくれた。その刺し激げきで、悪い夢から覚めたかのように頭が冴さえ始める。力強い言葉は、不安で占しめられていた心に一筋の光をもたらした。

「そう……だよな。わたしの事を認めてくれたから、四神は髪と瞳の色を白虎家の特徴であるこの色に変えたんだ。だから、今いま更さらわたしを認めないなんて事があるはずないよな」

　跡取りとして、今までできる限りの努力をしてきたつもりだ。

　官かん吏りとして、国を思う気持ちだって誰にも負けない。いくら四神とはいえ、女だというだけで今まで白桜として生きてきた時間を否定してほしくなかった。

「ああ。その調子だ。くよくよするなよ。暗い顔は白虎家の白桜には似合わない。お前にはずっと笑っていてほしいんだ」

　鵬玄はいつも辛つらい時に励はげましてくれる。彼の言葉に今までどれだけ救われただろう。

「ありがとう。……すまない、何だか弱気になっていたよ。もっともっと頑がん張ばらないとな！」

　久しぶりに心から笑えた気がした。

「よかった。最近ずっと元気がなかったから心配していたんだ。……それと、一つ聞こうと思っていた事があるんだが、朱咒と何かあったのか？　あいつは最近、お前がいる時には練習に出てこない気がするんだが」

　内心びくりとした。崩くずれた舞台の調査をした夜に話をして以来、朱咒の顔を見ていない。

　どうやら避さけられているようで、やはり嫌きらわれたのかもという思いは強くなっていた。

　鵬玄がじっと目をのぞき込んでくる。

「朱咒に探さぐりを入れるといって、あいつと二人で舞台を調べに行ったあとぐらいから、朱咒が顔を見せなくなったように思うんだ。お前が元気がない原因の一つは朱咒のせいかとも思って心配していたんだ」

　どう答えようかと悩んだが、なるべく明るい声を出した。

「いや、特に何もないよ。朱咒はもう完かん璧ぺきに奉納舞を踊おどれるぐらいになっているから、練習に出てくるのが面めん倒どうなんじゃないかな」

　顔にも笑えみを浮うかべて、不安な心には気付かないでくれと願った。

（朱咒が叢雲に関かかわっているという証しよう拠こはまだないし、下手へたに仲なか違たがいしているなんて言うと、奉納舞に影えい響きようが出るかもしれない。しばらくは朱咒の様子を見ていた方がいい。鵬玄に心配かけるといけないし、この間の夜の事は黙だまっていよう）

「そうか。俺の勘かん違ちがいだったらいいんだが」

　どうやら納なつ得とくしてくれたようで、鵬玄が背中を軽くぽんぽんと叩たたいた。

「では、練習に励むか。四神が祭りを拒否しているなんて噂が吹ふき飛ぶくらい、見事な奉納舞をみんなに見せつけて祭りを成功させよう。お前の手助けは俺がいくらでもしてやる」

　鵬玄の笑顔に勇気づけられ、心に気合いを入れる。

「うん、頑張ろう！　青丞に特訓してもらってやっと少しは踊れるようになったんだ。もっともっとうまくなって、みんなをあっと驚かせよう」

　決意を口にすると、ふと鵬玄の表情が陰かげった気がした。

「……？　どうかしたのか、鵬玄」

　鵬玄がやや目を伏せて考え込むような仕草をした。

　何か言いたげだったので、しばらくそのまま待っていると、顔を上げてようやく口を開く。

「最近のお前を見ていて思ったが……。もしかして青丞が秘密を知っていると言ったのか？」

　思わず目を見開く。言葉を失っていると、鵬玄が小さく息をついた。

「やっぱりそうか。青丞は何と言っていた？」

　何と答えようかと迷った。

　以前、鵬玄には好きだと告白されている。

　青丞から愛していると言われたと鵬玄に伝えるのは、傷付ける事になるのではと思った。

　考え込んでいると、鵬玄がわずかに口元を緩ゆるめる。

「すまない。お前の口からは言いにくいだろう。あいつはずっと里桜姫ひめが好きだと言っていた。お前と里桜姫が同一人物だと知ったなら、あいつはお前の事を好きだと言ったんだろう？」

　黙っていると、鵬玄が頭をぽんっと軽く叩いた。

「泣きそうな顔だな。お前は何も気にする事はない。青丞がどう思っていようと、俺がお前を好きな気持ちに変わりはない。あいつには負けない、それだけだ」

　ふいに、抱だきしめられた。突とつ然ぜんの事で驚いて身じろいだが、逞たくましい腕うではびくともしない。

「ちょっ、ちょっと鵬玄！」

「少しだけでいい、こうしていてくれ」

　声は苦しそうな響ひびきを持っていた。鵬玄が辛そうに目を伏せて、腕の力を強くする。

「……俺と青丞、どちらを選ぶかはお前次し第だいだ。だが……」

　髪かみに顔を埋うずめて、鵬玄がいつもよりもずっと低くて優しい声で囁ささやいた。

「俺を選んでくれたら嬉うれしい。これからもずっと、お前の夢の為ために支え続けるから」

　その言葉に、心が震ふるえた。

　鵬玄はいつもそばにいてくれた。そしてさっきのように励まして支えてくれた。

　感謝しているし、彼の愛情を嬉しいとも思っている。

（鵬玄が大切だ。失いたくない。だけどそれって異性として好きって事なんだろうか……？）

　そう考えるとよくわからなかった。彼と一いつ緒しよにいるのは楽しいし、ずっとそばにいたいと思う。一番の親友は誰だと聞かれたら、もちろん鵬玄だと答えるだろう。

　彼が大切だからこそ、いい加減な気持ちで返事はできなかった。
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　皐月は襖ふすまの前に立ち、部屋に入るのを躊ちゆう躇ちよしていた。

「……凌箔、入るよ」

　ためらいがちに襖を開くと、凌箔が文ふ机づくえに向かっていた。

　書き物をしているようだったが、よく見ると筆を持った手は動いていない。

「凌箔。……凌箔！」

　すぐそばまで行って何度か呼ぶと、ようやく凌箔がこちらを向いた。

　いつもは自信に満ちた表情を浮かべているのに、今は顔色も悪く表情に乏とぼしかった。

「何の用だ？」

　声にも覇は気きがなかった。彼がこんな状態になったのは、青丞と里桜姫の結けつ婚こんの儀ぎが行われた日に、白桜の秘密をみんなの前で公表しようとした時からだ。

　すべて計画通り順調に進んでいたし、もう少しで秘密をぶちまけて白桜の泣き顔が見られるはずだった。それなのにあと一歩の所で、凌箔は突然黙り込んだ。

　捕つかまりそうになったので慌あわてて凌箔を連れて逃にげたが、彼はそれからずっとこの調子だ。

「……ねぇ。いったいどうしたの？　ずっと部屋に閉じこもっているし、元気はないし。あの結婚の儀の時に何かあったんでしょう？　教えてよ」

　文机の前に座って正面から詰つめ寄った。こんな凌箔の姿をこれ以上見たくなかった。

「僕達は兄さんの敵かたきを討うつ為に、龍宝帝を倒たおそうって約束しただろう。僕とあなたは運命共同体だ。何かあったなら話してほしいんだ」

　この国の最高権力者を敵に回すというのがどういう事か、よくわかっていた。

　もし捕まったら処しよ刑けいされるだろうが、覚かく悟ごの上で行動している。それなのに凌箔がいつまでもこんな状態では、彼に命を預けて龍宝帝に戦いを挑いどむなんてできるはずがなかった。

「叢雲の……敵か」

　凌箔の声には、なぜか自じ嘲ちようするような響きがあった。

　皮肉混じりの笑みを浮かべた彼に、思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「あの時……何があったの？」

「……お前は、知らなくていい」

「知らなくていいってどういう事？　このままじゃ龍宝帝を倒す事なんてできないよ。大学寮りようの改革は進んでいて、来年から平民達の入学を許すって勅ちよく旨しを下すって噂うわさだ。あの改革を潰つぶして、龍宝帝に吠ほえ面づらをかかせてやろうって約束したじゃないか」

　凌箔の肩を揺ゆさぶった。計画を考え実行する彼の才能はかなりのものだ。

　これから先、彼の力なしでは、龍宝帝を苦しめる事はできないだろう。

　凌箔がふいに顔を上げた。その目には久々に見る怒いかりの炎ほのおが宿っていた。

「わかっている。大学寮の改革は絶対に潰してやる。……あいつらに目に物見せてやる」

　ようやくいつもの調子を取り戻もどしてくれたようで、声にも力強さが感じられた。

　安心したものの、ふと今の言葉が引っかかった。

「あいつら……？　あいつらって誰だれと誰？　一人は龍宝帝だとして……ああ、白桜の事か」

　凌箔は返事しなかった。その代わり、手元にある紙を差し出す。

「皐月、新たな計画を立てた。詳しよう細さいはこの紙に書いてある。お前にはまた頑張ってもらわなければならない。危険は伴ともなうがやれるか？」

　大きく頷うなずいて紙を受け取った。凌箔がやる気を起こしてくれた事が何より嬉しかった。

「もちろん。兄さんの敵を討とう！」

　これは二人の合い言葉だ。こう言うと、凌箔はいつも大きく頷いてくれた。

　しかし今日の凌箔は違ちがった。わずかに目をそらして、唇くちびるを嚙かみしめたのだ。

「……ああ。叢雲の敵を討とう。もう二度と昔のあいつには会えないのだから」

　声には寂さびしさと強い怒りが込められていた。親友だった二人がともに歩く姿を、一度だけ見た事がある。凌箔は太陽のように明るい笑みを浮かべていた。今では絶対に見られない顔だ。

　新たな計画がまだ何かはわからないが、兄の敵を討ってもう一度凌箔にあの時のような明るい笑みを浮かべてほしい。そう思って大きく頷いた。









[image: 三章]




「朱咒は今日も来ていないのか……」

　白桜は舞ぶ台たいを見つめてため息をつく。奉ほう納のう舞まいまで、あと一ひと月つきを切っていた。

　青丞と鵬玄は用があって遅おくれて来るとさきほど連れん絡らくがあったので、ゆっくり舞台を使えるはずだった。本当なら朱咒と二人で踊る鈴すずの舞の練習をしたいが、彼の姿はない。

　朱咒に叢雲と関かかわりがあるのではと聞いたあと、彼は自分を避さけるようになった。

　奉納舞の練習にも、自分がいる時は顔を見せなくなり、練習が滞とどこおっていた。

「……困ったな。朱咒に一度会いにいってみようか」

　朱咒の様子を見ようと思っていたが、このままでは奉納舞に影えい響きようが出るだろう。それだけは避けたくて、あとで朱雀家に行ってみようと心に決めていると、ふいに背後から声がした。

「おや、白桜一人ですか？」

　振ふり向くと、入り口の扉とびらの辺りで扇夕が微笑ほほえんでいた。

「はい。青丞と鵬玄は少し遅れるそうです。……朱咒は今日は来ないかもしれません」

　やや俯うつむくと、扇夕が近づいて首を傾かしげた。

「どうかしましたか？」

「……いえ、何でもありません。何かご用事ですか？」

　気を抜ぬくと朱咒の事を考えて、すぐ暗い顔になる。そんな自分を叱しつ咤たして笑えみを浮うかべた。

「水みず菓が子しを頂いたのでお裾すそ分わけにきました。休きゆう憩けいされる時にでもどうぞ」

　扇夕が手に持っていた包みを差し出す。

「ありがとうございます！　青丞達が来たら一緒に頂きます」

　顔を綻ほころばせて包みを受け取ると、扇夕がふいに声をひそめた。

「……あれからは、何も起きてはいませんか？」

　あれから、というのは、舞まい装しよう束ぞくが破かれた時の事だろう。

　表情を引き締しめてそっと頷く。

「はい、今のところは。扇夕様はあれから夢をごらんになりましたか？」

「いいえ。あれからは大だい丈じよう夫ぶです。……実は最近夢を見るのが怖こわくて。寝ねなければ夢も見ないだろうと、あまり睡すい眠みんはとっていないんです」

　よく見ると、扇夕の顔色が優すぐれなかった。

「それでは身体からだを壊こわしますよ」

「ですが私の見る夢が二度も現実になってしまって。またあんな夢を見たらと思うと辛つらくて」

　扇夕が苦しげに眉根を寄せた。

「あれは……きっと偶ぐう然ぜんですよ。たまたま夢と同じ事が二回あっただけです。それに四神の夢を見られるのは帝みかどだけです。四神の一族とは関係ない扇夕様に、四神がお告げを下すはずがないじゃないですか」

　元気づけたつもりだが、扇夕の表情は晴れなかった。

「そう……ですね」

（ずいぶん落ち込んでるみたいだ。扇夕様の夢が現実になったのは、それを聞いた大学寮の改革に反対する何者かが、夢の通りに事件を起こしているからだと思うんだけど。でも……）

　ちらりと扇夕の顔を見上げる。

（たとえばだけど、夢を見たのが扇夕様の噓うそだったとしたら？　自分でその通りに事件を起こしている可能性だってないわけじゃないよな）

　それは最初に彼が夢を見たと言った時から、頭の隅すみにあった考えだ。

　もしそうなら、扇夕が四神祭の邪じや魔まをしている事になる。

　しかし、どうして扇夕が四神祭の邪魔をするのかという疑問に答えが出なかった。

（扇夕様は四神祭の責任者で、準備も精いっぱいやってくれているし、大学寮の改革に反対しているそぶりも理由もない。それにわたしが階段を踏ふみ外した時に助けてくれた。四神祭を中止させたいなら、わたしが怪け我がでもして奉納舞ができなくなる方が都合がいいはずなのに）

　扇夕が犯人だと考えてみたが、夢を見たと言ってその夢の通りに事件を起こしたとしても、彼に何の得があるのかがわからない。

　そんな面めん倒どうな事をしなくても、準備の責任者である彼ならば四神祭を中止させる為ためにもっと確実で簡単な方法を使えるはずだ。

　やはり扇夕は犯人ではないと、心の中で結論づけた。いろんな状じよう況きようを考えると、犯人は扇夕の夢を利用する大学寮の改革に反対する何者かの可能性が高い。

「扇夕様。安心してください。絶対に四神祭は成功させてみせます。邪魔する者がいたら、必ず捕とらえますので」

　力強く言葉を放つと、ようやく扇夕がほっとしたような表情を見せた。

「ええ。白桜がそう言うなら、きっと大丈夫ですね」

　微笑まれて、造作の綺き麗れいな顔につい見とれてしまった。

「白桜！」

　背後から声がかけられたので驚おどろいて振り向くと、鵬玄が扉を開けて入ってきた。

　息せき切っている様子に目を丸くする。

「どうしたんだ？　鵬玄」

　鵬玄が手招いたので、扇夕から少し離はなれた場所にいる彼のもとに移動した。

「……例の件で、兵ひよう部ぶ省しようからようやく許可が下りた」

　その一言で何の事かすぐに思い当たった。

　兵部省の管かん轄かつに罪人達の牢ろうがある。

　そこに行って、ある人物に会いたいとずっと願い出ていた。

　すぐに舞台の方にいる扇夕に顔を向けた。

「扇夕様、急用ができたので、これで失礼します。差し入れありがとうございました！」

　頭を下げて、鵬玄と一いつ緒しよに走り出した。
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　白桜は、兵部省が管轄する罪人達を投とう獄ごくする牢にやってきていた。

　牢は都の外れにあって、ここに来るまで馬に乗ってもかなりの時間がかかった。

　ようやく着いたとほっとして、牢のある建物を見上げる。

「……何だか圧あつ迫ぱく感かんがある建物だな」

　木造の門は開かれていた。門の向こうに見える建物は、古びていて黒い染しみが壁かべや柱を侵しん食しよくしている。一緒に来ていた鵬玄が腕うで組ぐみをして頷うなずいた。

「そこそこ年代物の建物だからな。白桜、本当に中に入る気か？　大雅は取り調べでは一言も喋しやべらないそうだぞ。お前が行ったって、何か話すとは思えないが」

　顔には心配だと書いてあった。

　大雅とは、先日行われた結けつ婚こんの儀ぎで凌箔に味方し謀む反ほんを企くわだてた男だった。右大臣の息子むすこで、大学寮りようを首席で卒業するほど賢かしこかったが、出世欲よくが強いのが仇あだになったようだ。

　他人を追い落としてでも出世したいという気持ちが行動に出ていて、里桜姫ひめ争そう奪だつ戦の時にも嫌いやがらせをされていた。

　結局その性格を憂うれえた父親に閑かん職しよくに移動させられたが、それを青丞のせいだと誤解して恨うらみ、凌箔に荷か担たんして謀反を起こした。今は捕つかまって、この牢に入れられている。

「でもようやく大雅に直接尋じん問もんしてもいいって兵部省の許可が下りたんだ。凌箔の手がかりを持っているのは今のところ大雅だけだし、何とか情報を聞き出さないと」

　もっと早く大雅の尋問をしたかったが、兵部省にまずは自分達の詮せん議ぎが終わってからだと言われ、仕方なく許可が下りるのを待っていた。

　凌箔は自分が女だという秘密を知っている。

　龍宝帝には凌箔を捕まえるのは祭りが終わってからでいいと言われていたが、秘密が漏もれる前に一刻も早く彼の居所を捜さがし出したくてここにやってきた。

　門に向かおうとすると、鵬玄が手で制した。

「大雅はお前に恨みを持っているから、何かするかもしれない。たとえ牢の中といえど、油断はできない。あいつの尋問は俺がするから、お前は外で待っていた方がいい」

「大丈夫だ、危険な事はよくわかっているけど、凌箔がわたしの秘密を漏らす前に早く見付けないと。もし秘密を暴ばく露ろされたら、白虎一族はただではすまない。みんな処しよ刑けいされたっておかしくないんだ。ここでじっと待ってはいられないよ」

　固い決意を口にすると、鵬玄がじっとこちらを見つめて、やがて息をついた。

「……仕方ないな。お前は言い出したら聞かないからな。では、必ず俺の後ろにいろよ」

　鵬玄が門の前にいるいかつい番人に近寄った。

　牢ろう獄ごくの中に入るなんて初めてだ。恐おそろしい気持ちはもちろんある。

　しかしその気持ちを首を振って追い払はらった。

（怖いなんて言ってられないぞ。もし秘密が公おおやけになったら、関係のない父上や姉様まで罰ばつを受ける事になる。絶対に大雅から凌箔の居所を聞き出さなくては！）

　番人に話をつけたらしき鵬玄に手招かれて、覚かく悟ごを決めて門を潜くぐった。







　牢獄の中は薄うす暗ぐらかった。

　歩くときしきしなる床ゆかを踏みしめて、白桜は一歩一歩前に進んでいく。

　廊ろう下かの両側には木造の扉とびらが並んでいて、時々その中からうめき声が聞こえてくる。まるで獣けものの咆ほう哮こうのようで、内心ではびくっとしながらも、顔には出さないように気を強く持った。

　先を歩く番人が、一番奥の扉の前で止まった。

　鵬玄と一緒に足を止めると、番人がこちらに向き直る。

「この牢です」

　番人が腰こしに下げている鍵かぎを、扉にある錠じように差し込んだ。ガチャリと音がして、錠が開く。

「どうぞ」

　促うながされて、まずは鵬玄が牢に足を踏み入れた。その後ろからついていき、扉を潜る。

　中は床ゆか張ばりの狭せまい部屋だった。部屋の隅に布ふ団とんが畳たたんであるだけで、他ほかには何もない。

　その部屋の真ん中で、大雅が正座していた。

　驚いたのは、大雅の風ふう貌ぼうだ。罪人が着る浅黄色の着物をまとい、無ぶ精しようひげが伸のびていて、髪かみは乱れている。顔色は悪く、わずかに開けた瞳ひとみはぼんやりとしていた。

　大だい内だい裏りにいた時はいつも自信満々の表情を浮うかべていたのに、まるで別人のようだ。

　大雅はこちらを一いち瞥べつしたが、何も言わなかった。また目を閉じて、じっとしている。

「この調子で何も喋らないのです。尋問しても時間の無む駄だではないかと」

　番人はため息混じりだった。鵬玄が彼に向きあう。

「様子はわかった。しばらく席を外しておいてもらえるか？」

「はい。では牢の外におりますので、何かあったら声をかけてください」

　番人が出て行って扉を閉めた。鵬玄がそれを見届けて、大雅の前に膝ひざをつく。

「久しぶりだな、大雅。単刀直入に言うが、凌箔についての情報を話せ。知っている事を全部だ。もうすぐお前の処しよ罰ばつが下される。今のままだと処刑は免まぬかれないが、凌箔の情報を話すなら、俺が主上に減げん刑けいを願い出てやる」

　魅み力りよく的な交こう換かん条件のはずだった。処刑されて死ぬよりも、知っている事を話して助かる方がいいはずだ。それなのに、大雅は目を開けなかった。

「大雅。お父上はお前の罪は自分の罪でもあると謹きん慎しんされている。それでもお前の命だけは助けてほしいと、主上に嘆たん願がん書を出された。お父上の為にも、協力しろ」

　鵬玄が父である光みつ永ながの話をしても、大雅の表情に変わりはなかった。

（まったく喋らないな。おそらく今までもこうして尋問されてきたはずだ。それで何も話さないんだから、きっと交換条件を出すようなやり方ではだめなんだ。……よし！）

「大雅、喋りたくないなら、喋らなくていいよ」

　できるだけ偉えらそうな声を出して胸を張った。顔には余よ裕ゆうの笑えみを浮かべて。

　大雅の表情はやはり変わらなかったが、膝に置いた指がぴくりと動く。

　それを見み逃のがさずに、ふんっと鼻で笑った。

「あなたの情報なんて本当はいらないんだ。凌箔の居所は、他に捕まえた彼の手下からある程度引き出せてるし」

　真っ赤な噓うそだった。捕まえた他の者達はみんな金で雇やとわれていて、誰だれ一人ひとりとして凌箔と会った事すらないようだ。しかし、さも本当の事のように自信ありげな声こわ色いろを使った。

「でも光永様があなたを助けてほしいって言うから、凌箔の居所を話したら命だけは助けるって建前で尋問しているんだよ。……情けない奴やつ。いつまでたっても父親の世話になって。自分のした事の後始末もできないんだな」

　大雅の眉まゆ根ねがぐっと寄せられた。膝に置いた手が拳こぶしを握にぎり締しめている。

　自尊心が強い大雅は、馬ば鹿かにされる事が何より嫌きらいなはずだ。

「捕まるようなまぬけなんだから、謀反なんて起こさなければいいのに。あなたはしょせん、その程度の能力しかないんだ」

「何だとっ！」

　大雅が目を剝むいて立ち上がった。

　興奮したように摑つかみかかろうとしたのを、鵬玄が止めてくれる。

「出世したいといつも言っていたけど、結局あなたはそんな能力なんてないと言ったんだよ。情報なんていらない。さっさと処刑されればいいんだ！」

　にやっとすると、頭に血が上った様子の大雅が鵬玄の腕うでの中で暴れた。

「あいつらが何を言ったのか知らないが、その情報は噓だな。凌箔とあいつらは会った事もないんだ。あいつらを雇ったのは俺で、凌箔と会って連れん絡らくをとっていたのは俺一人だからな！」

「それがそうでもないんだ。凌箔はあなたを信しん頼らいしてなくて、あいつらの中の一人とこっそり連絡をとっていたんだ。そいつは、凌箔からあなたが興奮すると何をするかわからなくなるから、よく見張っておけと命じられたらしい」

「馬鹿な事を言うな！　凌箔はそんな事は一言も言っていなかったっ」

「でも、そいつは凌箔が隠かくれている〝桂かつら川がわ近くの寺〟によく呼び出されたと言っていたよ」

　桂川とは、都の西に流れる川の事だ。大雅の表情が、一気に勝ち誇ほこったものになった。

「やっぱりそれは噓だな。凌箔はいつも北ほつ方ぽう山ざんの山さん荘そうにいるんだ。寺になんて……」

　そこまで口にして、大雅が目を見開いた。そして慌あわてたように自分の口を塞ふさぐ。

　北方山とは都の北に位置する山で、貴族達が暑い夏に涼りようを求めて遊びに行く所だった。

　山の麓ふもとには山荘がいくつもあるらしいというのは、聞いた事がある。

　鵬玄に目配せして、姿勢を正した。

「情報をありがとうございました。北方山の山荘ですね」

　今まで何度か関かかわってきたから、彼の性格はわかっていた。

　大雅は自尊心が強くて、誇り高い。そして感情を抑おさえられない所がある。

　だからわざと彼を馬鹿にした態度をとった。彼の口を開かせる事が目的だ。

　憎にくまれ役は、自分が適任だと思っていた。

　彼に恨うらまれているのは知っている。里桜姫ひめ争そう奪だつ戦の時に青丞に殴なぐられたのも、閑かん職しよくに追いやられたのも、白桜のせいだというような事を漏もらしていたのを聞いた事があった。

　彼の性格からいって、挑ちよう発はつすれば何か話す可能性は高かった。

　大雅はぶるぶると震ふるえていた。悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんでいる。

「今の情報は、あなたが進んで話したと主上に進言します。わたしからも減刑してもらえるように願い出ますので」

　大雅がまなじりを決した。

「ふざけるな！　情けでもかけたつもりか。そんな事をされて、俺がありがとうとでも言うと思うのか！」

　烈れつ火かのごとく怒いかりを顕あらわにして、大雅が憎しみのこもった目で睨にらみつけてくる。

　鵬玄が押さえつけていなければ、きっと今いま頃ごろ殴られていただろう。

「情けをかけたつもりではありません。ただ、あなたのお父上……光永様が屋や敷しきで謹慎しておられるのは本当です。主上にあなたの命を助けてほしいと嘆願書を出されているのも。光永様の為ためにも、あなたには生きてほしい」

　なるべく冷静な声を心がけて微笑ほほえんだ。これは本心から出た言葉だ。

「それに、あなたは優ゆう秀しゆうな人だ。わたしなんかよりずっと。その才能を腐くさらせるのは惜おしい」

「馬鹿にしているのか。俺は謀む反ほんを起こそうとして失敗したんだぞ。そんな俺のどこが優秀だ！」

　顔を怒りで赤く染めている大雅にそっと首を振ふった。

「いいえ。馬鹿にしてなんていません。本心です。だってあなたは大学寮りようを首席で卒業できる頭脳と、男として恵めぐまれた体格を持っている。わたしが欲しいと思うものをすべて持っているんです」

　今まで男として都で生活してきた事を思い出して、唇を嚙んだ。

「……わたしは大学寮の勉強はついていくのがやっとだったし、身体からだは細くて小さいし。今までも何度か敵と戦う事があったけど、みんなの足手まといになるばかりで」

　仲間達は庇かばってくれるが、そのせいで怪け我がをしたりする事もあった。その傷を見るたびに、なぜ自分はこんなにも無力なのか、どうして本当に男ではないのかと口くち惜おしく思う。

　体力も腕わん力りよくもどんなに頑がん張ばって鍛きたえたって、男には敵かなわない。

　どんなに男のふりをしても、本当の男にはなれないのだと、戦うたびに思い知らされた。

「あなたは男としてとても魅力的だ。だからうらやましくもあるし、今のあなたを見て腹立たしくも感じます」

　つい言葉がきつくなった。

　大雅はそんな事を言われるとは思ってもいなかったようで、目を見開いている。

「あなたは間ま違ちがった道を選んでしまったけれど、やり直す事ができる高い能力を持っている。その能力を今度は違ちがう事の為に使ったらどうでしょうか」

　鵬玄が手を放すと、大雅ががっくりと床ゆかに膝をついた。

　項うな垂だれている彼の肩かたが震えている。

「今いま更さら、やり直すなんてできるはずがないだろう」

「できます。それだけの能力と目標をやり遂とげるだけの強い意志を、あなたは持っている」

　断言したのはわざとだ。大雅が顔を上げた。そこには、戸と惑まどうような瞳ひとみがあった。

「できる……？　俺がか。まさか……」

　膝をついて、大雅と目線をあわせた。

「いいえ、生きていればできます。口を噤つぐんだまま死のうなんて自じ暴ぼう自じ棄きな考えはあなたらしくない」

　大雅が息を吞のんだ。どうやら図星だったらしい。

「あなたはいつも強気で、人を陥おとしいれる事も厭いとわないくらい出世したいと願っていた。逆にいえば、目標を達成しようという意志が強いという事です。その意志の強さを今度は違う事に使ってください。あなたとあなたのお父上の為に」

　肩に手を置くと、大雅が考え込むように視線を落とした。

「あなたが生きると決めてくれたら、わたしは全力でお手伝いします。まだしばらくはここから出られないと思いますので、ゆっくり考えてみてください」

　言いたい事は言った。これからどうするか決めるのは大雅だ。

　鵬玄に目をやって頷うなずき、立ち上がる。

「では、わたし達はこれで」

　背を向けて扉とびらに向かう。頭を抱かかえて項垂れている大雅は無言だった。

　扉を閉めて、番人が鍵かぎをかけるのを見届けると、鵬玄がこちらに目を向けた。

「よく話を聞き出したな。……それにしても山荘か。北方山は貴族の別べつ邸ていが多い場所だ。山荘もかなりの数がある。調べるのはなかなか骨が折れるな」

「だけどまったく情報がない今の状じよう況きようよりはましだ。北方山にある山荘をしらみつぶしに捜さがせば、凌箔を捕つかまえられるかもしれない」

「だが、時間がかかるぞ。調べている事に気付かれて、凌箔に逃にげられてはまずい。……俺に尋じん問もんを任せてくれれば、多少手て荒あらだがもっと強ごう引いんに話を聞き出せたのに」

「それはわかっているけど、でもできたらそうはしたくなかった。甘いかもしれないけど、大雅にはもう一度やり直してほしいんだ」

　今まで何度も嫌いやな目にあわされていたが、彼が処しよ刑けいされればいいとはどうしても思えない。

「仕方ない奴だな。まあ、お前らしいが。しかし凌箔に気付かれてはまずいから、あまりおおっぴらには捜そう索さくはできないな。何とかもう少し絞しぼれればいいんだが」

　頷いて考え込んでいると、ふいに背後の扉からコンと音がした。

　振り向いて首を傾かしげる。どうやら大雅が中から叩たたいているようだ。

「……幸こう庵あん荘そうだ」

　くぐもった声が扉の向こうから聞こえた。

「え？」

「幸庵荘と呼ばれている山荘に、凌箔はいる」

　小声だったが、確かに大雅の声だった。扉に近寄って、手を当てる。

「本当ですか？」

「信じる信じないはお前次し第だいだ。もしかしたら、罠わなが仕し掛かけてあるかもしれないぞ」

　声には以前のような力強さが感じられた。

「……なるほど。憎まれ口を叩けるぐらいには元気が出てきたみたいですね。もちろん信じますよ。ありがとうございました！」

　扉に向かって深々と頭を下げた。

　大雅が生きる力を取り戻もどしてくれた事が何より嬉うれしかった。

　鵬玄を促うながして、牢ろうを出る。今度こそ、凌箔を捕まえてみせると心に決めて。
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「幸庵荘という山荘はここだ」

　鵬玄は、地図の北にある一角を指さした。

　玄武家の屋敷には、凌箔を捕まえる策を練る為に、白桜と青丞が来ていた。

　鵬玄は二人の顔に交こう互ごに目を向けて、話を続けた。

「大雅から得た情報をもとに、まずは俺の配下に幸庵荘の場所と様子を探さぐらせた。幸庵荘には、数人の男達が出入りしているらしい。みんな体格が良く武器を持っていて、どうもぶっそうなやかららしいと近所で噂うわさになっているようだ」

　地図を囲んでいた白桜が、小さく頷く。

「できたらあまり大おお騒さわぎになるような事はしたくないな。こちらは何人ぐらいで乗りこむ？」

「俺の配下で手て練だれを二十人ほど選んだ。それと、俺と白桜と青丞だ」

　目をやると、白桜の隣となりにいた青丞が腕うで組ぐみをする。

「十分だと思うが、朱咒はどうした？」

　白桜の顔がさっと曇くもった。

「……連れん絡らくがつかなくて」

　声もやや暗かった。心配で思わず白桜の肩に手を伸のばそうとした。

　だがそれより早く、青丞が白桜の背中にそっと手を触ふれる。

「何かあったのか？」

　問いかける青丞の目が優やさしかった。その目つきがどうも癇かんに障さわって眉まゆ根ねを寄せる。

「特に何もないよ」

　笑えみを浮うかべているが、目はやや伏ふせられていて、いつもの明るさがない。

　その表情からも、朱咒との間で何かあったと察しがついた。

「本当か？」

　同じ事を思ったのか、青丞の眼まな差ざしが心配そうな色を帯びる。

　顔にはどうにか出さなかったが、その眼差しが気に入らない。

　青丞は白桜が女だという秘密を知ったが、それを打ち明けず、今まで通り友として接すると言った。自分も白桜の夢の邪じや魔まをしない為ために、これ以上好きだとは言わないと約束した。

　お互たがいそれを交こう換かん条件として抜ぬけ駆がけはしないと決めたはずなのに、青丞はそれを破って秘密を知っている事を話したようなのだ。

　二人の様子がどうもおかしな感じがしたので、白桜に聞くとそれを認めた。

　奉ほう納のう舞まいや大だい内だい裏りでの白桜の立場もあるので、何とか我が慢まんしてこの苛いら立だちを表に出さないようにしている。しかし、目の前で青丞が愛いとしい女性を見る眼差しを白桜に向けている姿を見ると、怒いかりで我を忘れそうになった。

　腹立たしい気持ちを何とか表に出すのをとどめて、手に持っていた筆を力任せに握にぎる。




　バキッ！




「ほ、鵬玄、どうしたんだ。筆が折れたよ」

　白桜の慌あわてた声にはっとした。右手を見ると、それなりに太い筆が真っ二つになっている。

「……いや、何でもない。幸庵荘に乗りこむ準備は昼には調ととのう。準備でき次第出発するぞ」

　白桜と青丞が目を瞬またたかせつつも頷いた。

　今はこの怒りは何とか静めなければならない。

　白桜の夢の為にも、奉納舞を成功させてやりたい。だから四神の跡あと取とり同士で諍いさかいを起こすわけにはいかなかった。だが、我慢もそろそろ限界にきている。

　どこまで耐たえられるかは、もう時間の問題だった。
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「そのまま動くな！」

　白桜は、鵬玄が蹴け破やぶった扉を潜くぐって山さん荘そうに入り、鋭するどく叫さけんだ。

　背後には大内裏から連れて来た武官達が控ひかえている。

　大雅からの情報をもとに幸庵荘という山荘を見付け、鵬玄と青丞に協力してもらって、一いつ緒しよに乗りこんだ。

　山荘の入り口から入ってすぐは、広い土間になっていた。その土間に、数人の男達がいる。

　彼らは眼光も鋭く武装していた。どう見ても普ふ通つうの庶しよ民みんには見えなかった。

「動くなと言っただろう！」

　鵬玄の一いつ喝かつで、奥の部屋へ駆かけ込もうとした男が足を止めた。

「龍宝帝の御ご命令で、この山荘を検あらためる。逆らう者は捕とらえる。大人しくしていろ！」

　鵬玄の迫はく力りよくある声に、男達はいっせいに動きを止めた。

　土間に入って奥にある戸へ足を進めると、青丞が先回りをした。

「下がっていろ」

　青丞が戸に手をかけて、がらりと開けた。戸の向こうは広い畳たたみの間だった。

　奥にある襖ふすまへ吸い込まれるようにして入っていく人ひと影かげが、ちらっとだけ見える。

「皐月！」

　小こ柄がらでうねるような髪かみをした男は、間ま違ちがいなく皐月だった。

　追いかけようとすると、背後から低い声がした。

「行かせるか！」

　振ふり向くと、武装した男が太刀たちを振り上げている。

　青丞がすぐさま目の前に移動して、男に向かって太刀を構えてすごんだ。

「お前の相手は俺だ！……皐月を追え、白桜！」

　一いつ瞬しゆんどうしようか迷ったが、ここにいても青丞の足手まといになるだろうと判断した。

「すみません！　あとはお願いします」

　皐月を追って襖まで走ると、その先は廊ろう下かになっていた。

　廊下は庭に面していて、目の前には庭園が広がっている。

　右手にある綺き麗れいに剪せん定ていされた植木の合間に、皐月の着物が見えた。

「待て！」

　全速力で走って追いかけた。裏口の木戸が見えた辺りで、何とか彼に追いつく。

　思いっきり地を蹴けって、背後から彼に飛びついた。

「うわっ！」

　首に腕うでを回してしがみつくと、小柄な皐月は前のめりに倒たおれ込んだ。

　二人で地面に転がったが、すぐに体勢を整えて立ち上がる。

　まだ地面にうずくまっている皐月に向かって、太刀を抜いて突つきつけた。

「逃にげても無む駄だだ！　外にも役人を配置している。抵てい抗こうしないでくれ。怪け我がはさせたくない」

　皐月が膝ひざをついたまま、睨にらみつけてきた。

「凌箔はどこだ！」

　皐月が荒あらく息をしながらも、ふんっと鼻を鳴らした。

「……ここにはいないよ」

「噓うそをつくな。ここは皐月達の隠かくれ家がだろう」

「どうしてそれを……ああ、そうか。大雅から聞いたんだな。あいつ、もし捕つかまっても絶対にここの事は話さないって言ってたのに……さっさとここを引き払はらって正解だったな」

　皐月がにやっとした。

「引き払った？　じゃあここには本当に凌箔はいないのか？」

「さっきもそう言っただろう。僕はたまたま置き忘れた荷物を取りにきただけだ。……まったく、どうして今日に限ってお前が現れるんだ」

　吐はき捨てるようないい方だった。

「皐月、話がしたいんだ。逃げないと約束してくれたら手て荒あらな事はしない。この太刀も鞘さやに収める。脅おどすような事はしたくないんだ」

「話？　僕達を捕まえにきたくせによくもそんな事を言うな。この噓つきが」

「本当だ！……わたしの言う事をよく聞いてくれ。君は叢雲の復ふく讐しゆうをしたいと言うけど、それよりも真実を突き止めて叢雲の名めい誉よを回復させた方がいいとわたしは思う。今のままだと、君のお兄さんは罪を背負って自害した罪人のままなんだよ」

　皐月の目が揺ゆらめいたのを見み逃のがさなかった。

　叢雲は、六年前に汚お職しよくの罪に問われて自害したという。

　しかしそれは真実ではなく、叢雲はある貴族がおかした罪を着せられて、無念のうちに自害したらしいのだ。

　皐月と凌箔は、罪を着せるよう指示したのは龍宝帝だと言い、帝みかど自身もそうだと認めた。

　しかし、龍宝帝が理由もなしに無実の人間に罪を着せるとは思えなかった。

　皐月が静かになったのを見て、太刀を鞘に収める。

「刃やいばを向けてすまなかった。……話を聞いてくれ。もし、本当に主上が無実の叢雲に罪を着せたというなら、わたしは断固抗こう議ぎする。必ず主上に謝罪してもらう。だから教えてほしい。叢雲はどんな人物だったんだ？　六年前の事件とはいったいどんなものだったんだ？」

　大内裏で叢雲を知っている者はいないかと捜そう査さしたが、結局見付けられなかった。

　六年前に起こった事件というのも、詳くわしい経緯いきさつすら摑つかめていない。

　状じよう況きようがまったくわからない今のままでは、真実は見み極きわめられない。

　こうなったら確実に事件を知っている者を見付けて話を聞くしかないと思った。

　龍宝帝が決して口を開かない以上、皐月と凌箔に話を聞くのが一番だ。

　皐月が考え込むように俯うつむいた。その表情には戸と惑まどいの色が表れている。

「皐月、わたしは噓はつかない。もし皐月達が捕まって謀む反ほんを起こした罪で処しよ罰ばつされたら、君のお兄さんだって悲しむと思う。だから教えてくれ、叢雲はどんな人だったんだ？」

　じっと見つめると、皐月が眉まゆ根ねを寄せたまま一度目を瞑つぶった。

「……兄さんは、優やさしい人だった」

　皐月が目を開けた。少しだけ潤うるんでいるのは、泣きたいのを我慢しているからだろう。

「すごくすごく優しい人だった。僕は父と屋や敷しきで下働きしていた母との間にできた子で、小さい時は町中で育ったんだ。五歳の時に母が病気で死んじゃって、父の屋敷に引き取られた。でも屋敷にいた兄弟達は僕を弟だと認めてくれなかったみたいで、すごくいじめられた」

　潤んだ瞳ひとみから一筋の涙なみだが流れた。その涙に、胸が締め付けられそうになる。

「父は僕を引き取ったせいで、妻……僕からしたら一応義母になるんだけど、その義母に責められて、腹いせによく僕を叩たたいた。兄弟達にはご飯を取り上げられたりしたし。でもそのたびに叢雲兄さんが父を諫いさめてくれたり、兄弟達を叱しかってにぎりめしをわけてくれたんだ」

　小さな嗚お咽えつを漏もらしながら、皐月が唇くちびるを嚙かんだ。

「広くて綺麗だけど、冷たい人しかいない屋敷で兄さんだけが唯ゆい一いつ僕の味方をしてくれた。僕のせいで、いつも父は義母と喧けん嘩かをしていたよ。僕が邪じや魔まだって、義母は父を責めてた。父は思い詰つめて、酒に逃げるようになって、そしてあの恐おそろしい事件が起きた」

　暗い声と鋭い眼光を放ちながら、皐月が拳こぶしを握にぎり締しめた。

「あの事件って……？」

　恐ろしいという言葉に、震ふるえが走った。皐月の様子からするとただ事ではない気がする。

　皐月が大きく息を吸い込んで、こちらに顔を向けた。

「……父が突とつ然ぜん、僕に太刀を向けたんだ。死んでくれって言って。義母はすごく偉えらい人の娘むすめだから逆らえないんだって言って。まさか血をわけた父親にそんな事を言われるなんて思ってなくて、僕は呆ぼう然ぜんとしていたよ。そうしたら、父は僕に斬きりかかってきた」

　喉のどの奥でひゅっと息を吞のんだ。

　淡たん々たんと話してはいるが、どれだけ辛つらい思いをしたかは、表情から伝わってきた。

「太刀が振り下ろされた時に、ああ、死ぬんだって思ったよ。変だよね、あんな状況でそんな事を冷静に思うなんて。……でもずっといじめられていたし、これで楽になれるのかなってぼんやり思ったんだ。でもその時、叢雲兄さんが僕を庇かばって父の前に立ちはだかった」

　皐月はその時の事を思い出したのか、ぶるっと身み震ぶるいした。

「父は太刀を止められなくて、叢雲兄さんを斬りつけた。胸からいっぱい血が出て、医者は助からないって言った。僕は三日間ずっと枕まくら元もとで泣いてて、そして四日目の朝、兄さんが目を覚ましたんだ。泣いている僕を見て、お前が無事で良かったって言った」

　わずかに皐月が口元を緩ゆるめた。辛い子ども時代を過ごした彼にとって、叢雲がどんなに大切な存在かがよくわかる笑えみだった。

「兄さんは僕の頭を撫なでて、〝泣くな〟って言ったよ。〝お前の事は必ず守ってやる〟って。死にかけたのに、まず自分より僕を心配する、そんな優しくて強い人だったんだ。兄さんは」

　叢雲には会った事がない。だが都に来たばかりで周りになじめず戸惑っていた凌箔の親友になり、弟を命がけで守った彼がどれほど素す晴ばらしい人物なのかがわかった。

　叢雲が大好きだからこそ、彼らは謀反人の烙らく印いんを押されようとも復讐を誓ちかったのだろう。

「奇き跡せき的に兄さんは命を取り留めて、父と義母に二度と僕に手を出すなって言ってくれた。もし僕に何かしたら、胸の傷は父にやられたものだと訴うつたえ出るって。そうしたらさすがに父もただではすまないだろうって。そのおかげで、それからは僕は何もされずにすんだ」

　ふいに、皐月の目に決意の光が差した。

「あの時死ぬ運命だった僕を救ってくれたのは兄さんだ。今生きているのは兄さんのおかげだ。だから僕は決めたんだ。兄さんの復讐に命をかけようって」

　表情は覚かく悟ごと誇ほこりに満ちていた。その迫はく力りよくに圧あつ倒とうされながらも、彼の目をじっと見つめる。

「確かに、皐月の気持ちもわかるよ。叢雲は皐月にとってすごく大切な存在だったんだろうし、命の恩人でもあるんだから。でも……わたしは違ちがうと思う」

　なるべく落ち着いた声を出した。眉根を寄せた皐月に、できるだけ静かに語りかける。

「叢雲が君を救ったのは君を助けたかったからだよ。命がけで救った君が、復讐の為ために命をかけるのを叢雲は喜ばないと思う。さっきも言ったけど、真実を突き止めて叢雲の名誉を回復させる方が、君が復讐で命をかけるよりもずっと喜ぶと思うよ」

　膝ひざをついて肩かたに手を置き、視線を強くした。この思いを皐月にわかってほしかった。

「六年前に何があったのか教えてほしい。その事件のせいで叢雲が陥おとしいれられたというなら、必ず事件の真実を摑んで公表し、叢雲の名誉を回復させるから。……わたしは皐月の事も心配なんだ。復讐に取り憑つかれて、自分を見失ってはだめだ」

　心からの思いだった。皐月は敵だが、龍りゆう陽ひ寮りように潜せん入にゆうした時、親切にしてくれた。

　自分に近づく為に優しくしたのだろうが、それでも龍陽寮で初めてできた友達だった。

　彼が捕まって処しよ刑けいされるところは見たくない。

　皐月がしばらく悩なやむように視線を動かしたが、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「……六年前、兄さんは官かん吏りになった」

　小さな声で聞き取りづらかった。必死で耳を澄すますと、皐月が話を続けた。

「よくわからないけど、とても重要な仕事を任せられたって言ってた。本当は内ない緒しよにしないといけないけど、僕にだけは教えるって。悪い奴やつを退治する大切な仕事なんだって。僕はその時、まだ十歳くらいだったから、そんな仕事をする兄さんをすごいって思った」

　皐月がやや顔を上げた。その顔は青白く、目は涙で潤んでいた。

「それから兄さんにはしばらく会えなかった。自分がいない間、僕がまたひどい目にあうといけないからって、兄さんは僕に身の回りの世話と護衛をする従者をつけてくれた。その従者から兄さんは仕事が忙いそがしくて帰れないんだって聞いた」

「叢雲は大だい内だい裏りのどこで仕事をしていたんだ？」

　役職がわかれば、当時の叢雲の事を知っている者を捜さがし出しやすい。

　問いかけたが、皐月は首を振ふった。

「わからない。詳しい事は僕も教えてもらえなかった。だけど、帝に関かかわりのあるとてもやりがいがある仕事だって兄さんは言ってた」

　叢雲はその名の通り、雲のような人物だと思った。

　見えているのに手が届かず、実体が摑めない。

「じゃあ、六年前に起こった事件って？」

　皐月が悔くやしそうに唇を嚙んだ。

「ある日突然役人が屋敷にきて、兄さんが横領して自害したって言ったんだ。父や兄弟達も関わっているかもしれないから、全員取り調べするって。僕も連れて行かれようとしたけど、凌箔が来て、こんな子どもが何かするわけないだろうって助けてくれたんだ」

　凌箔は当時、白虎家の跡あと取とり候補だった。地位の高い彼に役人達も怯ひるんだに違いない。

　皐月の目に怒いかりの炎ほのおが宿った。

「僕はまだ子どもで、兄さんが自害したって聞いても、あんまり現実味がなかった。たぶん、信じたくなかったんだと思う。凌箔の知り合いの屋敷で寝ね泊とまりさせてもらってて、そこで凌箔に聞いたんだ。兄さんに罪を着せた奴がいるって。そのせいで兄さんは自害したって」

「それが六年前の事件だよね。その事件の詳しい内容を聞きたいんだ。叢雲に罪を着せた奴って、いったいどんな人物なんだ？」

「……そいつは龍宝帝の身内だよ。だから帝みかどはそいつと一いつ緒しよになって、兄さんに罪を着せたんだ。そいつは大内裏の金を使い込み、武官を使って平民達をいたぶった。面おも白しろ半分に人の命をもてあそんだんだ。そして貴族達から賄わい賂ろをもらってやりたい放題だった」

　とても信じられない話だった。自分が知っている龍宝帝は、公平な人物だ。

　身内とはいえ、そんな横暴な者を庇うとは思えなかった。

（それが本当だとしたら、きっとそうせざるをえない理由があったはずだ。でも、どんな理由があったにしろ、無実の叢雲に身内の罪を着せるなんて……。もし本当だったらたとえ主上でも許せない……！）

「……わかった。では、その罪を着せた者の事を調べよう。そいつの罪が暴あばければ、叢雲の名めい誉よを回復できるはずだ」

　皐月が笑った。嘲ちよう笑しようするような笑みだった。

「無む駄だだよ。そいつは今、大内裏でかなりの地位についているんだ。龍宝帝もそいつを庇っているから、罪を暴くのは不可能に近い。だから僕達は龍宝帝とこの国に復ふく讐しゆうしてやるって決めたんだ。あんな奴を庇う龍宝帝もこの国も、なくなってしまえばいい！」

　恨うらみの深さが伝わってくるような声だった。

「皐月、さっきも言ったけど、復讐したって叢雲が着せられた罪を消す事はできない。六年前の事件の真実と本当の犯人を暴いて、叢雲が清せい廉れん潔けつ白ぱくな人だったって証明しよう。その手伝いはいくらでもするから。だから教えてくれ。叢雲に罪を着せたって奴の名前は？」

「それは……」

「白桜様！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

　声がして振り向くと、武官が太刀たちを手に立っていた。

　すぐに皐月と一緒に立ち上がり、彼を庇うように武官と向きあう。

「大丈夫だ。ここはいいから、鵬玄達を手伝ってくれ」

「いいえ、あなたをお守りするように、青丞様に申し付かっております。……その男は私が連行します」

「いや、ちょっと待って……」

　大内裏に連れて行かれたら、彼は罪人として取り調べられるだろう。

　できたらそうはしたくなかった。

「……助けるふりをして、やっぱり僕を捕つかまえるつもりなんだな」

　ぼそっとした声に、慌あわてて振り向いた。皐月の怒りと憎にくしみがこもった目がこちらを射い貫ぬく。

「兄さんの名誉を回復するなんて言って、結局手て柄がらを立てたいだけなんだろう？　うっかり騙だまされるところだった。お前は噓うそつきだから信用しちゃいけないのに」

　皐月に両手でどんっと押された。

　油断していたので、そのまま尻しり餅もちをつく。皐月はすぐさま背を向けて走り出した。

「待って、皐月！」

　声には反応せず、皐月は植え込みを飛びこえて、その向こうにある裏口から出て行った。

　追いかけようとした武官の着物を慌てて摑つかむ。

「何をなさるのですか！」

「彼はわたしが追いかける。あなたは建物の中の捜そう索さくを頼たのむ！」

　強い口調で言い渡わたし、すぐに立ち上がって裏口に向かった。

　裏口の戸を潜くぐって辺りを見回したが、左右にのびた通りには、皐月の姿はなかった。
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　兵ひよう部ぶ省しようから出てきた青丞は、小さく息をついた。

　昼に凌箔の隠かくれ家がに突とつ入にゆうし、そこにいた者達を捕とらえて大内裏に戻もどって来た。

　捕まえた男達を兵部省の牢ろうに入れてやっと落ち着いた頃ころには、もう日が暮れかけていた。

「青丞、成果はあったか？」

　声をかけられて振り向くと、鵬玄が立っていた。

「いや、捕まえた者達はどうやら下っ端ぱのようだ。きつめに尋じん問もんしたが、誰だれも凌箔の居所は知らなかった」

　山さん荘そうに乗りこんだが、凌箔は隠れ家にはおらず、皐月には逃にげられた。

　隠れ家の捜索を指揮した鵬玄が、渋しぶい顔になった。

「結局、凌箔の捜索は振り出しか」

「ああ。だが奴は必ず捕まえる。この前のように、あいつに白桜の秘密を喋しやべろうとされてはまずいからな」

　目に鋭するどい光を宿し、その時の事を思い出す。

　それは自分と里桜姫ひめが偽にせの結けつ婚こんの儀ぎを上げようとした時の事だ。

　凌箔は突とつ然ぜん大内裏に現れて、白桜の秘密を暴ばく露ろしようとした。

　何が原因かはわからないが、突然口を噤つぐんで逃げたので大事には至らなかったが、生まれて初めてかと思うほど肝きもが冷えた。

　二度とあんな真似まねはさせない為ためにも、一刻も早く凌箔を捕まえる必要があった。

　決意を新たにしていると、その様子を見ていた鵬玄が、やや声をひそめた。

「……青丞、ちょっと話がある」

　鵬玄は冷静な表情をしていたが、目には怒りが宿っている。

　その目を見ただけで、彼が何を言いたいのか悟さとった。

「俺もお前に言いたい事がある。こっちへ」

　促うながして、辺りに誰もいない木こ陰かげに移動する。

　そして改めて鵬玄と向かいあって、頭を下げた。

「すまない。まずは謝ろう。お前との約束を破った」

　鵬玄がまなじりを決した。

「知っている。祭りを行うよう主上に命じられた日、お前と白桜は庭で何か話をしていた。その時の様子がどうもおかしかったから、白桜に聞いたんだ。お前は、秘密を知っている事をあいつには言わないと約束しただろう！」

　責められるのはわかっていた。自分が秘密を知っている事を白桜に言わない代わりに、彼もこれ以上白桜に好きだとは言わないと約束していた。

「約束を破った事はすまないと思っている。だが、どうしても気持ちを抑おさえられなかった」

　申し訳ないとは思っているが、後こう悔かいはしていなかった。

「俺は白桜が好きだ。あいつと里桜姫が同一人物だと知ってしばらくは混乱していたが、今は里桜姫も白桜も、どちらも愛していると自信をもって言える」

　心のうちを正直に打ち明けると、鵬玄が怒りの表情を顕あらわにする。

「お前がそういうつもりなら、俺にも考えがある。お前との約束はもうなしだ。俺は俺の好きなように白桜と接する」

　鵬玄が行動を起こすのは、かなりの脅きよう威いだった。

　彼は武官としての腕うでも立ち、男らしく頼たよりがいがある。白桜も彼を親友だと言って慕したっているし、彼と自分のどちらが好きだと聞かれれば、彼だと答えるような気がした。

「……それは仕方ないな。だが俺はあいつの為に、好きだという気持ちをこれ以上伝えないつもりだ。あいつは今、とてもまずい立場に立たされている。敵である凌箔はあいつの秘密を知っていて、いつそれを公表するかわからない」

　約束を破ったのは自分なのに、鵬玄に考えを押しつけるのは間ま違ちがっているとわかっている。

　それでも、言わずにはいられなかった。

「もし凌箔が秘密を公表したらあいつは終わりだ。あいつの夢も叶かなえられない。……俺は白桜の夢を叶えてやりたいんだ。だから頼む」

　真しん摯しな眼まな差ざしを向け、再びゆっくりと頭を下げる。

「こんな事を言えた義理ではないが、白桜の負担をこれ以上増やさない為にも、今はお互たがい静かにしていないか。白桜には夢を追う事だけに集中させたい」

　鵬玄の冷たい視線がこちらを射貫いた。

「お前は前にも白桜の夢を応おう援えんしたいから、秘密を知っている事は打ち明けないと言ったんだぞ。その約束を破っておいて、何を今いま更さら！」

「わかっている。知っている事を話したのは、俺の落ち度だ。自分の気持ちを抑えられなかった俺が悪い。だけどこれ以上、あいつを悩なやませたくないんだ」

　頭を下げたまま、言葉を待った。沈ちん黙もくが流れて、どれぐらいたっただろう。

「……俺はもうお前を信じられない。お前は約束を破った。だから俺はもう容よう赦しやはしない。白桜をこの腕に抱だく為の手段は厭いとわない」

　それは恋こい敵がたきの宣戦布告だった。

　顔を上げると、鵬玄の顔からは怒いかりの色は消えていた。

　その代わりに浮うかべているのは、不敵な笑えみだ。

「もちろん、四神の跡あと取とりとしての義務は果たす。白桜の夢は俺も叶えさせてやりたいから、その手伝いもしよう。しかし俺はもう自分を抑える事はしない。白桜は、俺のものだ」

　言い切って、鵬玄が背を向けた。

　その背にかける言葉は、見つからなかった。
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「待ってください。今のところをもう一度」

　講堂の奥にある舞ぶ台たいでは、笛や太たい鼓こ、そして笙しようを奏かなでる楽人達が並んで演奏していた。

　白桜は彼らの前に立ち、音楽にあわせて舞まっていたが、正面から声がして動きを止める。

　声の主は扇夕だ。四神祭まであと五日に迫せまり、祭りの責任者である彼は、奉ほう納のう舞まいの最終確かく認にんをする為に講堂を訪おとずれていた。

「白桜と朱咒の息がずいぶんあっていないように見えます。動きがばらばらですよ」

　困こん惑わくしたような扇夕の声に、つい俯うつむいた。

　自分でも同じ事を思っていた。右手に立つ朱咒に目をやると、彼は涼すずしい顔をしている。

「私は普ふ通つうに踊おどっているつもりだけど」

「ですが朱咒。あなたが相手の動きを無視しているように見えます。もう祭りまで間がないのに、これではよくないと……あ、どこへ行くのですか？」

　扇夕の話を無視して、朱咒が舞台を降りようとする。慌あわてて追いかけて着物の袖そでを摑つかんだ。

「やっと練習に出てきたのに、もう帰る気ですか？」

　実は朱咒と面と向かって会うのは、ずいぶん久しぶりだった。

　叢雲の事で口論になってから、彼には避さけられていた。

　大だい内だい裏りに来ても、自分と顔をあわせないようにしているらしく、姿が見えない。

　練習にも自分がいる時は出てこないし、凌箔の隠れ家に突入する時も連れん絡らくが付かなくて、青丞と鵬玄の三人で行動した。今日は衣い装しよう合わせと、扇夕が奉納舞の最終確認をするからと青丞が伝えて、無む理り矢や理り連れて来たようだった。

「やってられないよ。白桜が下手へたすぎる。もっとちゃんと練習して私にあわせてくれないと」

　言葉はいつもの軽い調子だが、きついとげが含ふくまれていた。

　舞は確かにうまいとは言えないが、青丞の特訓もあってかなり上達したと自負している。

　こんなにひどい言い様をされるほどではないはずだ。

　彼がこんな事を言う理由には見当がついていた。

（やっぱり、叢雲の事を聞いたのがまずかったんだろうか。だけど、大事な奉納舞の練習に支障をきたすぐらい怒おこっているのを態度に出すなんて、朱咒らしくないぞ）

　着物を摑んでいた手を朱咒が軽く振ふり払はらう。

「素人しろうとなんだから、余計な事ばかりしていないで、もっと練習した方がいいよ。私にあわせられるようになったら、また声をかけて。じゃあ」

　手をひらひら振って、朱咒が舞台の階段を下りていく。

　そんな彼の前に青丞が立ちはだかった。

「やっとまともに練習に出てきたかと思えば、その態度は何だ」

「だって白桜が下手なのは本当の事だろう？」

　にこにこしているが、言葉はきついままだった。

「……何を考えているのか知らないが、四神祭まであと五日だ。お前のわがままに振り回されている暇ひまはない。今日からの練習は毎日出てもらう。もし来なかったら、俺が朱雀家の屋や敷しきまで迎むかえにいってやる」

「おや、また私を無理矢理連れ出そうとでもいうのかい？」

「ああ、御ご希望なら、抱だっこして連れて来てやる」

　軽口で返されて、朱咒が口を尖とがらせた。

「嫌いやだねぇ、恋こいする男は強ごう引いんで。好きな女性の為ためなら何でもするんだろう？　君がそんなに純情で一いち途ずな男だとは思わなかったよ」

　声はひそめられていたが、朱咒を追いかけて彼らの近くに来ていたのでしっかり聞こえた。

（す、すすす好きな女性って、もしかして、わたしの事か!?）

　青丞に愛していると言われた時の事を思い出して、一気に顔が赤くなった。

　しかし、青丞は朱咒の言葉にたじろがなかった。

「ほう。俺の事をよくわかっているな。ついでに言うと俺は好きな人の為ならどんな悪人にでもなれるぞ。……いい加減にまじめに練習しないと俺が本気で怒った姿を見せる事になるが」

　ぼそりとした呟つぶやきは、寒気がくるほど低くて冷たい声だった。さすがに朱咒が真顔になる。

「……わかったよ。やればいいんだろう」

　朱咒が肩かたを竦すくめたのを見て、扇夕が首を傾かしげた。

「……どうかしたのですか？」

「いえ、こちらの話です。朱咒は今度はまじめにやるそうなので、すみませんがもう一度練習を見てやってください」

　青丞に強引に促うながされて、朱咒がため息をつきながらも舞台の方へと戻もどっていった。

（青丞……。本当に頼りになるな。わたしだけだったら、朱咒が出て行くのを止められなかった。ありがとう）

　扇夕に勘かんぐられるとまずいので、言葉には出さなかった。

　彼と二人だけになった時に礼を言おうと思って舞台に戻ろうとすると、講堂の扉とびらが開く。

「舞まい装しよう束ぞくを持って来たぞ」

　顔を見せたのは鵬玄だ。彼の後ろから、桐きり箱ばこをささげ持った従者が数人講堂に入ってくる。

　仮かり縫ぬい中だった舞装束が破かれた事もあり、作り直したものは厳重に保管されていた。

　講堂に運んで衣装合わせするのにも、わざわざ鵬玄が護衛するぐらいの念の入れようだ。

「うわっ、綺き麗れいだな……」

　桐箱を開けて中にある衣装を見た第一声はそれだった。

　手に取った舞装束は白を基調としたものだった。

　背中には、白虎が空に向かって咆ほう哮こうする姿が金糸で刺し繡しゆうされている。

　まるで生きているかのように白虎の表情が豊かで、恐おそれ多くて触さわるのも躊ちゆう躇ちよするほどだ。

　他ほかの跡取りの舞装束を見ると、どうやらそれぞれが祀まつる四神を背中に刺繡してあるようだ。

「これは見事ですね。皆みなさんがこれを着て舞まう姿が目に浮かびます。さあ、早く試着してみてください」

　いつも落ち着いた様子の扇夕も、さすがに舞装束を見て興奮を隠かくせないようだった。

「そうですね。ではさっそく着き替がえてきます」

　舞装束を畳たたんで桐箱に戻し、それを抱かかえて扉に向かおうとすると、扇夕が首を傾げた。

「どこに行くんですか？」

「雅が楽がく寮りようの部屋を借りているので、そちらで着替えてきます」

　衣装合わせをすると事前に聞いていたので、楽人達に頼たのんで彼らが楽器を置いている小部屋で着替えさせてもらう事になっていた。

「どうして白桜だけ別室に行くんですか？　ここで着替えればいいのに」

　にこやかな扇夕に、思わず顔が引きつった。

「それは……実は身体からだに傷があって見られると恥はずかしいので」

「それはお気の毒ですね。……ですが、そんな傷なんて気にする事はありません。男同士ですし、恥ずかしがる事はないでしょう？　ここで着替えてみてはいかがですか？　傷が恥ずかしくても、一度見せてしまえばあんがい平気になりますよ」

　優やさしい声だし、押しつけるような響ひびきはない。

　だが、こういう人をごまかす方が大変だと、経験上わかっていた。

（……こ、困ったぞ。わたしが傷を気にしていると思って、励はげましの意味を込めて見せても大だい丈じよう夫ぶって言ってくれてる気配がびんびん伝わってくる。こういう善意いっぱいの人をむげにもできないし、どうやって断ろう）

　朱咒がにやっとした。

「そうだね、たまには一いつ緒しよに着替えようよ。傷なんて気にする事ないさ」

　ついきつい視線を朱咒に送ったが、彼は気にした風もない。おそらく、さっき青丞に叱しかられた事への意い趣しゆ返がえしだろうが、洒落しやれにならないと怒いかりがわき起こった。

「朱咒、いい加減にしてください」

　冷たい声を発すると、朱咒がわざとらしく震ふるえてみせた。

「おお、怖こわい怖い。冗じよう談だんだよ。傷を見られるのが嫌だったら、別の部屋で着替えるといいさ」

「そんな投げやりな言い方をしないでください。白桜は傷を本当に気にしているのですから」

　朱咒をたしなめた扇夕がこちらに向き直った。

「白桜、傷を見られるのが恥ずかしいと言いましたが、恥じる必要はありません。幸い、ここにいるのはあなたも気を許している四神の跡あと取とりの方々です。一度みんなに傷を見せると、気が楽になると思いますよ」

　ぶんぶんと首を振ったが、扇夕は心配そうな表情を崩くずさなかった。

「では、あなたが嫌なら私は見ません。従者を連れて、講堂から出ます。心を許している四神の方々だけに見せてはどうでしょう」

　親切心から言ってくれているのはよくわかったが、言葉通りにはできないわけがある。

（無理！　絶対に無理！　みんなに裸はだかを見せるなんて！　女だって三人とも知ってるけど、だからって彼らの前では裸になれないよ！）

　心の声を口にしたい。そうしたら、扇夕は納なつ得とくしてくれるだろう。

　しかし白虎家の白桜は女だったと大おお騒さわぎになる事は請うけ合いだ。

「いえ、あの、本当に傷は見られたく……」

「わかった。では、外に出ていてくれ。舞装束を着たら呼ぶから」

　ぎょっとして青丞を見つめた。彼はこちらにだけわかるようにこっそりと視線を投げる。

（な、何かきっと考えがあっての事だよな？　乗っかって話を進めても大丈夫なんだよな？）

　心の中は不安でいっぱいだが、青丞を信じてわざと薄うすく微笑ほほえんだ。

「……では、扇夕様の仰おつしやる通り、勇気を出して四神の跡取りだけに傷を見せたいと思います。まだ彼ら以外に見られるのは恥ずかしいので、外に出ていてもらえますか？」

　心臓はばくばくしているが、何とか冷静な顔を装よそおった。

「わかりました。では、一度失礼しますね」

　扇夕がほっとした顔で、従者を連れて扉から出て行った。

「……舞ぶ台たい用の屛びよう風ぶがあるから、その裏で着替えろ」

　青丞の言葉はありがたかった。慌あわてて舞装束を持って、屛風の奥へと走る。

（危なかった！　あのまま扇夕様と話していたらぼろが出るところだった。気をつけないと）

　屛風の裏に入って着替えつつ、額に浮うかんだ冷や汗あせをこっそり拭ぬぐった。
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　衣装合わせも終わって、今日の練習も終しゆう了りようした。

　白桜は屋敷に戻る為に、夕暮れ時の大だい内だい裏りの庭を歩きながら考え事をしていた。

「今日は本当に危なかったな。扇夕様みたいに心配しているのが伝わってくると、噓うそをつくのが申し訳なく思ってしまうけど、秘密を守る為には仕方ないし」

　さきほどの事を思い出して、ふと朱咒の顔が浮かんだ。

「青丞と鵬玄は秘密を知っていて、庇かばってくれている。朱咒も前はそうだったけど、今は怒おこっているせいか洒落にならない冗談を言ってくるようになったな……」

　朱咒はここで着替えればいいなどと言った。

　そのすぐあとに冗談だと言って、別の部屋で着替えればいいと言ってくれたが、さすがに秘密に関する事で軽口を叩たたかれるのは嫌だった。

「叢雲の事を調べるのをやめたら、朱咒は元通りになってくれるんだろうか」

　呟いたものの、叢雲の調べをやめる気はみじんもない。

　今も皐月から得た情報を頼たよりに六年前に叢雲に罪を着せたという〝帝みかどの身内〟が誰だれなのか調査中だった。しかし鵬玄に事情を話して大内裏にいる帝の身内が誰なのか調べたものの、龍宝帝の血けつ縁えん者しやで六年前に汚お職しよくを行った形けい跡せきのある者の存在は今のところ見つかっていない。

「主上の血縁者なんて、調べた限りでは大内裏にいないんだよな。鵬玄が言ってたけど、主上は身内だからと特別扱あつかいなさったりするのが嫌いで、大内裏の要職に血縁者を置くのを避さけているらしいし。唯ゆい一いつの例外は息子むすこの青丞だけど、彼のはずがないし」

　ついため息が出た。調査はなかなか進まず、朱咒には冷たい態度をとられて、さすがに気持ちが落ち込んでいた。ふと今日の奉ほう納のう舞まいの練習をしていた時の朱咒が頭に浮かぶ。

　青丞が諫いさめてくれたおかげで、あのあとはちゃんと踊おどってくれたけれど、面めん倒どう臭くさそうな顔をしていた。

「朱咒はどうしてわたしが叢雲の事を調べるのを嫌いやがるんだろう。彼は内ない偵てい官かん吏りとして裏の仕事を引き受けている。やっぱり、六年前の事件にも内偵官吏として関かかわっているのかな」

　ありえそうな話だが、どうもしっくりこなかった。

「もし朱咒が六年前の事件に関わっていたとして、主上の命令で叢雲を陥おとしいれる手伝いをしたとする。だから今、それを蒸むし返されると困るからわたしを牽けん制せいしている。そう考えれば、一応納得のいく答えにはなるんだけど、何かが引っかかるんだよな」

　それは、朱咒が叢雲に関わりをもっているのではと気付いた時から立てていた仮説だった。

　しかし今になって、何かが違ちがうと感じ始めていた。

　何がしっくりこないのか、うまく言葉にできなくて、更さらに考え込んだ。

　奉納舞の練習をしていた時の朱咒の様子をもう一度思い出して、ふと目を瞬またたかせた。

「……ああ、そうか！　朱咒が奉納舞の練習に支障をきたすほど感情的になっているのがおかしいと思うんだ。叢雲の事も今回の奉納舞も、主上の命令で行われている。命令は絶対だと内偵官吏の『化蛇』なら言うのに、彼は個人的な感情で練習に支障をきたしている」

　化蛇は内偵官吏としての彼の名だ。化蛇なら、たとえ叢雲の事を調べられてまずいと思っていても、大内裏の大事な行事である奉納舞の練習に来ないなんて暴挙には出ないはずだ。

「朱咒はもしかしたら、主上の命令とは違う所で叢雲に関わっているのかもしれない。化蛇としてではなく、朱咒本人としての感情で動いているとしたら？　でも、大事な奉納舞をないがしろにするほど感情的になるっていったい何が原因なんだ？」

　それはどれだけ考えてもわからなかった。

　朱咒はいつもひょうひょうとしていて、何を考えているのかいまひとつ摑つかめない男だ。

　彼が感情の赴おもむくままに行動するのを見るのは初めてで、原因が何か見当もつかなかった。

「……だめだ。いくら考えても、彼が主上の命令よりも優先するものなんて、ぜんぜんわからない。そういえば朱咒の事、あんまりよく知らないんだよな……」

　地位も名めい誉よもある彼が、なぜ裏の仕事を引き受ける内偵官吏になったのか。

　それはいくら考えても答えの出ない謎なぞだった。

　考え込んで歩いているうちに、神じん祇ぎ官かんの建物が見えてきた。

　神祇官の前庭には、四神を祀まつる大きな社がある。

　その正面に奉納舞の本番で使う舞台が作られていた。屋根付きの舞台は朱しゆ塗ぬりの低い柵さくで囲まれている。舞台の周りには観客用の腰こし掛かけを運び込む従者達の姿が窺うかがえた。

「もうそろそろ完成だな。立派な舞台だ、奉納舞が楽しみ……ん？　あれは朱咒？」

　さきほど別れた朱咒の姿を見付けて、思わず足を止めた。

　こちらには気付いていないようなので、近くにあった木こ陰かげにそっと身を隠かくす。

　また見つかって嫌みを言われるのは遠えん慮りよしたかった。

　それでも彼の事が気になって木陰から覗のぞく。

　朱咒は如月と何か話していた。祭りの責任者は神祇官の長官である扇夕だが、祭りについての面倒な裏方の仕事はすべて如月が担になっていた。

　如月は中なか務つかさ省しようの少輔しようで身分はそこそこだが、龍宝帝の身の回りの世話から、大内裏の人事までさまざまな事を仕切っている。大内裏の実権を握にぎっていると言っても過言ではないが、龍宝帝のわがままで都の外れまで買い物に行かされたり、無理難題を言いつけられる事も多い。

　その為ため、如月は龍宝帝の一番の側近で一番の被ひ害がい者しやだと言われていた。

　如月と話す朱咒は、さきほどとは打って変わって穏おだやかな表情で、時折優やさしい笑えみを浮かべている。

「朱咒は本当に如月様と仲がいいんだな。大学寮りようで同室だったって言ってたし、親友だって言ってたし。……如月様に仲がいいんですねって言うと嫌がられるけど」

　朱咒が親友だというたび、如月は迷めい惑わくそうな顔をする。

　だが二人が心から信しん頼らいしあっているのは見ていてよくわかった。

「朱咒の大切なものって、あんがい親友なのかもな」

　二人が笑いあう姿を見ながら、ふと呟つぶやいた。

（あれ？　わたしは今、何を言った？）




　どくんっと心臓が大きく鳴った。




　自分が発した言葉を繰くり返し繰り返し、頭の中で考える。

　そしてある事に思い当たった。

「いや、でもまさか……」

　表情が強こわばった。額に汗が滲にじんで、心臓の音がやけに大きく聞こえた。

「ちょっと待て、何を考えているんだ。そんなはずないじゃないか……」

　皐月が話していた事を思い出した。それである事に気付いたが、まさか違うだろうと何度も自分に言い聞かせる。だけど一度気がついたら、もうその考えを頭から消せなかった。

　息をするのが苦しかった。とんでもない事を考えついたが、自分でも半信半疑だ。

「……そんなはずはないけど、でも確かめてみよう。違うってわかれば納なつ得とくできるんだし」

　呟いて、朱咒達とは反対の方向に走り出した。
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　夜も更ふけて神祇官を訪おとずれた白桜は、目的の人物が奉納舞の舞台に立っているのを見付けた。

　辺りには誰もいないのを確かく認にんして、頭の中を整理する。

　どうするべきか悩なやんだが、意を決して声を上げた。

「如月様、こんばんは」

　手に持った巻物を読んでいた如月が、こちらに顔を向けた。

「ああ、白桜。こんな夜に何をしているのですか？」

「如月様に話があって中務省に行ったら、ここだと言われたんです。祭りの準備ですか？」

　階段を上って舞ぶ台たいに立ち、如月と向きあった。如月は巻物をしまいながらため息をつく。

「舞台の設置が完かん璧ぺきにできているかどうか確かめているのです。縦横同じ長さのはずなのに、横がどうも小指一つ分短い気がするんです。大工を呼んで修正してもらわないと」

　完璧主義者の如月らしい言葉だった。思わず苦く笑しようする。

「小指一つ分ですか……。よくそんなに細かい事までわかりますね」

「目め端はしはきく方なので。まったく、修正なんて無む駄だの極きわみです。最初から完璧に作っていればしなくてすむのに、どうしていい加減な仕事をするのでしょう」

　きっと大工からしたら、誤差の範はん囲い内の事だと思う。

　しかし如月にとってはそうではないらしい。巻物を小こ脇わきに挟はさんで、こちらに向き直った。

「ところで私に話があるそうですが、何ですか？　白桜が中務省に入って、私の代わりに主上の奴ど隷れいになってくれるという話なら、涙なみだを流して喜びますが」

　まじめな顔をしている如月にそっと微笑ほほえんだ。

「いいですよ。如月様がわたしの頼たのみを聞いてくださるなら、中務省に入っても」

　答えは思いがけなかったようで、如月が目を見開いた。

「今まで散々断って嫌がって逃にげていたのに、とうとう覚かく悟ごを決めたのですね！　これでようやく私も肩かたの荷が下ります。頼みとは何ですか？　何でも聞きますので言ってください！」

　万ばん歳ざいして小こ躍おどりでもしそうな喜びようだった。

　一度大きく深呼吸して、改めて如月を見つめた。

「……では、一つだけお願いします。凌箔と皐月に復ふく讐しゆうをやめるよう説得してください」

　表情を引き締しめると、如月が一いつ瞬しゆん真顔になって、そしてすぐに肩を揺ゆらして笑った。

「凌箔とは、この間結けつ婚こんの儀ぎの時に大だい内だい裏りに現れた男でしょう？　皐月というのも、彼の仲間だと聞いています。どうして私が彼らを説得するのですか？　彼らだって、私の言う事を聞くとは思えませんが」

　不思議そうに見つめられたが、それでも表情を緩ゆるめなかった。

「あなたの言う事なら、彼らは耳を貸すでしょう。だって、あなたは凌箔の親友で、皐月の兄の『叢雲』なのだから」

　如月は驚おどろいたように目を丸くした。

「何を言っているのです？　私の名は如月です。叢雲なんて男は知らないと前にも言ったはずですよ。白桜も面おも白しろい事を言いますね」

　苦笑する如月は、本当に何も知らないような態度だった。

「胸に傷がありますよね」

　だがその一言で、ふいに表情が固まった。

「前に湯ゆ殿どので会った時、あなたの胸に傷があるのを見ました。生きているのが不思議なくらいの大おお怪け我がだった。あれは、太刀たちで斬きられた傷です」

　その傷を見たのは、叢雲の事を調べる為に、中務省の倉にある官かん吏りの身分書を見ようとした時だ。倉の鍵かぎは如月が持っているので、青丞が彼を湯殿で足止めし、その間に鵬玄と一いつ緒しよに荷物の中から鍵を盗ぬすんだ。

　その時、湯殿から出てきた如月と鉢はち合あわせして、胸に傷があるのを確かに見た。

「皐月から聞きました。父親に殺されそうになった彼を庇かばって、叢雲も胸に傷を負ったそうです」

　如月は無表情だった。驚いても慌あわててもいない。

「それは偶ぐう然ぜんです。たまたま同じ場所に傷があるだけです。世の中に胸に傷がある男はたくさんいるとは言いませんが、それなりにいるとは思いますよ」

「わたしも最初に傷の話を思い出した時、そう思いました。だからまさかそんなはずはないと思った。死んだはずの叢雲が、名前を変えて生きているなんてあるはずがないと。だけど念の為に調べようと思いました」

　昨日の夕刻、その事に気付いてからの行動は、我ながら素す早ばやくて的確だったと思う。

「朱咒と大学寮で同室だったと言ったのを覚えていたので、大学寮に行ってきました。白虎家の跡あと取とり白桜だと言うと、大学寮の頭かみが特別に時間を割いて会ってくれました。それで朱咒が在学していた時の事を知っている人に会いたいとお願いしたんです」

「誰だれか会えましたか？」

　如月の態度は余よ裕ゆうがあった。口元にはうっすら笑みまで浮うかべている。

「ええ、当時博士をしていた方達に。ですが彼らは朱咒の事はとても賢かしこかったのでよく覚えているけれど、同室者が誰だったかまでは記き憶おくにないそうです。でも、おかしいんです。博士達はみんな朱咒の同室者の話になると、急に歯切れが悪い感じになって」

　如月をじっと観察した。彼は顔色一つ変えていないが、さきほどまでの笑みは消えている。

「まるで誰かに口止めでもされているかのような態度でした。……それで大学寮の寄宿舎に行ってみました。そこで寄宿舎の下働きをしている人を見付けて、もう一度話を聞いたんです」

「何かわかりましたか？」

「いいえ。その人は寄宿舎の仕事をするようになってまだ三年ほどで、朱咒が在学していた時の事は知らないと言っていました」

　余裕の笑みが再び浮かんだのを、見み逃のがさなかった。

「では、結局は何もわからなかったんでしょう？　おかしな事を言っていないで、奉ほう納のう舞まいに集中してください」

　背を向けて舞台から降りようとする如月に向かって、手を挙げた。

「まだ続きがあります。……その下働きの人は、彼の前に働いていた人と今も交流があると言ったので、その人の家を教えてもらって、さきほど行ってきました」

　如月が振ふり返った。その顔には今日初めて、驚きと焦あせりの色が窺うかがえた。

「訪ねた先にいたのは、老人でした。身体からだを壊こわして働けなくなったので、寄宿舎の仕事をやめたと言っていました。その人は朱咒の事をよく覚えていました。あの赤い髪かみと瞳ひとみは一度見たら忘れられないと。……そして老人は朱咒と同室だったのは『叢雲』だと証言してくれました」

　無言でこちらを見つめる如月の視線は、いつになく鋭するどかった。

「わたしが寄宿舎にいた時は三人部屋でしたが、朱咒がいた頃ころは二人部屋だったそうですね。だから朱咒の同室者は一人だけ。それが叢雲でした。如月という名には、その老人はまったく心当たりはないそうです」

　如月の視線に怯ひるむ事なく、まっすぐに見返した。

「わたしにうっかり大学寮りようで同室だったと言ってしまったから、博士達には何らかの交こう換かん条件を出して、朱咒の同室者が誰だったか話さないよう手配したんですよね。だから彼らは様子がおかしかった。だけど、すでにやめた下働きの人にまで手が回らなかった。違ちがいますか？」

　如月が自じ嘲ちようするように口角を上げた。

「白桜はあんがいしつこいんですね」

「真実を追う為ためには、努力は惜おしまないようにしているだけです。……この間の結婚の儀の時も、凌箔が突とつ然ぜん様子がおかしくなったのは、死んだと思っていたあなたの姿を見たからです。だから驚いて言葉を失った」

　言葉を句切って、大きく息を吸い込んだ。

　ようやく辿たどり着いた真実は、自分でも信じられないものだった。

「如月様、あなたが叢雲です」

　真実を突つきつけても、如月は表情一つ変えなかった。

　だが視線がわずかに伏ふせられたのに気付く。

　ずっと調べていた人物が、すぐ近くにいた事にまったく気付かなかった。

　自分でもまさかと思ったし、そんなはずはないと何度も思った。

　しかし調べれば調べるほど、自分の考えが正しいと知る結果になった。

「……白桜は本当に油断がならないね」

　ふいに階段から声が聞こえた。驚いて顔を向けると、朱咒が階段を上がってくる。

「今日は珍めずらしく奉納舞の練習に来なかったから、嫌いやな予感がしたんだ。行動力がありすぎるのも考えものだよ。しっかり根回ししたはずなのに、何年も前にやめた下働きの男にまで話を聞きに行くんだから」

　ため息混じりの朱咒が如月と並んだ。

「いつから気付いてたの？」

「昨日までは気付いていませんでした。最初におかしいと思ったのは、朱咒の態度です。叢雲の事を調べたら、朱咒は余計な事はするなと怒おこって奉納舞の練習でわたしを避さけるようになった。朱咒がそんなに感情的になるのは、何か守りたいものでもあるのかなと思いました」

　如月にちらりと目をやった。

「きっとそれはとても大切なものなんだろうなと思って、そしてそれは何だろうと考えたんです。四神祭を成功させよというのは主上の命令です。わたしを避けて奉納舞の練習に支障をきたしたという事は、主上の命令よりもその大切なものが優先されるのだと思いました」

　二人を交こう互ごに見つめる。そしてわずかに口角を上げた。

「そして気付いたんです。朱咒は如月様と話す時は、とても優やさしい顔をしているって。主上の命令より大切な存在って、わたしが知る限り親友の如月様だけだって」

　朱咒は無言だった。如月が小さくため息をつく。

「……主上の命令より親友の私が大事だという話には納なつ得とくできませんが、当時の寄宿舎で働いていた者まで調べられたら、もう言い逃のがれはできませんね。及きゆう第だい点をあげましょう、白桜。私がもっとも好きな〝完かん璧ぺき〟な答えです」

　どうやらほめられたようだった。思わず身を乗り出す。

「教えてください。六年前に何があったのですか？　あんなに調べたのに、なぜ大内裏に叢雲を知っている人がいないんですか？　どうして〝如月〟という名で生きているんですか？」

　気が急せいて、矢や継つぎ早に質問した。それはどれだけ調べてもわからない事で、事情を知っている人がいたら絶対に聞きたいと思っていた事ばかりだ。

　如月は慌てた様子もなく、ゆっくりと口を開いた。

「六年前、私は官吏として大だい内だい裏りに上がりました。ですが、任されたのは特別な任務を行う仕事だった。直接主上の命令を受け、人知れずそれを遂すい行こうする。その時の私のもう一つの名は、〝化蛇〟でした」

　思わず目を見開いた。如月の隣となりに立つ朱咒に目を向ける。

　内ない偵てい官かん吏りの化蛇というのは、知っている限りでは朱咒の事だった。

「〝叢雲〟の事を大内裏の誰も知らないのは当然です。大学寮の卒業と同時に主上が裏の仕事を任せる為に私の存在を消しましたから。あなたの疑問の一つはこれで解消されましたか？」

　まるで、仕事の質問に答えているかのように淡たん々たんとした物言いだった。

「はい。では、六年前の事を教えてください。主上はあなたに汚お職しよくをした貴族の罪を着せたと仰おつしやいました。皐月達もそうだと言いました。そしてあなたはそれを苦にして自害したのだと。ですが、わたしは主上がそんな事をする人だとは思えないんです」

　如月がやや目を伏せた。わずかに眉まゆ根ねを寄せて、口を開く。

「六年前、私はある貴族の汚職を調べていました。主上は汚職の証しよう拠こを摑つかんでその貴族を処しよ罰ばつすると仰っていましたが、私はその貴族に違う使い道がある事を調査していて知りました」

「使い道って……？」

「その貴族は、当時の大学寮の頭かみの孫にあたる人物だったんです」

「え？　でも皐月はその罪を着せた貴族は主上の身内だと言ってましたけど」

　訳がわからず眉根を寄せると、如月が小さく頷うなずく。

「ええ。それもあっています。実はその人物は少々生おい立ちが複雑なんです。その人物が原因で、当時の大学寮の頭と主上は対立されていて。そのせいで主上が大学寮の改革を進めようとすると、頭が真っ向から反対されて一向に改革は進みませんでした」

「その人物って、いったい誰なんですか？」

　如月が小さく首を振った。

「それは口にはできません。そういう約束ができているんです。私はその人物の汚職の証拠を摑んで彼と祖父である頭に突きつけ、それを見逃して彼が罪をおかした事を他言しない代わりに、改革に賛成するようお願いしたので」

「お願いしたのでって……それって脅きよう迫はくではないんですか？」

「もちろん脅迫です。悪事が世間に知られれば孫が処しよ刑けいされると聞いて、ようやく頭も改革に賛成すると約束してくれました。ですが汚職の罪は消えません。誰かが罪を背負わなければならなかった。だから私がそれを買って出たのです。ちなみにこれは、すべて私の独断です」

　思わず目を見開いた。龍宝帝は、叢雲に罪を着せたのは自分だと言っていた。

　しかし今の如月の話だと事実は違うようだ。

「独断ってどういう事ですか？　主上は自分が罪を着せたと仰っていましたが」

　如月が紫し宸しん殿でんの方へと目を向けた。

「大学寮にいた時から、主上は何かと私に目をかけてくださいました。卒業する時、私の才能と武術の腕うでを見込んで内偵官吏として働いてほしいと打だ診しんされ、引き受けました。誰だれかが汚きたない仕事をしなければと思ったからです」

　如月は優ゆう秀しゆうだ。普ふ通つうに官かん吏りになっていれば、華はな々ばなしい道が開けたはずなのに、それを蹴けって闇やみの仕事に従事した。それがどれだけ決意しての行動なのかは、聞かなくてもわかった。

「主上は私に、国の未来の為にすべてを捨てて非情になりきると仰いました。賄わい賂ろや横領が当たり前の大内裏を変える為には、大学寮を改革して新たな風を入れるしかないと。私はその考えに賛同して、この命を主上に預けました」

　如月の表情は淡々としていた。いつもと同じ顔つきだが、その表情の奥に誰よりも激しい情熱を持っているのだとようやく気付く。

「大学寮の頭とその孫に協力させたおかげで、改革は十年は早く進みました。その孫の罪を背負う段取りをすべて終えてから、主上には報告しました。ですから、六年前のあの時、主上が私に罪を着せたというのは間ま違ちがいです」

「では、主上は本当にご存じなかったんですか？」

「ええ、主上はああ見えて情が深い。私が罪を被かぶると言ったら、止めるのはわかっていました。だから黙だまっていたのです。その方が時間もかからないし、無む駄だもない」

　この世でもっとも嫌きらいなものが〝無駄〟だという如月らしい言葉だった。

「もともと内偵官吏として裏の仕事をしていたので、死んだ事にして表には一生出ないで主上に仕えるつもりでした。納得していた事なのに、主上は私に申し訳ないと思っているようです。だから、自分が罪を着せたと仰ったのでしょう」

　それはありえる話だった。単に龍宝帝が他人に罪を着せたというだけよりもずっと。

「では、死んだ事にして一生表に出るつもりはなかったのに、どうして今は如月と名乗っているんですか？」

　それはさきほど矢継ぎ早にした最後の質問だった。

　如月は初めて表情を崩くずした。苦く笑しようして、隣の朱咒に目を向ける。

「……馬ば鹿かな男がいましてね。この国では知らぬ者がいないくらいの名家の跡あと取とりなのに、大学寮りようで同室だったというだけの男が汚職の罪で自害したと聞いて、そんなわけないと賢かしこすぎる頭と行動力でその裏にある真実を調べ上げたんです」

　その馬鹿な男は朱咒だと瞬しゆん時じに悟さとった。

「正直に言いますと、そいつとは同室だっただけで特に親しくもなく、はっきり言って常に首席を取るそいつのせいで私はいつも一番になれなくて、大嫌いだったんですが」

　まじめな顔の如月に、朱咒がむっとしたように口を尖とがらせた。

「私は君が大好きだったよ。四神の跡取りで最年少で入学したせいで、みんな遠巻きにするか嫌みを言うかだったのに、君だけは普通に接してくれた。勉強も簡単すぎてつまらなかったからやめたかったけど、君がいたおかげで卒業するまで何とか退たい屈くつせずに過ごせた」

　朱咒は何事にも動じないと思っていたが、さすがに年若い頃ころはそうではなかったのかもしれない。

　以前経験したが、大学寮で四神の跡取りとして特別扱あつかいされるのは、かなり居い心地ごこちが悪かった。在学期間も短かったし、他ほかの四神の跡取り達もいたから何とか乗り越こえられた。

　しかしまだ少年だった朱咒には、年上に囲まれた学生生活は辛つらかったのかもしれない。

　如月が小さく息をつく。

「勝手に恩を感じた馬鹿な男は、私が生きている事を突つき止めて、主上に新しい名前で生きさせてほしいと直じか談だん判ぱんしたんです。そしてここからが本当に馬鹿な行動なんですが、私が表で働く代わりに、自分が内偵官吏の化蛇の名を受け継ついで裏で働くと言ったんです」

　思わず目を見開いた。そして心のどこかで納得もした。ずっと疑問に思っていたのだ。

　どうして陽真乙国でも名門貴族の跡取りである朱咒が、闇に隠かくれて行動するような内偵官吏の仕事をしているのだろうと。

「そいつはこの国で一番賢いと評判なんですが、私に言わせるとこの国で一番の大おお馬ば鹿か者ものです。望めば欲しいものは何でも手に入る地位と知ち恵えと容姿を持っているのに。表の世界で誰よりも輝かがやけるのに。どうしてわざわざ裏の世界で日ひ陰かげの仕事をするのか理解に苦しみます」

　憤ふん慨がいしている如月に、朱咒が肩かたを竦すくめた。

「だって、如月の才能を腐くさらせるのはもったいなかったんだよ。君は表に出て、手しゆ腕わんをふるうべきだと思ったんだ。それにあの時主上は、私の言い分に理解を示してくださった」

「それはお前が、私をちゃんとした役職につけないと事件を公表すると脅おどしたからだ。だから仕方なく主上はお前の言う事を聞いたんだ」

　怒おこった如月に指をさされても、朱咒は涼すずしい顔だ。

「いいじゃないか。今はこれですべてうまくいっている。如月がいないと大内裏は滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまうよ。……白桜が余計な事を言わないでくれたら、これからもそれがずっと続くよ」

　朱咒がこちらに目を向けて、笑えみを深くした。

「いいかい、白桜。もし六年前の事が公おおやけになったら、面めん倒どうな事になる。当時の大学寮の頭はもう今は退任されているけど、未いまだに大学寮の博士達からの人望が厚い。事件が明るみに出て彼の機き嫌げんを損そこねると、最悪彼が博士達を言いくるめて改革に反対させるかもしれない」

　それはかなりまずい話だった。

　四神祭が終わったら、来年から平民達の入学を許可するという勅ちよく旨しを下す予定だ。

　しかし大学寮の博士達が今いま更さら反対などと言い出したら、改革は頓とん挫ざする可能性が高かった。

「それにね、主上だって今まで真実を隠してきたんだから、それが知られたらまずい立場になるよ。如月も、今は新しい名前で新しい人生を生きているんだ。君が余計な事を言うと、主上も如月も破は滅めつするかもしれない。……もしそんな事になったら、私は君を許さない」

　攻こう撃げき的な視線を向けられた。

　それは寒気がするほど恐おそろしくて、この場から逃にげ出したくなるような衝しよう動どうに駆かられた。

　それでも、勇気を振ふり絞しぼって声を上げる。

「でも、凌箔と皐月には真実を話してほしいんです。お願いです、彼らに復ふく讐しゆうをやめるよう説得してください。如月様が直接真実を伝えれば、彼らは考えを変えてくれるはずです！」

　如月に向かって頭を下げた。

　事情はわかったが、だからといって凌箔達を放ほうっておくわけにはいかなかった。

　じっと頭を下げたままでいると、しばらくの沈ちん黙もくが流れた。

「……叢雲はもうこの世にはいません」

　淡たん々たんとした声だった。顔を上げると、如月は声と同じく静かな表情をしていた。

「彼らが知る叢雲はもういないのです。私の名は如月。この名前で今は生きています。主上のとんでもない命令にかけずり回って無理難題を成し遂とげ、大だい内だい裏りが滞とどこおらないように細心の注意を払はらって仕事をする。それが今の私です」

「でも、凌箔と皐月はもし捕つかまったら謀む反ほんの罪で処刑されてしまいます！　彼らはあなたにとって、大切な人でしょう？」

　如月の眉まゆ根ねが苦しそうに寄せられた。

　だがそれは一いつ瞬しゆんで、すぐにまた淡々とした表情になる。

「もう一度言いますが、私の名は如月です。その二人の事は私は知りません。彼らは死んだ者をいつまでも思って、生きている者を危険にさらしているのです。処分されるのは当然です」

　如月がそっと胸に手を当てた。そしてわずかに唇くちびるを嚙かむ。

「……もう彼らとは関かかわりたくありません。私はこれで失礼します。四神祭の準備がまだありますから」

「待って……あっ」

　背を向けて歩き出した如月を追おうとしたが、右手を朱咒に摑つかまれる。

「放してください！」

「このまま行かせてあげてくれ。如月を苦しめないでほしいんだ」

　朱咒は初めて見るような、苦しそうな悲しそうな複雑な顔をしていた。

「如月も、ずいぶん悩なやんだと思うよ。だけど凌箔や皐月がもし叢雲が生きていると知ったら、今度は六年前の事件の真実を突き止めて公表すると言うかもしれない。改革をうまく進める為ためにも、もう六年前の事件は蒸むし返したくないんだ」

　朱咒の言い分は理解できた。しかし納なつ得とくはできなかった。

「事情はわかりました。でもこのまま凌箔と皐月が復讐の為に行動して、もし捕まって処しよ刑けいされたら、如月様は顔には出さないかもしれませんが、心にはひどい傷を負うと思います」

　朱咒を見上げると、驚おどろいたように目を見開いている。

「それは……そうかもしれないけど、これが彼の望んだ人生なんだ」

「でもさっき、凌箔と皐月は捕まったら処刑されると言ったら、如月様はすごく苦しそうな顔をされた。自分の気持ちを押し殺すのに慣れているはずの如月様があんな顔をしたのは、心の中でものすごく苦しんでいるからだと思うんです」

　朱咒の袖そでを両手で強く摑んだ。摑んだ所から、この気持ちが伝わってほしいと願いながら。

「叢雲が如月様だとわかって、結けつ婚こんの儀ぎの時の凌箔を思いだしたんです。彼は死んだはずの叢雲の姿が目に入ったから、驚いて言葉を失った。でも、おかしくないですか。如月様は生きている事を凌箔に知られたくなかったら、さっさとあの場から姿を消せばよかったのに」

　如月は確か、青丞と一いつ緒しよにあの場に駆けつけた。凌箔が如月に気付くまでしばらく時間があったから、生きている事を知られる前に逃げる事は可能だったはずだ。

　朱咒が軽く目を見開く。どうやらその時の事を思いだしたようだ。

「わたしは思うんです。如月様はあの時、凌箔にわざと姿を見せたのではないかと。そんな事をする理由はただ一つ。凌箔に生きている事を知らせて、復讐をやめてほしかったからです」

　さきほど如月は、もう彼らとは関わりたくありませんと言ったが、本音は絶対にそうではないと思った。

「親友だと言うなら、如月様を説得するべきです。凌箔もそうですが、皐月も兄の叢雲を慕したっています。皐月から話を聞きましたが、とても仲のいい兄弟だったみたいです。如月様は今でも凌箔と皐月に深い情をもっています。彼らが死んだら、一番悲しむのは如月様なんです！」

　朱咒は視線を落として、何か考えているようだった。しばらくの沈黙が辺りを支配する。

「……如月は、昔からよくわからない男だった」

　どれぐらいたっただろう。朱咒がぽつりと呟つぶやいて、そっと微笑ほほえんだ。

「金にも女にも興味がなくて、正義感が強くて気も強くて完かん璧ぺき主義で。私が声をかけたら、男でも女でも私の気を惹ひこうと必死になるのに、如月はまったく私に興味がなかった。大学寮の時は、彼に認められたくて必死だったよ」

　朱咒の手が、袖を摑んでいた手にそっと触ふれた。袖から手を離はなすと、彼が小さく頷うなずいた。

「少し、時間をくれ。何が如月にとって一番いいのか、考えてみる」

　足音を立てずに、朱咒が舞ぶ台たいを降りていく。呼び止めようかと思ったが、口を噤つぐんだ。

（今は何を言っても無む駄だだろう。朱咒がじっくり考えて答えを出すのを待つしかない……）

　どうかこの気持ちが届いてほしいと願いながら、そっと舞台を降りた。
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　月の光を浴びて大内裏の庭を歩きながら、朱咒はため息をついた。

「凌箔と皐月が処刑されたら、一番悲しむのは如月……か」

　さきほど白桜に言われた言葉は、胸に大きな矢が刺ささったような深い衝しよう撃げきを与あたえていた。

　今まで自分がしてきた事が間ま違ちがっているなんて、みじんも思った事はない。

　如月が叢雲の名前を捨てて新たな人生を送るまでには、語り尽つくせないほどいろんな事があったし、自分も彼もさまざまな葛かつ藤とうを乗り越えてここまできた。

　凌箔が生きているとわかった時、一番に如月に話をした。

　そしてどうするか聞くと、〝叢雲はもう死んだ〟とだけ呟いた。

　きっと苦しんで出した答えだと思ったから、それを尊重した。

　だが、白桜はこのままだと如月が心にひどい傷を負うという。

　この国で一番賢かしこいと言われているが、人の気持ちには疎うとい所があると自覚していた。

　どうすれば、如月の為になるのかと考えて、もう一度ため息をつく。

「白桜か。いつもいつも私を悩ませてくれるな。……最初は利用してやるだけのつもりだったのに」

　本音が口をついた。白桜の〝秘密〟には、実はかなり早い段階から気付いていた。

　骨は医者である自分の専門分野だ。骨格が男性のものとは違ちがうと、着物を着ていてもわかった。冗じよう談だんめかして手を触さわり、身体からだを抱だきしめてやはり女だと確信した。

　白虎家の権力はなかなかのものだ。

　その白虎家を揺ゆるがすような秘密を握にぎっていれば、のちのち何かあった時に有利に事を進められると思った。

　だから白桜の味方をするふりをして、秘密が漏もれないように気を配った。

　本当は面倒だったが、他ほかの者に秘密を利用されない為には仕方ない。

　ここぞという時に、秘密を最大限に利用してやるのは自分のはずだった。

　そのもくろみが崩くずれ始めたのはいつからだっただろう。

　初めて見た時は、白桜は秘密を持っているせいかびくびくおどおどしていて、あまり好ましくなかった。

　だが今の白桜は国の為に先頭を切って行動している。

　その行動力と度胸の良さには、目を見張る事もしばしばだった。

「からかって遊んでやるつもりだったのに。いつのまにあんなに力強い目でまっすぐ相手を見るようになったのかな」

　白桜の紅の瞳ひとみを思い出すと、なぜか胸がうずいた。

　そのうずきが何なのか、うすうすは気付いている。だが今は考えない事にした。

　深く息を吸い込み、大きく吐はき出した。

　気持ちを落ち着かせ、大切な人達の為にどうする事が一番いいのか、よく考える事にした。
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　それは、まだ凌箔が都に来て間もない頃ころだった。

「凌箔。何をぶすくれた顔をしているんですか？」

　白虎家の屋や敷しきにいた凌箔は、襖ふすまを開けて顔を出した男に向かって、ふんっと鼻を鳴らした。

「別に。あんたには関係ないよ、叢雲」

　叢雲は大学寮りようの学生で、学問を教える為に大おお伯父おじである上総かずさだが雇やとった男だった。

　いつも淡々とした表情を浮うかべていて、腹の底が読めないから正直苦手だ。

「そんな顔をしていると、綺き麗れいな顔が台無しですよ。あなたはその綺麗な顔だけが取り柄えなんですから、笑っていないと」

　慇いん懃ぎん無礼な口調でずけずけ物を言う所も苦手だ。膝ひざを抱かかえて座り、叢雲から顔をそらした。

「あんたに言われる筋合いはない」

「生意気ですね。……それより今日は剣けん術じゆつの稽けい古こをしに道場に行くはずでは？　なぜまだ屋敷にいるんですか？　部屋でぼうっとしているのは時間の無駄ですよ」

「無駄無駄ってあんたはよく言うけど、無駄だって人生で大切だと思うぞ」

「それはがむしゃらに働いたり勉強に励はげんだりして、息をつく暇ひまがない人間が言う台詞せりふです。常に無駄な時間を過ごしているあなたが言う台詞じゃないですね。……道場に行きたくないんですか？」

　心のうちを見み透すかされているような気がした。

　道場では白金の髪かみと紅の瞳というみんなと違う容姿のせいで、誰だれも近づこうとしなかった。

　四神の跡あと取とりという特別な地位に、大人達はひれ伏ふし、子ども達は畏い怖ふを込めて遠巻きに眺ながめるだけ。

　今まで育った田舎いなかでは、友達と駆かけ回って遊んでいた。白虎家の跡取り候補になるのは、とても名めい誉よな事だとはわかっていたが、友達と離はなれるのは寂さびしかった。

　それでも喜ぶ両親に送り出されて、都で新しい友を作ろうと気持ちを新たにしていたのに、誰も自分と親しくなろうとはしない。話しかけても逃にげられて、結局誰とも喋しやべらなくなり、孤こ独どくに耐たえかねてとうとう外に出るのが嫌いやになった。

　考えると、うっすら涙なみだが滲にじんだ。すると叢雲が膝をついて、顔をのぞき込んでくる。

　慌あわてて顔を背そむけて、こっそり涙を拭ぬぐった。

「行くのが面めん倒どう臭くさいだけだよ。気が向いたら行く」

　ふてくされた表情をしているのは、自分でもわかっていた。

　叢雲は一度目を伏ふせて、ゆっくりと口を開いた。

「……大学寮で同室の者に、あなたと同じ四神の跡取りがいます」

　驚おどろいて目を瞬またたかせた。自分以外の四神の跡取りとは、まだ会った事がなかった。

　どんな人物なのか興味があって、叢雲の話に耳を傾かたむける。

「その男は赤い髪と瞳をしていて、遠くからでもすぐにわかるくらい目立つんです。その派手な容姿と最年少で大学寮に入学できるほどの頭脳を持っているせいで、嫌がらせを受ける事も多いようですよ。人というのは、自分と違うものを受け入れられない習性がありますからね」

　胸のうちを覗のぞかれたのかと思うような話だった。

　顔を上げると、叢雲がそっと肩かたに手を置いた。そして真しん剣けんな表情でじっと目を見つめる。

「あなたの白金の髪も紅の瞳も、受け入れられないという者は多いでしょう。ですがそんな頭の固い奴やつらに負けて、部屋に閉じこもったままでいいんですか？　悔くやしくないんですか？」

　はっとして、目を見開いた。気が強いのは自分でもよくわかっている。

　どんな事でも、負けるのは死ぬほど嫌きらいだった。

「世の中は不公平です。少数派や弱い者が淘とう汰たされるのは自然の摂せつ理り。ですが、あなたのその容姿は神に認められた証しよう拠こです。堂々として、胸を張って生きればいい。それでも閉じこもって人の目を気にしてびくびく生きるようなら……私があなたの事を笑ってあげます」

「な、何だよ、それ！」

　てっきり励ましの言葉をくれるのかと思ったが、叢雲はからかうような笑えみを浮かべた。

「私に笑われたくなかったら、ちゃんと道場に行きなさい。部屋に閉じこもったままでは、何も解決しません。……あなたは強い。たとえ嫌な事があっても、立ち向かえるだけの力を持っています。負けてはいけません」

　人とは違う容姿になって、奇き異いの目で見られる事も多かった。

　その容姿を肯こう定ていしてくれたのは、彼が初めてだった。

　胸を張って生きればいいという叢雲の言葉は、それからずっと凌箔の心の支えになった。
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　襖が開く音がした。昔の事を思い出していた凌箔は夢から覚めたように顔を上げる。

　まだ、都に来て間もない頃の事を思い出していた。

　学問を教えにきてくれていた叢雲が、都になじめなかった自分に活を入れてくれた。

　あれからも何度もくじけそうになったが、叢雲に笑われたくない一心で、必死で頑がん張ばった。

　叢雲は、口が悪くて意地も悪かった。だけど都になじめず引きこもりがちになっているのを心配して、わざわざ様子を見に来てくれる面倒見のいい男でもあった。

　叢雲に認められたくて、学問も剣術も必死になって学んだ。

　それなのに……と唇くちびるを嚙かみしめる。

「お待たせしました、凌箔。あなたと直接お会いするのは初めてですね。ようやく私の誘さそいを受けてくださって嬉うれしく思っています」

　開いた襖から入ってきた男が正面に座った。男の事はよく知っている。

　正直、一生会いたくない相手だった。それでも、笑みを浮かべて彼を迎むかえ入れた。

「目的は同じく龍宝帝の失しつ脚きやくだ。やはりあなたと協力した方がいいと思ってな」

　顔には余よ裕ゆうの笑みを浮かべているが、心の中は嵐あらしが吹ふき荒あれている。

　大だい内だい裏りで行われた、青丞と里桜姫ひめの結けつ婚こんの儀ぎ。

　それは白桜が女であるという秘密を公表する為ため、自分が仕組んだものだった。

　手間も時間もかけて、じっくり秘密を公表する最高の場を用意した。そして大内裏に乗りこみ、いよいよ秘密を公表しようとした矢先、とんでもないものを目もく撃げきした。

　龍宝帝の背後にあった庭で、こちらをじっと見つめる男。

　その顔はこの六年間、一度も忘れた事はなかった。

　叢雲は……生きていた。

　無表情でじっとこちらを見つめる彼を目にして、頭が真っ白になって言葉を失った。

　その時の衝しよう撃げきは言葉には表せない。

　死んだ彼の復ふく讐しゆうをする為に生きてきた。それなのに彼は生きていて、しかも大内裏にいたのだ。もう誰が敵で誰が味方かもわからなくなった。俯うつむいていると、男が首を傾かしげた。

「どうかしましたか？」

「いや、少々考え事だ。今回の計画が万ばん全ぜんかどうかが気になっていて」

「あなたが考えた計画は、順調に進んでいますよ。それにしても、あなたが味方になってくれて本当によかった。ですが不思議です。今まで何度誘いをかけても拒きよ否ひしていたのに、どうして今になって私に協力する気になったんです？」

「……この世で一番大切なものに裏切られたからだ」

「え？　今何と仰おつしやいました？」

　呟つぶやきは、男には聞こえなかったようだ。目に強い光を宿して、顔を上げた。

「何でもない。それより、今日はあなたに重大な話があってきた。白虎家の白桜の事だ。あいつは、大きな秘密を抱えている。その秘密をうまく使えば、俺とあなたの念願が叶かなう」

　ほくそ笑むと、男が身を乗り出した。

「その秘密とはいったいなんです？」

　口にするのに、一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。これをこの男に話せば、おそらく大内裏を……いや、この国を吹き飛ばすほどの大嵐が起こるだろう。だがそれでもいいと思った。

「白桜の秘密とは……」

　告げた瞬間、男は目を大きく見開いて、驚きよう愕がくした。
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　白桜は神じん祇ぎ官かんの前庭にある舞ぶ台たいに立って、動きながら鈴すずの舞まいの振ふり付けを確かく認にんしていた。

　舞台へと上がってきた鵬玄が、辺りを見回してため息をつく。

「明日は四神祭だというのに、朱咒はまた練習に来ていないのか」

　練習を見てくれていた青丞が、眉まゆ根ねを寄せた。

「あいつは気まぐれだからな。どこかにふらりと遊びに行ったんだろう」

「だが今日で奉ほう納のう舞まいの練習は最後だぞ。明日はいよいよ本番だ。本番用の舞台で練習できるのは、今日が最後だというのに」

　鵬玄の心配する気持ちはよくわかった。如月と叢雲が同一人物だったという事は、青丞と鵬玄には言っていない。朱咒が考えさせてくれと言った以上、彼の答えを静かに待つつもりだ。

　しかし心には不安な気持ちが広がっている。

（やっぱり朱咒は説得するのが嫌なのかな。わたしに会うとまたいろいろ言われるから、練習に出てこないのかも）

　考え込んでいると、神祇官の扉とびらから誰だれかが慌てたように出てくるのが目の端はじに映った。

「お話し中すみません！」

　駆かけ寄ってきたのは扇夕と彼の従者だ。扇夕は青白い顔をしていて、小刻みに震ふるえている。

「どうかなさったんですか？　扇夕様」

　舞台を降りて駆け寄ると、扇夕が戸と惑まどうような顔をして何か言いたげに口を開こうとした。

　しかし言いあぐねているのか、再び口を閉じる。彼の背後にいた従者が一歩前に出た。

「扇夕様、私が話します。……今朝、扇夕様が四神がお告げをされる夢を見られたそうです」

「またですか!?」

　思わず目を見開いた。鵬玄が眉根を寄せる。

「いったい、どんな夢をごらんになったんですか？」

　扇夕が一度大きく息をついてから口を開いた。

「……四神が仰いました。『跡あと取とりにふさわしくない者がいるから、奉納舞を拒否する。音の鳴るものを、四神の力で崩ほう壊かいさせる』と」

　ひゅっと喉のどの奥で悲鳴を上げた。

（跡取りにふさわしくない者……？　それはもしかしてわたしか？）

　女である事を隠かくして、跡取りを名乗っている。

　そのせいで四神が奉納舞を拒否するとお告げを下したとしたら……。

　表情を強こわばらせて青丞と鵬玄に目を向ける。

　彼らは秘密を知っているが、顔色一つ変えていない。青丞が冷静な顔つきで腕うで組ぐみする。

「扇夕殿どの、それはただの夢だ。四神のお告げを聞けるのは帝みかどだけ。帝に何の関かかわりもないあなたが四神の夢を見るはずがない。神祇官の長官として四神祭を成功させなければと思うあまり、四神を夢に見るんだ」

「そう……ですよね」

　扇夕は納なつ得とくしたような言葉を発したものの、表情は暗いままだ。

　従者が扇夕を庇かばうように前に立った。

「ですが、扇夕様は二度も四神の夢を見て、そのお告げ通りの事が二度とも現実に起こっています。扇夕様の夢見の力は本物で、四神が祭りを拒否しているのではないかともっぱらの噂うわさです。もしそうなら、扇夕様は四神の使い。ですから……ひっ！」

　鵬玄が従者の胸むな元もとを摑つかみ、片手で軽々と持ち上げる。

　従者は足が地につかなくなって、一気に青ざめた。

「ぺらぺらとよく喋しやべる口だな。少しは黙だまっていろ」

　すごまれて、従者がカクカクと人形のような動きで頷うなずいた。

　鵬玄が手を離はなすと、従者がその場で尻しり餅もちをつく。

「音の鳴るものを崩壊させる……か」

　青丞が顎あごに手を当てて考え込んだ。鵬玄が眉根を寄せる。

「おい、信じる気なのか」

「信じてはいない。だが夢に見た事が二度も現実に起こったのは確かだ。祭りの邪じや魔まをしようとしている者が、夢の話を聞いてそれを実行している可能性がある。おそらく音の鳴るものとは楽器の事だ。念の為に楽器が無事か確かめておいた方がいい。本番は明日だからな」

「……わたしもそう思う。明日使う楽器は、雅が楽がく寮りように保管されているはずだ。見に行こう」

　何とか気を取り直して目を向けると、鵬玄が頷いた。

「わかった。では鍵かぎを借りてくる。ちょっと待っていてくれ」

　鵬玄が走っていくのを冷静な顔で見送ったが、心の中は嵐が吹き荒れていた。

（もし、もしもだけど、わたしが女だから四神が腹を立てて奉納舞を拒否しているなんて事があったら……わたしはどうすればいいんだろう？）

　四神の跡取りとしてその名に恥はじぬ行動を心がけてきた。後ろ暗い事は一度もしていない。

　跡取りとしてふさわしくあれるよう、できる事は何でもやるつもりだ。

　しかし女だというのが理由で四神が自分を拒否するとしたら、どうしようもできなかった。

　四神に、どうか自分を性別だけで拒きよ絶ぜつしないでほしいと心の中で祈いのりを捧ささげた。







　鵬玄が、借りてきた鍵で雅楽寮の楽器を置く部屋の錠じようを開けた。

「よかった、何ともないみたいだ」

　白桜は青丞と一いつ緒しよに中を覗のぞいてほっとした。笙しようや笛、琴ことや太たい鼓こが所ところ狭せましと並べられている。

　どれも壊こわれるどころか傷一つ入っていない。

　扇夕に顔を向けると、胸に手を当てて安あん堵どの笑えみを浮うかべている。

「では私の夢はやはりただの夢ですね。私としても、四神が奉納舞を拒否されているなんて、信じたくありませんでした。四神祭が成功するか心配ばかりしているから、こんな夢を見てしまうんでしょうね」

　扇夕の顔は久しぶりに見るような晴れ晴れとしたものだった。

　ほっとしつつも、まだ油断はできないと気持ちを引き締しめる。

「……楽器が無事で本当によかったです。ですが念の為ため、明日の本番までは見張りを置いた方がいいと思うんですが」

　心配なのは扇夕の見た夢を聞きつけて、誰だれかがその夢の通りに事件を起こしているのではないか、という事だ。もしそうなら、その誰かが楽器を傷付けるおそれがあった。

　鵬玄も同じ事を思ったのか、大きく頷く。

「そうだな。もし本番で楽器が使えなくなったら大変だ。俺の部下に見張りをさせよう」

　扇夕が鵬玄に向き直って、やや目を伏ふせた。

「そんな……。私の夢はただの夢なのですから、お手間をかけては申し訳ありません。祭りの準備で忙いそがしいのに、人員を割さいて頂くのは心苦しいです。……そうだ。こうしませんか。見張りは私の配下に命じます。明日まで寝ねずの番をしてもらいますので」

　鵬玄は腕組みしてしばらく考え込んでいた。

「確かに俺の配下はみんな、明日の祭りの警護で余よ裕ゆうがないな。……ではすまないが、扇夕殿に見張りの手配はお願いしよう」

「はい。お任せください」

　胸に手を当てた扇夕を見て、ほっと息をついた。

（よし、これで何とか無事に四神祭を行えそうだ。明日は頑がん張ばらなくては！）

　心の中で拳こぶしを握にぎって、明日の四神祭に思いを馳はせた。
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　まだ夜も明けきらないうちから、白桜は大だい内だい裏りを訪おとずれていた。

　今日はいよいよ四神祭が行われる。薄うす暗ぐらい中、神祇官の舞台に立って大きく息を吸った。

「いよいよ、今日が本番だ。この奉納舞に大学寮りようの改革が成じよう就じゆするかがかかっている。絶対に成功させてみせるぞ！」

　気合いを入れていると、ふいに背後から声がした。

「白桜、早いな」

　振り向くと、鵬玄だった。階段を上がって舞台に立ち、正面まで歩み寄ってくる。

「ああ、今日が本番だと思うと、眠ねむれなくて。屋や敷しきにいても落ち着かないから、大内裏に来たんだ。鵬玄こそずいぶん早く来たんだな」

「俺は三日ほど大内裏に泊とまっている。警護の指示を出すのに忙しくてな。……白桜。実は話があるんだ。どうしても四神祭の前に話しておきたくて」

　ふいに鵬玄の表情が真しん剣けんなものになった。

「何だい、改まって」

　微笑ほほえんだが、心臓がどきりと大きく鳴った。

　こんな表情の鵬玄を一度だけ見た事がある。

　あれはそう、秘密を知っていると打ち明けられ、好きだと告白された時だ。

「……前に、俺と青丞のどちらを選ぶかは、お前次し第だいだと話しただろう」

　愛いとしげに見つめられ、心臓の高鳴りが大きくなった。

「あ、ああ」

　青丞も鵬玄も自分を女だと知っている。そして二人とも、好意をもっていると告げてくれた。その返事はどちらも保留になっている状じよう況きようだ。

　はっきりした態度をとれなくて申し訳ないと思っているが、異性としてどちらが好きかなんてまだ自分でもよくわからなかった。

　俯うつむいていると、鵬玄が一歩近づいた。

　何だろうと思っていると、優やさしく抱だきしめられる。

「え!?　ちょ、ちょっと、鵬玄……！」

「しばらくこのままでいてくれ。……ずっと考えていた。お前が答えを出すのを待った方がいいだろうと。だが、俺はもう自分の気持ちを抑おさえられない……！」

　それは、いつも余裕のある態度で接してくれる鵬玄が、初めて見せる感情のほとばしりだった。身体からだに回された腕うではいつのまにか強くなっていて、痛いほどだ。

　どうしていいかわからなくて身を強こわばらせていると、鵬玄が髪かみに顔を埋うずめた。

「……今だけ本音を言わせてくれ。お前を青丞に渡わたしたくない。俺だけを見ていてほしい」

　きつくきつく抱きしめながら、鵬玄が言葉を続けた。

「お前が好きだ、誰だれよりも。お前の為なら、何でもできる。だから……俺を選んでくれ」

　苦しげな声は、鵬玄が本当にそう思ってくれていると実感できるほどの真剣みがあった。

　こんなに情熱的な鵬玄は、初めて見るかもしれない。

　戸と惑まどうと同時に、鵬玄を怖こわいと思った。

　腕の強さも、吐と息いきの熱さも、まったく知らない彼だ。

　胸の中にいると、汗あせと香こうの混じった彼の匂においがした。

　その匂いはとても心地ここち好よくて、頭がくらくらする。

　今まで親友で何でも言い合える仲だと思っていたから、彼のこんな姿を見て動どう揺ようした。

「ちょ、ちょっと待って……」

　腕から逃のがれようとしたが、鵬玄は放してくれなかった。

　今まで何でも願いは聞いてくれていたのに、今は違ちがう。

　彼がまったく別人に見えて、恐きよう怖ふのあまり、じわりと涙なみだが滲にじんだ。

　それに気付いたのか、鵬玄が少しだけ身体を離はなして、人差し指で浮かんだ涙を掬すくう。

　そのままその指が頰ほおに触ふれた。

　いつのまにか両手で頰を包まれて、すぐ間近からじっと見つめられた。

「俺を選んでくれ。そうしたら、お前のすべてを俺のものにしたい。……だめか？」

　強ごう引いんだけど、愛しげな響ひびきを持つ声だった。

　そんな積極的な事を言うなんて、信じられなかった。

　彼の声こわ色いろはいつになく艶つやがあって、とても情熱的だ。

　頰に当てられた手の熱さで、火傷やけどしそうな気がした。

「わたしは……」

　声に出しかけたが、何て言っていいのかわからず言葉が途と切ぎれた。

（わたしは、鵬玄も青丞もどちらも大切だ。どちらかを選ぶなんて……）

　どちらかを選んでしまえば、どちらかを失ってしまう気がして、考えるのをいつも後回しにしていた。
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　だが自分が逃にげているせいで、鵬玄はいつにない態度をとるほど思い詰つめたのだろうか。

　そう思うと、逃げてばかりではだめだと思った。

　頰に当てた手を離し、もう一度ぎゅっと抱きしめてから、ようやく鵬玄が解放してくれた。

「すまない。こんな事を言ったら悩なやむだろうとわかっていた。だがもう待てないんだ。……祭りが終わって落ち着いたらでいいから、俺と青丞のどちらを選ぶのか返事をくれないか？」

　苦しい選せん択たくだ。自分でもどちらを選べばいいのかなんてわからない。

「……わかったよ、鵬玄。今度こそ、逃げずに自分の気持ちに向きあうよ」

　それでも、居い心地ごこちのいい関係に甘えてばかりはいられない。

　鵬玄が微笑んで、ありがとうと呟つぶやいた。
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　朝日が昇のぼって、舞ぶ台たいにちらほらと準備の為ために人が集まり始めていた。

　白桜は、観客席に座りながら舞台を見上げて、ぼんやりしていた。

（青丞と鵬玄のどちらかを選ぶ……か。どちらも大切だし、どうしたらいいんだろう）

「白桜、ちょっとこっちに来てくれ！」

　悩んでいると、ふいに背後から声が聞こえた。

　走り寄ってきたのは鵬玄だ。さきほどの事が頭から離れなくて、どんな顔をしようかと思ったが、ずいぶんと逼ひつ迫ぱくした雰ふん囲い気きを醸かもし出しているのを見て表情を引き締しめた。

「どうしたんだ？」

　鵬玄が無言で手招きしたので、慌あわてて彼についていく。向かったのは、雅が楽がく寮りようだった。

　建物の前まで来て、嫌いやな予感が頭をよぎる。

　鵬玄に続いて建物に入り、昨日と同じ廊ろう下かを進む。

　この先の部屋に何があるかは、昨日も確かく認にんしていた。

「これは……！」

　部屋の前には青丞と扇夕がいた。彼らと一いつ緒しよに部屋の中を見回して呆ぼう然ぜんとする。

　ここには四神祭で使う楽器が置いてあった。どうやら部屋で火事が起こったようで、楽器は見るも無む惨ざんに焼けている。焦こげた臭においが充じゆう満まんしていて、思わず鼻を押さえた。

　壁かべや床ゆかがすすで真っ黒になっている部屋に慌てて入ろうとすると、鵬玄に腕で制された。

「足もとが危ないから入るな」

　よく見ると、床は焼け焦げた楽器の残ざん骸がいで足の踏ふみ場もなかった。

「いったい、いつのまにこんな事になったんですか？」

　青丞に顔を向けると、その背後に立っている二人の武官に目が留まった。

「あなたがたは確か、舞まい装しよう束ぞくが破られた時にも見張りをしていましたよね？」

　彼らには見覚えがあった。青白い顔をした扇夕が頷うなずく。

「はい。彼らは神じん祇ぎ官かんでも一番腕が立って信用できるので、私が昨日ここを見張るようお願いしたんです。彼らが言うには、さきほど部屋から急に煙けむりが上がって、慌てて鍵かぎを開けて入ったら、すでに楽器が燃えていたそうです」

　あまりの事に愕がく然ぜんとして言葉が出なかった。部屋には明かり取りの窓一つなく、出入りできるのはこの戸だけ。そこは見張っていたし、鍵もかかっていたのに室内で火事が起きた。

（これはつまり……三度目の扇夕様の夢も現実になったという事か？　扇夕様が夢で見た通り、四神は奉ほう納のう舞まいを拒きよ否ひしているんだろうか。その理由は、わたしが女だから……？）

　そう思うと、身体の力が抜ぬけてへたり込みそうになった。

（だめだだめだ！　しっかりしろっ。わたしの髪も瞳ひとみも、跡あと取とりとしての色に変わっているんだ。これは四神がわたしを跡取りとして認めた証しよう拠こなんだ！）

　足に力を入れる為、自分を叱しつ咤たした。衝しよう撃げきを受けて倒たおれている暇ひまはない。

「……まずは楽器を何とかしなくては」

　自分が跡取りとしてふさわしくないのかとか、本当に四神の夢が現実になったのかとか、考える事はいっぱいある。

　だけど今は目の前の四神祭を成功させる事が先決だ。青丞が頷く。

「ああ、俺もそれを考えていた。しかし奉納舞に使う楽器はかなり種類もあるし、数も多い。奉納舞が行われるのは正午だ。それまでに楽器を揃そろえるなんて……」

「できます」

　声を上げたのは扇夕だった。みんなでいっせいに見つめると、扇夕が胸に手を当てた。

「私の夢はただの夢だと自分でも思ったんですが、どうにも気になって。もしも楽器に何かあったら奉納舞ができないと思ったので、念には念を入れて、昨日のうちに楽器を手配しておきました。何もなければ取り越こし苦労ですむので、黙だまっていようと思いましたが」

「本当ですか？　扇夕様！」

　地じ獄ごくに仏とはまさにこの事かもしれない。

「ええ。楽器は神祇官に確保してあります。楽人の方々に早めに来て頂いて、楽器に慣れる為に練習してもらいましょう。使い慣れていないと、演奏しにくいでしょうから」

　穏おだやかな見た目とは違ちがって、扇夕はいざとなるとてきぱきと動けるようだ。

　鵬玄が気を取り直したように頷いた。

「では、手配した楽器を使わせてもらおう。……しかし、この部屋は見張りを立てていたし、この戸以外に出入り口はない。火の気もなかったはずなのに、どうして火事が起きたんだ？」

　それは大きな疑問だった。扇夕の背後にいた従者が恐おそれおののいた表情でぶるりと震ふるえる。

「扇夕様の夢が現実になったんだ。やっぱり、四神が奉納舞を拒否されているんだ……」

「馬ば鹿かな事を言うな！」

　青丞に一いつ喝かつされても、従者は首を振ふった。

「ですが、夢が現実になるのはこれで三度目ですよ。二度目までは偶ぐう然ぜんで片付けられたとしても、三度目はそうはいきません……！」

「静かにしなさい」

　扇夕が従者の肩かたに手を置いた。そしてじっと目を見つめる。

「私も夢に見た事が現実になって混乱している。しかし、四神の跡取りは素す晴ばらしい方々ばかりだ。奉納舞の練習も必死になってされてきた。四神が舞を拒否するなんてありえない」

　庇かばってくれるその気持ちがありがたかった。一度は扇夕の夢が狂きよう言げんで、彼が夢で見たと言った内容の事件を自分で起こしているのではと思った事があった。

　しかしそれはやはり自分の勘かん違ちがいだったと反省する。

　もし彼が自分で事件を起こしたとして、何の得があるのかわからない。もし四神祭を妨ぼう害がいしたいのだとしても、楽器を燃やしておいて、その予備を手配するはずがない。

　扇夕が胸に手を当てて、こちらに顔を向ける。

「皆みなさん、これは不幸な事故です。ですが、事故は皆さんの努力と知ち恵えで乗り越えられます。今日の祭りをやり遂とげて、皆さんが跡取りとしてふさわしいと世間に知らしめてください」

　扇夕の力強い言葉に、みんなで頷いた。
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　雅楽寮の楽人達が総出で笛や太たい鼓こを奏かなでて、大だい内だい裏りは賑にぎやかな祭りの雰囲気に包まれていた。

　白い着物に赤い袴はかまを身につけた巫女みこ達の行列が大内裏を練り歩き、大きな歓かん声せいが上がっている。その様子を見ていた白桜は、隣となりにいた青丞に目を向けた。

「いよいよ四神祭が始まりましたね」

　今いるのは、大内裏の西側にある宴えんの松まつ原ばらという広大な庭だ。そこにはたくさんの貴族達が訪おとずれ、演奏が流れる庭で用意された食べ物と酒に舌した鼓つづみを打っている。

「そうだな。祭りが無事終わるまで、気を抜かないようにしないと。……白桜、もうすぐ奉納舞が始まる時刻だ。そろそろ着き替がえておいた方がいい。鵬玄は見回りをしてから着替えると言っていたから、先に行こう」

　青丞に促うながされて、一緒に雅楽寮へと足を向けた。人ひと混ごみをかきわけてどうにか雅楽寮に辿たどり着き、舞装束が置かれている部屋へ行くと、武官達が四人ほど見張りの為か詰めていた。

「御ご苦く労ろうだな。……白桜と内密の話を部屋でするから、しばらく外に出ていてくれ。……ああ、声が漏もれて聞かれるとまずい内容だから、すまないが建物の外まで出ていてくれ」

　青丞が武官達を部屋から出し、廊下の向こうに消えるのを見届けてこちらに向き直った。

「近くに武官達がいたら気になって着替えにくいだろう。俺が部屋の外で見張っているから、安心して着替えるといい」

　口早に話して、すぐに部屋を出て行く。細やかな気き遣づかいに感謝した。

「助かったな。……青丞は本当にわたしの事を思って手助けしてくれるな」

　着物を脱ぬいで衣装を手に取り呟つぶやいた。頭を占しめているのは、鵬玄の言葉だった。

「青丞と鵬玄、どっちかを選ばないといけないのか。わたしはいったい、どっちが異性として好きなんだろう……」

　考えに没ぼつ頭とうしていると、ふいに廊下の方から声がした。

「青丞、何をしているのだ。どうして部屋に入って衣装に着替えない？」

　聞こえた声に飛び上がりそうに驚おどろいた。それはこの国を統すべる龍宝帝の声だ。

（な、何で、主上が雅楽寮にいるんだ!?）

　着物を脱いでいたので裸はだかだった。焦あせっていると、青丞の戸と惑まどったような声が聞こえる。

「いえ、今はちょっと……」

「白桜はどうした。一緒に雅楽寮に入っていくのを見かけたから、追いかけてきたのだぞ。お前達が舞装束を着たところを早く見たくてな」

「主上、お忍しのびで歩くのはやめてください。また如月が大おお騒さわぎして捜さがしていますよ」

「かまうものか。それよりも、白桜は部屋か？　もしや一人で着替えているのか？……ああ、そういえば白桜は身体からだに傷があるから、裸を見られるのを嫌がるというのを聞いた事があるな。まったく、男のくせにそんな事を気にして。白桜、入るぞ！」

（ひぃぃぃぃぃぃ！）

　心の中で悲鳴を上げてしゃがみ込んだ。すぐに着物を羽織ろうとしたが、一いつ瞬しゆん早く戸が開く。

「おお、白……」

「だめです！」

　ガタッと大きな音を立てて、戸が閉まった。

「何をする、青丞。白桜と話がしたいだけだ」

「そんな事より、さっさと紫し宸しん殿でんへ戻もどってください。ただでさえ、如月は祭りの進行で忙いそがしいのに、余計な仕事を増やしてはいけません。さあさあさあ！」

　追い立てるような青丞の声とともに、足音が遠ざかっていくのが聞こえた。

　完全に足音と声が聞こえなくなるまで待って、ようやく大きく息をつく。

「うわぁぁぁぁ。びっくりした！　一瞬戸が開いたけど、今の様子だとわたしの事が目に入る前に青丞が戸を閉めてくれたみたいだ。助かった……！」

　いきなりの龍宝帝の登場に心底肝きもが冷えた。握にぎった手が汗あせでびっしょりになっている。

「急いで舞装束に着替えよう」

　着物に手を通し、青丞がいてくれてよかったと心の底からほっとしていた。







　白桜は白虎の姿が背に刺し繡しゆうされている舞まい装しよう束ぞくを身につけ、神じん祇ぎ官かんに向かっていた。

　青丞は龍宝帝を紫宸殿に連れて行ってさきほど戻って来たが、今から着替えるので先に舞ぶ台たいに行っていろと言われた。

　歩きつつ、もうすぐ本番だと思うと、不安が心をよぎる。

「朱咒との鈴すずの舞、うまくいくかな。あれから朱咒と会ってないんだよな」

　如月が叢雲だとわかって、朱咒に親友なら彼を説得するべきだと言った。

　余計な事だったかもしれないが、あのままでは如月は心に大きな傷を受けると思った。

　考えると言ったまま、朱咒は大内裏に姿を見せていない。

　さすがに今日は来るだろうが、顔をあわせたら何と声をかけていいのかわからなかった。

　舞台では巫女達の舞が始まっているようで、笛と太鼓の音が聞こえてきている。貴族達はみんな舞台の方へ行っているらしく、神祇官の裏庭にあたるこの辺りには人ひと影かげがなかった。

　悩なやみつつも歩いていると、神祇官の裏口から扇夕が出てくるのに気付いた。

「扇夕様。今朝はありがとうございました」

　声をかけると、扇夕がはっとして立ち止まった。

　よく見ると顔色が優すぐれなかった。その様子を見て、嫌いやな予感がする。

「何かあったんですか？　まさか……」

　今まで何度か扇夕は四神の夢を見たと言った。その時の彼と今の彼は、まさに同じ表情だ。

「……昨夜、楽器の手配をしたりして寝ねていなかったので、少し仮か眠みんを取ったんです。そうしたら、夢を見ました」

　その夢がどんなものなのか想像がついて、心臓がどくんと大きく鼓こ動どうを打った。

「四神の夢、ですか？」

　扇夕が小さく頷うなずく。ちょうどその時、背後から声が聞こえた。

「ああ、やっと追いついた。……白桜、どうかしたのか？」

　背に天に向かって昇のぼる青せい龍りゆうの姿を刺繡した、青い地の舞装束を着た青丞が駆かけ寄ってきた。

「扇夕様が、今また四神の夢を見られたそうです」

　青丞が眉まゆ根ねを寄せ、扇夕へと向き直る。

「どんな夢ですか？」

「……言えません」

　扇夕が苦しげに表情を歪ゆがめて俯うつむいた。辛つらそうな様子が伝わってきて、胸が痛くなった。

「どうして私がこんな夢を見るのでしょう。私はもう、青龍家とは関係がない身なのに……」

　呟くような声は、耳をすまさないと聞こえないほど小さかった。

「〝もう、青龍家とは関係がない〟というのはどういう意味ですか？　その言い方だと、今は関係ないけれど、以前は何か関かかわりがあったみたいに聞こえますが」

　鋭するどく聞き返すと、扇夕が驚いた顔をして慌あわてて口元に手を当てた。

「な、何でもありません」

　目を伏ふせた扇夕を見て、青丞が言葉を選ぶようにしてゆっくりと口を開く。

「……あの噂うわさは本当なのか？」

　噂とは何なのかさっぱりわからなかったが、扇夕には通じたようだ。

　すぐに顔を上げて、目を見開いた。

「知っているのですか？」

「やはりそうか。あなたが青龍家の血を引いているという噂は本当だったんだな」

「扇夕様が、青龍家の？」

　突とつ然ぜんの話に、二人の顔を交こう互ごに見る。青丞がゆっくりと頷いた。

「父に年の離はなれた弟がいるらしいと聞いた事があった。先代の帝みかどの子どもだが、事情があって青龍家の者だと名乗れないのだと。その弟がどうやら大内裏で役職についているともな」

　青丞が扇夕に目を移す。

「それが誰だれなのかまでは知らされていなかったが……。扇夕殿どのが父と顔立ちが似ているという噂があってな」

　扇夕の顔をじっくりと観察した。

（……あ！　そう言われてみれば、確かに顔立ちは似ているかも。でも主上は男らしい感じで、扇夕様はどこか儚はかない印象がある。二人とも雰ふん囲い気きがぜんぜん違ちがうからわからなかった）

　目を瞬またたかせていると、扇夕が顔を曇くもらせた。

「私の母はある貴族の娘むすめで、先代の帝に側室にと望まれましたが、家族に反対されて。でも母と父は家族に内ない緒しよで逢おう瀬せを重ねて、私が生まれたんです」

「側室にと望まれて、それで家族が拒きよ否ひしたんですか？」

　帝のお召めしを断るなんて、普ふ通つうならありえない事だった。

「ええ、いろいろと事情があったようで、母は一人で私を産みました。父は私を引き取りたいと申し出てくださったようですが、家族が反対したらしくて。それで私が龍宝帝の弟だというのは、世間には知られていないんです」

　事情というのがどんなものか気にはなったが、今はそれを聞いている暇ひまはなかった。

「では扇夕様は、まったく四神の一族と関係がないわけではないですよね。それなら、四神の夢を見たのだって、偶ぐう然ぜんとは言えないかもしれない」

　自分で口にした言葉に、震ふるえが走った。

　四神の声を聞けるのは帝だけ。

　だから四神の一族と関係のない扇夕が夢を見て、そのお告げ通りの事が起こったとしても、それを利用した犯人がいると思っていた。

　しかし、扇夕が四神の一族だとすれば話は別だ。一族の血を引いているなら、四神の声が聞こえたとしても、ただの夢だと言い切れなくなってくる。

（もしかしたら、四神は本当に女のわたしを跡あと取とりとは認めないと怒おこっているのかもしれない。だから舞台の床ゆかが崩くずれたり、衣装が引き裂さかれたり、楽器が燃えたりしたのかも……）

　自分のせいで、四神祭が失敗に終わる。

　それはすなわち、大学寮りようの改革が大おお幅はばに遅おくれる事を意味していた。

「いったい、どんな夢を見たのですか？」

　聞くのは怖こわかったが、それでも勇気を出した。扇夕が意を決したように顔を上げる。

「四神は仰おつしやいました。『跡取りにふさわしくない者がいる。祭りを中止せよ。さもなくば、我が怒いかりを受け、大災害が起きるだろう』と」

　跡取りにふさわしくない者、と言われて血の気が引いた。

　今まですべて現実になっている扇夕の夢を聞いて、愕がく然ぜんとして言葉を失った。
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「おい、聞いたか。扇夕様がまた四神の夢を見られたそうだ」

「ああ、扇夕様は青龍家の血を引いているらしいぞ。だったら、四神の夢は本物じゃないか」
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　さきほどの事が、もう噂になっているようだ。

　白桜は舞ぶ台たい裏で待機しながら、楽人達の話に聞き耳を立てていた。

「四神の跡取りにふさわしくない者がいるって話だぞ。いったい、四人のうちの誰が……」

「おい、くだらない噂話を面おも白しろがっている奴やつは誰だ」

　青丞の凜りんとした声に、ざわついていた舞台裏が一気に静まり返った。

「誰にそんな話を聞いた？」

　静かな声だが、迫はく力りよくがあってたじろぐほどだった。楽人達の目が怯おびえたように泳いだ。

「えっと、あの、扇夕様の従者が話していて……」

　扇夕の従者の顔を思い出す。彼はどうやら、扇夕の身の回りの世話をしているらしい。

　よく喋しやべる男だから、扇夕が夢を見たのを聞いて誰かに話したのだろう。

　それが一気に広まったようだった。青丞が冷たい視線を楽人達に送る。

「もうすぐ奉ほう納のう舞まいが始まるが、変な噂を信じているなら、演奏はしなくていい。お前達の代わりはいくらでもいる。主上の御ご前ぜんで演奏できる機会を狙ねらっている者がたくさんな」

　演奏で主上の目に留まれば、楽人達の出世にかなり有利になる。

　その機会を逃のがすほど、彼らは愚おろかではないようだった。

「す、すみません！　誠心誠意演奏させて頂きます」

　頭を下げて、彼らはそそくさと舞台裏から出て行った。

　それを見送って、辺りに誰もいないのを確かく認にんすると、ついため息が漏もれた。

「おい、扇夕殿の夢はただの夢だ。気にするなと何度も言っただろう」

「でも青丞、扇夕様は青龍家の血を引いているんですよ。それに今まで三度四神の夢を見て、三度とも現実になっている。四度目の夢が現実になってもおかしくないです」

　俯うつむき加か減げんになって、そっと声をひそめた。

「……それに四神の跡取りにふさわしくない者がいるとすれば、それはわたしです。わたしは本当は跡取りになる資格なんかないのに。四神がお怒りになるのは当然です」

　暗い声と同じく心にも暗雲が立ちこめている。もし自分のせいで祭りで大災害が起こったらと思うと、いてもたってもいられない気持ちになった。

　ふいに青丞に肩かたを摑つかまれ、軽く揺ゆさぶられた。

「しっかりしろ。お前は白虎家の跡取り白桜だ。お前が誰よりも跡取りとして正しい行動をしようとしているのは俺が一番よく知っている。自信を持て」

　じっと見つめる真しん摯しな眼まな差ざしからは、青丞が本気でそう思っていると伝わってきた。

「それに、扇夕殿が青龍家の血を引いていたとしても、彼は帝ではない。四神がお告げを直接下すのは帝にだけだ。扇夕殿が夢を見たのは、ただの偶然だ」

　青丞が一つ一つ言い聞かせるように、ゆっくりと話を続けた。

「お前は跡取りとしてふさわしい。だから堂々としていろ。大災害なんて起きはしない。改革に反対している奴らが、扇夕殿どのが見た夢を利用して、その通りに事件を起こしているだけだ」

　それは以前から疑っていた事ではあった。舞台が崩れた時、床には細工したような跡あとがあった。衣い装しようも楽器も、四神の怒りに見せかけた誰だれかの仕し業わざかもしれないと。

　心の中には、自分が女だから四神が祭りを拒否しているという気持ちがまだある。

　しかしその気持ちを首を振ふって追い払はらった。

「わたしは、白虎家の跡取り白桜。この髪かみも目の色も四神が跡取りだと認めたから変化した」

　そう言ってくれたのは鵬玄だった。そして青丞は扇夕の夢はただの夢で、祭りの妨ぼう害がいをしている何者かがいると力強く言ってくれた。

　気持ちを奮い立たせて顔を上げた。ここで悩なやんでいても何も始まらない。

「……もし祭りの妨害をする何者かがいるとしたら、扇夕様が見た四度目の夢の話を聞きつけて何か仕し掛かけてくるかもしれない。大災害というからには、かなり大きな何かが起こるかも」

「ようやく本調子になったようだな。扇夕殿の四度目の夢の噂うわさはもうずいぶん広まっているようだ。敵が何かしてくるとまずいから、俺は鵬玄の所に行って事情を話してくる。不ふ審しん者しやがいないかどうか見回りを厳しくしてもらわないと」

　鵬玄は祭りの警護の責任者で、奉納舞のぎりぎりまで武官達と大だい内だい裏りの見回りをしていた。

「わたしも行きます」

「お前はここにいろ。奉納舞に集中するんだ。肝かん心じんの奉納舞を失敗したら何にもならないぞ」

　青丞がぽんっと頭を軽く叩たたいた。

「警護は俺と鵬玄に任せておけ。しっかりぎりぎりまで練習しろよ。……大だい丈じよう夫ぶ、お前ならできる。一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

　青丞が微笑ほほえんだ。いつも見慣れている笑え顔がおなのに、なぜか心臓が飛び跳はねる。

（か、顔が一気に熱くなったぞ！　きっとわたしの顔は真っ赤だっ）

　恥はずかしくて、つい俯いた。青丞は気付かなかったのか、背中を向けて去って行く。

　それを見送りながら、大きく息を吐はき出して気持ちを落ち着けた。

「どうしたんだ、わたし！　しっかりしろ。もうすぐ大事な奉納舞が始まるんだぞ」

　自分に気合いを入れたが、青丞の微笑みが頭から離はなれなくて、更さらに顔が赤くなった。
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「やあ、衣装が似合っているね」

　白桜は頭の中で奉納舞の手順を確認していた。

　声をかけられて振り向くと、真っ赤な舞まい装しよう束ぞくを身につけた朱咒が立っている。

「朱咒、今までどこにいたんですか。練習にも出てこないし、屋や敷しきまで様子を見にいったのに帰っていないと言われて、心配していたんですよ」

　慌あわてて駆かけ寄ると、朱咒が苦く笑しようした。

「奉納舞までには戻もどると伝言を頼たのんでおいたはずだけど」

「そうですけど、こんなにぎりぎりまで姿を見せないとは思わなくて……。わたしに怒おこっているかもしれませんが、奉納舞には大学寮りようの改革がかかっているんです。本番の舞台でだけは、どうかわたしにあわせてもらえませんか」

　深々と頭を下げた。朱咒の舞の腕うでは相当なもので、彼にあわせて踊おどりたいのは山々だ。

　しかしそこまでの技量が自分にはない。

　だから彼が本気を出して踊るとついていけなくて、動きがあわなくなる。どれだけ練習しても、たった二ふた月つきでは幼い頃ころから舞をたたき込まれている彼には追いつけなかった。

「わかっている。この大切な場面で自分の感情を優先するほど馬ば鹿かじゃない。それに……」

　朱咒が笑みを浮うかべた。それは久々に見る心の底からの笑みだった。

「あれからじっくり考えた。そして……君の言う事が正しいかもしれないと思った」

「ほ、本当ですか？」

　朱咒がゆっくりと頷うなずく。その瞳ひとみは落ち着いた色を湛たたえていた。

「ああ、このまま凌箔と皐月が捕つかまって処しよ刑けいになったら、如月は表向きは平気な顔をしているだろうけど、心の中では深く傷付くだろう。大学寮で同室だった時、あいつはよく言っていた。年の離れた弟がいて、とても可愛かわいいんだと。弟を守るのは、自分の役目なんだと」

　朱咒が何かを思い出すかのように遠い目になった。

「そして、こうも言っていた。四神の跡あと取とりの一人に学問を教えていて、その子はとても傷付きやすいけど、素す直なおな子なんだと。そう言った時のあいつは、とても優やさしい目をしていた」

　朱咒がこちらに視線を戻した。その瞳には、強い決意が窺うかがえた。

「だから、私は決めたよ。奉納舞が終わったら、あいつに二人を説得するよう話をする。如月は頑がん固こで一度決めた事は曲げないけど、君と私でしつこくつきまとおうじゃないか。そうしたら、根負けするかもしれないし」

　朱咒らしい言い方に、つい吹ふき出した。二人で笑いあい、そしてぽんっと肩を叩かれる。

「さあ、君にあわせてわざと下手へたに踊らないといけないから疲つかれるけど、頑張ろうか。そうそう、わざと下手に踊る代わりに、あとでその可愛くて柔やわらかい頰ほおに口付けさせてね」

　片目を瞑つぶった朱咒に、にっこり笑い返した。

「口付けはだめですが、成功したら喜びの握あく手しゆぐらいはしましょうね」

「ええーっ。けちだなぁ」

　朱咒と笑いあったおかげで、肩の力が抜ぬけた。

（よかった。朱咒とまた普ふ通つうに話せるようになって。さあ、もうすぐ本番だ。絶対に奉納舞を成功させてみせるぞ！）

　舞で使う鈴すずを手にして、自分に気合いを入れた。
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　シャンシャンシャン！

　舞ぶ台たいに一列に並んだ巫女みこ達が、手に持った鈴のついた棒をいっせいに振った。

　白桜はその様子を舞ぶ台たい袖そでからじっと見つめていた。

　神じん祇ぎ官かんの前庭に作られた舞台の正面には、四神を祀まつった社がある。

　その社に向かって、巫女達が膝ひざをついて鈴を鳴らし祈いのりを捧ささげた。

　荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされるように、舞台と観客席が静けさに包まれる。

　その一いつ瞬しゆんあとに、ドン！　と大きく太たい鼓こが鳴った。

　それが合図だった。

　舞台袖に戻った巫女達と入れ替かわるように、金細工が施ほどこされた天てん冠かんを被かぶり背に一族が祀る白虎の姿が刺し繡しゆうされた舞装束を着て、すりあしで舞台へと躍おどり出る。

　反対の舞台袖から出てきた朱咒と目を見合わせると、空気を切り裂さくような甲かん高だかい笛の音が鳴り響ひびいた。それと同時に鈴がついた棒を大きく振って、シャン！　と鳴らす。

　社と舞台の間には腰こし掛かけが置いてあり、観客達が大勢座っている。

　彼らの視線を一身に浴びながら、緩ゆるやかな動きで、時に力強く足を踏ふみ、時にしなやかな動きで持っている棒を振って鈴を鳴らし舞まい踊った。

　奉ほう納のう舞まいは神への祈りと託たく宣せんを賜たまわる為ために行われるものだ。

　今回は、大学寮の改革を行ってもよいかと、四神へ伺うかがいを立てる為に行われる。

　これが成功すれば、夢に大きく一歩近づく。そう思うと、身体からだがかちこちになるような緊きん張ちよう感かんも、うまく踊れるだろうかという不安も吹き飛んだ。

（四神よ。お願いです。大学寮の改革を受け入れてください。どうか夢を叶かなえてください）

　その思いを胸に、精いっぱい踊りきり、最後は朱咒と一緒にシャンと鈴を鳴らして膝をついた。そして社に向かって深々と頭こうべを垂れる。

　途と端たんに観客席から、舞台が揺ゆれるほどの大きな拍はく手しゆと歓かん声せいが巻き起こった。

「素す晴ばらしい舞だった。よくここまで頑張ったな」

　観客席の真ん中にいた龍宝帝が満足そうな声を上げた。嬉うれしくて、朱咒と一緒に大きくおじぎする。歓声が鳴り止やまない中、二人で舞台裏へと戻った。

「よかった、成功して……」

　観客の目がなくなった途端、緊張の糸が切れてその場に頽くずおれそうになった。

　朱咒がさっと手を出して、支えてくれる。

「まだ気を抜いちゃだめだよ。青丞と鵬玄の剣けんの舞が終わったら、もう一度四人で扇おうぎの舞を踊るんだから」

　頷いて、何とか立ち上がる。

　朱咒が渡わたしてくれた手ぬぐいで汗あせを拭ぬぐっていると、舞台から演奏が流れ始めた。

「剣の舞が始まったみたいだ」

　こっそり舞台の方を覗のぞくと、青丞と鵬玄が手に持った太刀たちを優ゆう雅がに、そして力強く動かしながら舞っていた。太刀をあわせて視線を交かわし、大きな動きで離れて舞装束の裾すそを大きくなびかせながら回転する。呼吸がぴったりあっていて、思わず感かん嘆たんの息が漏もれた。

「かっこいい……かも」

「かっこいい？　どっちが？」

　朱咒がわくわくした様子で顔をのぞき込んでくる。

「いえ、何も言ってないです」

「噓うそをついてはだめだよ。ちゃんと聞こえたんだから。ずっと聞こうと思ってたんだけど、青丞も君の秘密に気付いたと伝えたんだろう？」

　問いかけられて、言葉を詰つまらせた。朱咒が肩かたを竦すくめる。

「やっぱりそうか。君と青丞の様子が以前と少し違ちがうなと思っていたんだ。君が私を選んでくれないのは悲しいけど、涙なみだを吞のんで恋れん愛あい相談に応じるよ。色事は得意分野だ。さあ、白桜。心に素直になってごらん。今、君は青丞と鵬玄のどちらを見て、かっこいいと思ったんだい？」

　ぐいぐい詰め寄られて、頭の中は大混乱だ。

「どっちって言われても、二人ともかっこいいなって。ああ、もちろん、それは異性としてではなくて、舞っている姿が素す敵てきだという意味ですよ！　わたしは『男』なんです。同性として彼らをかっこいいって思っただけです！」

　正直な気持ちだったが、朱咒のお気には召めさない答えだったようだ。

　口を尖とがらせてありありと不満げな表情をしていた。

「そういう色気のない話を聞きたいわけじゃないんだよ。……じゃあ、たとえばここに『里桜姫ひめ』がいたとする」

　里桜姫とは、自分の女性としての名だ。

　秘密を知らない人には、白桜と里桜姫は姉弟きようだいだと説明していた。

「里桜姫は、鵬玄と青丞のどちらを好きなんだろうね」

　その問いは、自分に何度も質問していたが、未いまだに答えは出ない。

「どちらと言われても……」

　言葉に詰まると、朱咒がふいに真しん剣けんな表情になった。

「白桜、こんな事を私が言う筋合いではないかもしれないけど、青丞も鵬玄も本気で君が好きだ。君もそれは知っているんだろう？　だったら、その気持ちに向きあうべきだと思う」

「……わかっています。祭りが終わって改革の勅ちよく旨しが下されたら、よく考えてみようと思っているんです。今のままではいけないですし」

　鵬玄にどちらを選ぶか、祭りが終わったら聞かせてくれと言われている。

　今はまだ祭りに集中しているが、終わったら考えようと決めていた。

「そう。わかっているならいいんだ。何か協力できる事があったら言ってくれ。この国で一番恋愛に詳くわしいのは、間ま違ちがいなく私だ」

　片目を瞑った朱咒に苦く笑しようした。彼はこの国で一番女性にもてるという噂うわさだ。

　確かに恋愛面ではいろんな経験をしていそうだった。

「ええ、その時はよろしく……」

「鵬玄様……！　大変です！」

　背後から聞こえた緊きん迫ぱくした声に、慌あわてて振ふり向いた。駆かけ込んで来たのは、衛兵だ。

「鵬玄は舞台だ。急ぎの用事なら、私に」

　朱咒の目が真剣みを帯びた。衛兵は朱咒のもとまで駆けてきて、荒あらく息をつく。

「火事が……火事が起きました！」

　その言葉とともに、扇夕の四度目の夢の内容が頭の中を駆け巡めぐった。

『祭りを中止せよ。さもなくば、我が怒いかりを受け、大災害が起きるだろう』その夢が現実になったのではと愕がく然ぜんとして、大きく目を見開いた。
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　白桜は重い舞まい装しよう束ぞくを脱ぬぎ、身軽な単ひとえの姿で大だい内だい裏りの西にある典てん薬やく寮りようにやってきた。

　典薬寮は治ち療りようや調薬を行う所だ。その建物から、白い煙けむりが上がっている。

　建物の周りでは、衛兵達が水をいれた桶おけを手にして消火をしていた。

　辺りでは叫さけび声と怒ど号ごうが響き、まるで地じ獄ごく絵え図ずのようだった。

「いったい、何があったんですか！」

　典薬寮を見上げて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたのは扇夕だ。彼に駆け寄って、肩に手を置いて揺さぶった。扇夕がようやくこちらに気付いたのか、青白い顔を向けて唇くちびるを震ふるわせる。

「……私もたった今知らせを受けて駆けつけたところです。薬を保管していた部屋から火が出たようです。典薬寮の方々は奉納舞を見に行っていて、建物には鍵かぎをかけて誰だれも入れなかったはずなのに。……やはり、夢は本当だったんだ！　四神は祭りを拒きよ否ひされている！」

　頭を抱かかえて膝から頽れた扇夕が、地面にうずくまって震える声で叫んだ。

　火事に気付いて集まっていた貴族達がざわつく。

「……おい、やっぱり扇夕様の夢は当たったみたいだぞ」

「跡あと取とりにふさわしくない者がいるから、四神は祭りを拒否しているらしいぞ。いったい、四人のうちの誰が跡取りにふさわしくないと言うんだ」

　こそこそとした話し声が聞こえ、視線が痛いほど突つきささった。

（跡取りにふさわしくないのは、どう考えてもわたしだ）

　息が止まりそうになった。心臓が早はや鐘がねを打って、思考がさだまらない。

（……だめだだめだ、しっかりしろ！　わたしは白虎家の跡取り、白桜なんだ！）

　四神の像に触ふれて髪かみと目の色が変わったのは、跡取りだと認められた証しよう拠こ。

　あれから一年以上もたつのに、今いま頃ごろになって四神が自分を拒否するのはおかしな話だった。

「……絶対に火事を起こした犯人がいるはずだ。調べて見付けてやる！」

　声を上げて、心を奮い立たせた。

　女だからといって、今まで跡取りとなるべくしてきた努力を否定されるいわれはない。

「白桜、大だい丈じよう夫ぶか？」

　駆け寄ってきたのは朱咒だ。彼は消火をしている衛兵に話を聞きに行ってくれていた。

「どうやら発見が早かったから、ぼやですんだらしい。火も消し止められたようだ。典薬寮は舞ぶ台たいがある神じん祇ぎ官かんと離はなれているから、観客達に騒さわぎはまだ知られていないようだ。幸い怪け我が人もいなかったから、このまま祭りは続行できると思う。私は主上にこの事を報告してくる」

　朱咒がそっと声をひそめた。

「これは扇夕の夢を利用した何者かの仕し業わざだ。前に舞台が崩くずれた時、君が細工した跡あとのあった柱を見付けただろう？　如月が調べたところ、やはりあれは舞台を支えていた一番太い柱で、誰かが切り込みを入れて折れるように細工したそうだ」

「やっぱり……！　では、やはり事件を仕組んだ犯人がいるんですね」

「ああ、四神が怒おこっているなんて事は絶対にない。君は立派な跡取りだからな。むしろ跡取りにふさわしくないのは、遊んでばかりいる私の方だ」

　こんな状じよう況きようだが、朱咒の軽口はありがたかった。心のつかえがすっと消えた気がする。

「朱咒は、誰よりも相手の事を思いやる心を持っていると思いますよ。だから如月様だって、文句を言いつつ、朱咒と親友でいるんだと思います」

　朱咒が驚おどろいたように目を丸くして、そして苦笑した。

「ありがとう。でも君の方がもっと相手を思いやる優やさしい気持ちを持っていると思うよ。だから、青丞も鵬玄も君に惹ひかれるんだ。……私も相手にしてほしかったけど」

　朱咒が何か呟つぶやいたようだったが、うまく聞き取れなかった。

「何か言いましたか？」

「いいや、こっちの話だ。じゃあ、私は主上の所に行くから」

「では、わたしは建物の周りを調べてみます」

　典薬寮の中は消火をしていた衛兵達がいて混乱しているだろう。

　中に入ってもおそらく彼らの邪じや魔まになるので、まずはできる範はん囲いで捜そう索さくしようと思った。

「わかった。報告したらすぐに戻もどってくるから無む茶ちやはしないでくれ。それと剣けんの舞まいが終わったら、休きゆう憩けいを挟はさんで四人で扇おうぎの舞を踊おどるんだ。それまでには舞台に戻らないとまずいからね」

「はい！」

　返事して、典薬寮の裏手へと走り出した。犯人は必ずいるはずと心の中で呟く。

　女だから四神に拒きよ絶ぜつされているとは絶対に思いたくなかった。







「ここが火事のあった部屋の裏辺りだな」

　白桜は黒い煙が上がる明かり取りの窓を見上げて呟いた。

　窓はおそらく身長の倍ほどの高さはある。それを見上げながら、顎あごに手を当てた。

「典薬寮は無人で、建物には鍵をかけて誰も入れないようにしていた。だったら、入り口から入って火をつけるのは無理だ。だけどこの明かり取りからなら、火種を放ほうり込めば火事を起こせるんじゃないか？」

　明かり取りは小さくて、人が入れるほどの隙すき間まはなく、手を伸のばしても届かないような高い位置にある。

「あそこに火種を放り込むにはどうしたらいいんだろう」

　下から火種を投げ込むのは無理だろう。高さもあるし、明かり取りの隙間が小さすぎる。

「……ここからじゃ難しいけど、少し離れた場所から火矢を放ったとしたらどうだ？」

　ふと思いついて、背後に目をやった。もし自分がここに火矢を放つとしたら、どこから狙ねらえば確実か考えを巡らせる。そして、背後にある建物に目が留まった。

　典薬寮の裏手には、大内裏の行事に使われる酒などを醸じよう造ぞうする造酒司みきのつかさがあった。

　それほど大きな建物ではなく、今は舞台を見に行っているのか人ひと気けもないようだ。

　その造酒司の二階部分からなら、ちょうど明かり取りの窓へ矢を射やすい。ただの思いつきだが、確かめた方がいいと思った。造酒司の正面入り口まで走って、ふとある事に気付く。

「鍵が開いてる」

　来たのは初めてで、鍵をかけ忘れたのか、普ふ段だんから鍵を開けているのかはわからなかった。

　静かに戸を開けて、中を見回した。薄うす暗ぐらくて、やはり誰もいないようだ。

　ぷんっと酒の臭においが鼻につく。あまり酒が得意ではないので、眉まゆ根ねを寄せた。

「念の為ために中を調べてみよう」

　扇の舞まであまり時間はない。どうしようかと思ったが、やはり気になった。

　中に入ると、酒の材料である米俵がいくつも積まれていて、人一人が通れるほどの通路しかなかった。奥の方に階段が見えたので、そちらに足を進める。

　階段の下まで来て上を見上げると、カツッと音がした。

（何だ、今の音！）

　どうも足音のような気がして、近くにあった米俵の陰かげに身を隠かくす。

　もし敵がいて、数が多かったら一人ではどうにもならない。

　それよりは様子を見て、もし敵がいたらこっそり誰かを呼びに行った方がいいと思った。

　カツカツと音がして、誰かが階段を下りてきた。その姿を見て、思わず目を見開く。

「皐月……！」

　思わず声を上げていた。皐月が弓を手にして、周囲を気にするように見回しながら、階段を下りてきた。声に気付いたのか、皐月がこちらを向いて、目を見開く。

「お前……どうしてここに！」

　皐月が背に担かついでいた矢を取って、弓の弦つるにつがえた。

　こちらを狙っていると気付いて、すぐさま米俵に身を隠す。

　矢が飛んできて、ドスッと米俵に刺ささり、白い米がばらばらと音を立てて地面に落ちた。

　こちらが怯ひるんだ隙すきをついて、皐月が入り口に向かって走り出した。慌あわてて追って外に出る。

「待て！」

　全速力で走って、絶対に逃のがすものかと皐月に飛びかかった。

　背後からしがみつくと、皐月が前のめりになる。そのまま二人で派手に地面を転がった。

「放せ！」

　じたばた暴れる皐月の上に馬乗りになる。皐月は小こ柄がらだが、さすがに男だけあって、押さえ込むのは難しかった。それでも全身の力を込めて、必死で腕うでを地面に押さえつける。

「典てん薬やく寮りように火を放ったのは皐月の仕業だな！　目的は祭りの妨ぼう害がいかっ」

　皐月がこちらを睨にらみつけて、ふんっと鼻を鳴らす。

「もう遅おそいよ。祭りは大災害に見み舞まわれる。祭りが失敗して、龍宝帝が吠ほえ面づらをかく姿を見てやるんだ」

　邪じや悪あくな笑えみだった。皐月にこんな笑みをさせてしまう原因はわかっていた。

「違ちがう、違うんだ。皐月、よく聞いてくれ。叢雲は……君のお兄さんは生きている！」

　皐月は一いつ瞬しゆんきょとんとして、すぐにまた意地の悪い笑みを浮うかべた。

「馬ば鹿かな事を言うな。噓うそをつくなら、もっとましな噓にしなよ」

「本当なんだ。叢雲は生きていて、今も大だい内だい裏りにいるんだ」

「噓をついて僕を懐かい柔じゆうしようとしても無む駄だだぞ。僕は何も話さないし、僕を捕つかまえたって計画は進む。祭りが阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくへと変わるんだ」

　皐月が信じてくれないのは、予想できていた。それよりも気になったのは、彼の話だ。

「どういう意味だ。祭りが阿鼻叫喚の地獄に変わるって。さっきも大災害に見舞われるって言ってたな。……まさか！」

　はっとして目を見開いた。さきほどの典薬寮の恐おそろしい火事の光景が頭に浮かんだ。

「まさか、さっきみたいな火事を別の場所でも起こす気か？　皐月を捕まえても計画が進むって言ったな。つまり、皐月の他ほかにも大内裏に忍しのび込んでいる者がいるのか？」

　皐月がさっと目をそらした。それが答えだと思った。

「そうなんだな！　どこに火をつける気なんだ。教えてくれ、皐月！」

　大内裏はかなり広い。特に今は祭りの為にたくさんの貴族達が集まっている。

　侵しん入にゆう者しやを捜さがしても、そう簡単には見つからないだろう。詳くわしい情報が欲しかった。

「……絶対に言うもんか！　殺されたって言わないぞ。拷ごう問もんでも何でもするがいい。そうやってお前達が手こずっている間に、大内裏は火の海になる！」

　皐月は本気だった。彼の目がそう物語っている。

「白桜！　どうしたんだ」

　背後からした声に振ふり向くと、朱咒が駆かけ寄ってくるところだった。

「捜したんだぞ。……ん？　そいつは皐月か？」

「皐月を捕まえておいてください。すぐに戻ります！」

　朱咒に皐月を引き渡わたし、駆けだした。

　皐月から詳しい情報が引き出せなければ、大内裏は火の海になる。

　祭りはもちろん中止になるし、怪け我が人も大勢出るだろう。

　悪くすれば、死者を伴ともなうような大だい惨さん事じに発展するかもしれない。

　それを止められるのは、たった一人しかいなかった。
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　舞ぶ台たいでは、青丞と鵬玄の剣の舞が後半にさしかかっていた。

　観客席にいる貴族達は、青丞達の見事な舞に熱中している。どうやら彼らはまだ火事の事は知らないようだ。白桜は舞台裏へと駆け込み、目的の人物を見つけ出す。

「如月様！」

　如月は裏方達に指示を出していたようだ。腕を摑つかむと、如月が眉根を寄せる。

「何ですか？　私は忙いそがしいのですが」

「一いつ緒しよに来てください。……皐月を捕まえました」

　耳元で囁ささやいたが、如月は顔色一つ変えなかった。

「では、衛兵に引き渡してください」

「だめです。皐月は仲間達と大内裏で火事を起こそうとしているんです」

　さきほどの皐月との事を話して聞かせる。それでも如月は表情を変えない。

「……ではやはり衛兵に渡して、仲間がどこにいてどこに火をつけるか聞き出してください」

　抑よく揚ようのない声だった。如月が手を振り払はらって背を向けようとしたが、すぐに彼の肩かたを摑む。

「本当にそれでいいんですか？」

　如月は無言だった。こちらを強ごう引いんに向かせて、じっと目をのぞき込む。

「皐月は、たとえ拷問されても何も喋しやべらないと思います。このままでは、大内裏で火事が起きて大きな被害が出るかもしれません。怪我人や死者だって出るかもしれない。……わたしは皐月を人殺しにしたくないんです」

　如月の握にぎった拳こぶしがわずかに震ふるえた。それを見て、確信する。

（きっと心の中では皐月を心配しているはずだ。だって、父親に殺されそうになったところを命がけで庇かばうほど、如月様にとって皐月は大切な存在なんだから！）

「皐月は、あなたが命を助けてくれた事に感謝しています。今生きているのは兄さんのおかげだ、兄さんの復ふく讐しゆうに命をかけようと決めたと言っていました。彼はあなたの事を本当に慕したっている。彼に本当の事を話す義務が、兄であるあなたにはあるはずです」

　如月が頑かたくなに皐月に会おうとしない理由は、彼がどうでもいいからでは決してない。

　本当に皐月の事を何とも思っていないなら、逆に説得するのを拒きよ否ひしないと思った。

（皐月が復讐の為に大内裏に火を放てば、祭りはもちろん中止だし、大きな被害が出る。主上から祭りを成功させよと命令が出ているのに、祭りが滅め茶ちや苦く茶ちやになるとわかっていて皐月を説得しにいかない理由は……）

「……皐月が大事だからこそ、会いたくないんですよね。会ったら、きっと彼の事を助けたくなる。だけど、皐月は主上へ謀む反ほんを企くわだてた罪人だ。見み逃のがすわけにはいかない。自分でもどうしていいかわからないから、皐月には会いたくないといって拒こばんでいる、そうでしょう？」

　如月の目がはっと見開かれた。その表情から、今話した事が彼の心情だと悟さとった。

「逃にげていては、何も解決しないと思います。皐月に会うのは、過去の自分と向きあう事ではないでしょうか。違う名で新しい人生を歩くというなら、過去の自分に整理をつけるべきだと思います」

　静かに話しかけた。如月にこの気持ちが届いてくれと祈いのりながら。

　しばらく、如月は無言だった。じっとして、目を瞑つぶっている。

　その目が開いて、こちらに向けられた。

　穏おだやかな眼まな差ざしは、何かを吹ふっ切ったようにも見えた。

「……皐月はどこです？」

　小さな声だったが、聞き逃さなかった。

「こっちです」

　手で促うながして、一緒に駆けだした。皐月の誤解を解いて、大惨事を防ぎたい。

　心の中はその気持ちでいっぱいだった。
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　造酒司みきのつかさの入り口近くに戻もどると、皐月が縄なわで縛しばられて座らされていた。

　その隣となりで朱咒が腕うで組ぐみをして立っている。

　白桜は彼らに駆け寄って、息を荒あららげたまま足を止めた。

　皐月がこちらに気付いて、まなじりを決した。

「さっさとこの縄を解ほどけ！」

　叫さけんだ皐月に近寄って、彼の前で片かた膝ひざをついた。

「皐月、会わせたい人がいる」

「誰だれに会わせようというんだ。誰が何と言おうと、僕の気持ちは変わらない。兄さんを自害させた龍宝帝に、死ぬほどの苦しみを与あたえて……え？」

　皐月が突とつ然ぜん言葉を止めて、呆ぼう然ぜんとした。視線は、自分の背後に向けられている。

　そこにいる人物が誰かに、彼は気付いたようだった。

「そんな……どういう事……？」

　皐月が息を吞のんで身体からだを震わせた。

　如月がゆっくりとこちらに近づいてくる。

　立ち上がって場所を譲ゆずった。如月は皐月の正面で膝をつき、彼の頰ほおにそっと触ふれる。

「……噓だ。だってそんなはずない。兄さんの遺体だって、僕は見た。屋根から飛び降りたから顔はわからなくなっていたけど、胸には傷があった……」

　如月がすまなそうに目を伏ふせた。

「あれは罪人だ。背せ恰かつ好こうがよく似ている罪人を見付けて、処しよ刑けいされたあとに遺体の胸にわざと傷をつけたんだ。その傷を縫ぬい合わせてから、屋根から突つき落とした。それを私の遺体だといって、自宅に届けさせたんだ」

　如月が自分の胸に手を当てる。そこには大きな傷があるはずだ。

「屋根から落ちた死体をじっくり見たりはしないだろう。ましてや家族ならなおさらだ。そして思おも惑わく通り、みんな私が死んだと思い込んだ。罪人を出した事で、一族が都を追放になる事もわかっていたが……あんな父や兄弟はどうなってもいいと思っていた」

　皐月から聞いた話を思い出す。

　兄弟達にいじめられ、父親に殺されかけた皐月を、叢雲が庇ったと。

　そのせいで胸に大きな傷を負い、死にかけたらしい。

「だが、皐月……お前の事だけが心残りだった。お前だけは都に残れるよう手配したのに、すでに父達と離はなれて姿を消していて行方ゆくえがわからなくなっていた」

　如月が、そっと両手で皐月の頰を包んだ。

「すまなかった。生きている事を言わなくて。国の為ためにこの身を捧ささげると誓ちかった。名前も過去も捨てて、主上に尽つくす為に生まれかわった。でも……大事な弟のお前に会ってしまうと、決意が鈍にぶると思ったんだ。だから生きているのを隠かくしていたし、会うのを拒否していた」

　皐月の唇くちびるが震えていた。

　その唇を一度嚙かんで、口を開いたと同時に、大きな瞳ひとみから涙なみだがあふれ出た。

「本当に……？　本当に、兄さん？」

　子どもが親に話しかけるような声だった。

　どこか甘えたような、そして心からの信しん頼らいを向けた声だ。

「ああ。久しぶりだな。お前が無事で、よかった」

　如月が皐月をそっと抱だきしめた。皐月は如月の胸に顔を埋うずめて、声を上げて泣き出す。

「寂さびしかった、すごく寂しかった。ずっと一緒にいてくれるって言ってたのに……」

　如月の顔は穏やかで、こんなに優やさしい表情を見るのは初めてだ。

「本当にすまなかった。私のわがままにお前を巻き込んで」

　如月の声が、胸に響ひびいた。彼の本当の気持ちが、皐月の胸にも届いたようだった。







「────僕は凌箔に言われて、典てん薬やく寮りように火矢を射たんだ。他ほかにも何人か仲間が忍しのび込んでいる。彼らがいるのは、こことここ。それから……」

　縄を解いて大だい内だい裏りの見取り図を見せると、皐月は戸と惑まどいながらも敵がいる場所を教えてくれた。白桜はその場所を見取り図で確かく認にんして朱咒と顔を見合わせる。

　朱咒が腕組みして口を開いた。

「敵が狙ねらっているのは、全部で四箇か所しよか。そろそろ鵬玄と青丞の舞まいが終わる頃ころだ。しばらく休きゆう憩けいを挟はさんでから扇おうぎの舞を行うから、その間に青丞達と合流して敵を捕つかまえよう」

　朱咒の言葉に頷うなずくと、如月が立ち上がる。

「舞ぶ台たいを狙っている者もいるようですね。では私は舞台の方にいる敵を捕まえます。それと、騒さわぎが起きて祭りの進行が妨ぼう害がいされると困ります。くれぐれも内々に事を運んでください」

　四神祭は大学寮の改革を行ってもいいか伺うかがいを立てる為の祭りだ。

　もし敵がいる事に気付いた観客達が騒ぎだしたら、祭りは中断するだろう。

　そうなったら大学寮の改革にも影えい響きようが出る。それだけは避さけたかった。

「はい。必ず敵を捕まえて、祭りを成功させましょう。大学寮の改革を成し遂とげる為に」

　決意を口にすると、如月が大きく頷いた。

「では、主上への報告は私が。……主上だけでも避ひ難なんしてほしいんですが、無理でしょうね」

　如月はため息混じりだ。確かに龍宝帝の性格からして、危険があるからと言われても自分だけ逃げたりはしないだろう。

「確かにそうですね。ならば主上に危険が及およぶ前に、わたし達で敵を捕まえればいい。そうすれば、主上の御おん身みは守られる」

　話をしていると、皐月が戸惑うような目を向ける。

「……どうして、どうして兄さんも白桜も、そんなに龍宝帝を守ろうとするんだ。どこがそんなにいいんだ。龍宝帝はとても勝手な奴やつだろう」

　吐はき捨てるような言葉を聞いて、如月が苦く笑しようする。

「確かに主上は、自分勝手でわがままで周りを振ふり回してばかりのとんでもない人だ」

　いつも龍宝帝に無理難題を押しつけられている如月の言葉には、真実みがあった。

「いつでも私に言えばどんな無む茶ちやも通ると思って、好き勝手されているけど……」

　憎にくらしげだった如月の表情がわずかに緩ゆるんだ。

「でも、そう悪い人でもないんだ。汚お職しよくの罪を被かぶって自害したと見せかけたのは、私が望んだ事。主上は最後まで反対されていた。それを押し切って計画を実行したのも私だ。あの方はただ、純じゆん粋すいに夢に向かっているだけなんだ」

　如月が何か思い出しているのか、そっと微笑ほほえんだ。

「昔、まだ私の名前が叢雲だった頃、主上は内ない偵てい官かん吏りになってくれと私に頭を下げたんだ。天子様が私に頭を下げて頼たのみ事をするなんて驚おどろきだった。内偵官吏は、暗あん躍やくばかりで地位も名めい誉よもない。とても嫌いやな仕事だけど、誰かがやらなければならないんだと仰おつしやって」

　如月がそっと皐月の頭を撫なでた。

「最初は断ったんだ。その嫌な仕事をどうして私がやらなければならないんだとね。でも主上は私に、どれだけ優ゆう秀しゆうでも身分の差のせいでその能力を生かせない者がいるような世の中を変えたいと言われて、私はそれに共感したんだ」

　皐月がはっとして目を見開いた。

「それって、もしかして……」

　如月が小さく頷いた。

「そう。お前はとても賢かしこい子だった。まだ幼かったのに私が大学寮で習っていた事を教えると、すぐに吸収した。私はその時思ったんだ。お前を大学寮に入れてやりたいと」

　皐月が目を伏せて、唇を嚙んだ。

「僕も兄さんが行ってた大学寮に入りたいって思ってたけど、それは絶対に無理だってわかってたよ。僕の母は平民だし、父も義母も僕を殺したいほど嫌きらいだった。大学寮なんて行かせてもらえるわけがない」

「私もそれはわかっていた。だがもったいないと思った。お前の賢さなら、きっと大学寮で首席もとれるはずなのに。だから……主上の話を受けて内偵官吏になって大学寮の改革に協力すれば、お前を大学寮に入学させられるかもしれないと思ったんだ」

　如月の言葉に涙が出そうになった。彼は彼の信念に基もとづいて行動している。

　その信念は、愛いとしい弟の将来を考えて生まれたものだった。

「兄さん……」

　皐月にも如月の気持ちが伝わったようだ。嗚お咽えつを漏もらす皐月に、如月が微笑みかけた。

「泣くな。私が勝手にそう思って、主上に協力しただけなんだ。主上は私の気持ちを知って、お前の弟の為にも絶対に大学寮の改革を成功させると言ってくださった。そして国の未来の為にすべてを捨てて非情になりきると。それを聞いてこの人に一生ついていこうと思った」

　初めて聞く、龍宝帝と如月の話だった。皐月が肩かたを震ふるわせて泣きながら、如月にしがみつく。

「ごめんなさい。僕の為にやってくれていた事なのに、それを僕は邪じや魔ましていた……」

「いや、謝るのは私の方だ。今となっては、大学寮の改革を成功させようとそればかりに躍やつ起きになって、お前を見捨てようとした。もともとはお前の才能を生かしたくて始めた事なのに、これでは本ほん末まつ転てん倒とうだ」

「……ううん。改革を成功させる為に、今までいろんな人が関かかわって、たくさんの時間がかかったんだと思う。それを僕は滅め茶ちや苦く茶ちやにしようとしたんだ。兄さんは間ま違ちがってないよ」

　わかりあえた様子の二人を見て、胸が熱くなった。

（よかった、本当に皐月はもう、復ふく讐しゆうの渦うずから逃のがれられたみたいだ。あとは……）

「如月様、お話し中すみませんが、わたし達はそろそろ行きます。敵を捕まえたら、主上のもとに引き立てますので」

　如月が大きく頷いた。その目には、強い光が宿っている。

「ええ、私も舞台の方へ急ぎましょう。……皐月、ここで待っていなさい。誰だれにも見つかるんじゃないぞ。あとで迎むかえにくるから」

　皐月が頷いたのを見届けて、朱咒と一いつ緒しよに走り出した。

（如月様や皐月の為にも、絶対に大学寮の改革を成功させてみせる。その為には、侵しん入にゆうした敵を内々に捕とらえて、四神祭を無事に終えないと！）

　意志の力は誰にも負けない。決意を胸に、全速力で大内裏の庭を駆かけ抜ぬけた。
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　白桜は紫し宸しん殿でんの裏手を走っていた。

　敵がどの辺りにいるかは皐月が教えてくれたが、移動している可能性もあるので、すぐには見つからないかもしれない。

　如月が応おう援えんをよこしてくれるというので、まずは朱咒と分かれて敵がどこにいるのか詳くわしい場所を確認するつもりだった。

「あれは……！」

　紫宸殿の裏庭に足を踏ふみ入れて、動きを止めた。庭の植え込み越ごしに、紫宸殿の広間が窺うかがえる。広間は龍宝帝が臣下に正式な命令を下す為ための場所で、今は無人だった。

　その広間を、植え込みの陰かげから火矢で狙っている男がいた。

「見付けたぞ！」

　敵の居場所を確かく認にんして応援を待つはずだったが、今まさに火矢を放とうとしている男を止める為、声を上げた。

　弓を構えていた男が、慌あわててこちらを向いた。

　太刀たちを構えて男に向かって走ると、火矢を投げ捨てて太刀を抜く。

　キン！　と刃やいばが重なる音がして、男と太刀を交かわしたまま睨にらみあった。

「なぜここがわかった！」

　男が低い声で唸うなった。

「そんな事を教える義理はない。さっさと太刀を捨てろ。もうすぐ衛兵達が来るぞ！」

　精いっぱい迫はく力りよくのある声を上げたが、男は怯ひるんだ様子はなかった。

　それどころか、にやりとする。

「細い身体からだだな。太刀を持つ手もどこかぎこちない。剣けん術じゆつはいまいちといったところか。そんな事で俺を捕つかまえられると思っているのか？」

　手て練だれは太刀を交わしただけで相手の力量がわかるという。

　図星を指されたが、それを顔には出さなかった。

「見た目で人を判断しない方がいいんじゃないか？」

　わざと余よ裕ゆうありげな声を出す。怖こわいという気持ちはもちろんあるが、それを見せたら負けだと思った。男がふんっと鼻を鳴らす。

「邪魔する奴は殺せと命じられている。お前一人倒たおすのは、赤子の手を捻ひねるより簡単だぞ」

　男が太刀を持つ手に力を入れた。ズンッと重みが手に伝わって、支えきれずに膝ひざをつく。

「腕わん力りよくもないようだな。これだから、お貴族様はひ弱でいけない」

　馬ば鹿かにしたような声だった。

「……ひ弱なのは確かだけど、夢を叶かなえる為ならどんな事でもすると誓ちかったんだ。ここで負けてたまるか！」

　一いつ瞬しゆん、左手を太刀から離はなして、地面の土を握にぎった。それを男の顔に目がけて投げつける。

　土を顔に浴びせられ、驚いたのか男が慌てて離れた。

「うっ……この！　よくもやったな！」

　体勢を立て直して斬きりかかったが、男も顔の土を腕うでで拭ぬぐって太刀を向けてくる。

　再び太刀をあわせると、男が憎にく々にくしげに睨みつけてきた。

「なるほど、柔やわなお貴族様だと思って油断した。少しはやるようだな。本気でいくぞ！」

　男の目の色が変わる。つばぜり合いになったが、やはり力では敵かなわず太刀をはじき返せない。

「殺してやる！」

　鋭するどい殺気は、背筋が寒くなるほど恐おそろしかった。

「うっ……！」

　とうとう力負けして、再び地面に膝をついた。男がにやっとして、太刀を振ふり上げる。

（まずい……！）

　逃にげる間もなくて、目を瞑つぶって頭を抱かかえた時だった。

「危ない、白桜！」

「うっ！」

　男のうめき声が聞こえて、慌てて顔を上げた。男は体勢を崩くずしたようで、すぐ隣となりに倒れ込んでいる。目の前には、奉ほう納のう舞まいの衣い装しようを着たままの青丞がいた。

「大だい丈じよう夫ぶか。白桜！」

　どうやら、青丞が体当たりしたようだ。男はすぐに起き上がって青丞に向きあった。

「おのれっ！」

「お前の相手は俺だ！」

　青丞が持っていた太刀を抜いた。そして目の前に庇かばうように立ってくれる。

　彼の大きな背中を見た途と端たん、涙なみだが出そうになった。

（青丞が来てくれた……。助かった）

　今までも何度も彼に命を助けてもらった。

　敵に立ち向かう青丞の、頼たよりがいのある背中を見ると、こんな状じよう況きようでも安心できた。

　男が斬りかかる。青丞がそれを太刀でさばいて、男を睨みつけた。

「白桜が夢に向かって走るのを全力で応援しようと決めている。誰にもその邪魔はさせない。覚かく悟ごしろ！」

　青丞のその言葉は意外だった。

　最近の彼は、自分が危ない事をするのを嫌きらい、行動を制限するような事まで口にしていた。

　今ならそれが、自分と里桜姫ひめが同一人物だと知り、心配していたからだとわかる。

　彼に夢を応援したいと言われていたが、危険が伴ともなう場合はきっとまた止められるのではと思っていた。しかし、今の青丞は違ちがう。

「夢を目指す白桜を守るのが俺の務めだ。大学寮りようの改革は必ず成功させる！」

　声は真しん剣けんそのものだった。

（青丞……わたしの気持ちをわかってくれたんだ）

　彼に理解してもらえた事が嬉うれしくて、胸が熱くなった。

「何をごちゃごちゃ言っている！　お前ら二人とも死ね！」

　男が斬りかかってきた。それを避よけて、青丞が男と向きあう。

　辺りに緊きん張ちよう感かんが満ちて、二人の戦いの行方ゆくえから目が離せなかった。

「なかなかやるな！　こうなったら……」

　男が唸るような声を上げた。それは一瞬の事だった。

　男が青丞と太刀をあわせて、力任せに身体を押した。わずかに体勢を崩した青丞の隙すきをついて、こちらに走り寄る。そして目の前で太刀を振り上げた。

「お前だけでも確実に殺してやる！」

　男が叫さけんだ。逃げる暇ひまがなくて目を見開くと、正面に誰だれかが飛びこんでくる。

「うっ……！」

「青丞！」

　男の太刀が、庇うように飛びこんできた青丞の左ひだり腕うでを傷付けた。

　そこから流れた赤い血を見て、恐ろしさのあまり背筋がぞっとする。

「お前の相手は俺だと言っただろう！」

　青丞が怒いかりの声を上げ、男を正面から斬りつけた。

　男が悲鳴を上げて地面に倒れ込む。青丞が男の息を確認した。

「そう簡単には死なせないぞ。凌箔の居所を聞き出して、今度こそ捕まえてやる」

　どうやら、男は気絶しているだけのようだ。

　あの切せつ羽ぱ詰つまった状況で、男を生け捕どりにできる冷静さは感かん嘆たんに値あたいする。

「怪け我がはないか？」

　青丞がこちらに駆かけ寄った。その左腕からは血が流れて、地面にぽとぽとと落ちている。

「わたしは大丈夫だけど、どうしよう。青丞がわたしのせいで……」

「気にするな、かすっただけだ。……お前が無事なら、それでいいんだ」

　微笑ほほえまれて、胸がずくんとうずいた。そのうずきは今まで感じた事のないもので、なぜだか青丞の顔を正面から見るのが恥はずかしかった。

「大丈夫ですか！」

　初めての感情に戸と惑まどっていると、衛兵が植え込みを跨またいで駆け寄ってきた。

　彼らの声で、我に返って目を瞬またたかせる。

（何をぼうっとしているんだ。わたしは！）

　悠ゆう長ちようにしている場合ではなかった。衛兵達と一いつ緒しよにやってきた朱咒が、倒れている男を連れて行くよう指示して、こちらにやってくる。

「皐月が教えてくれた敵の居場所をすべて捜そう索さくした。そこにいた敵も見付けて、全員捕とらえた。もう大丈夫だ」

　それを聞いた途端、足の力が抜ぬけて地面にへたり込んだ。おそらく扇夕の夢を利用して、四神のお告げに見せかけて祭りの妨ぼう害がいをしていたのも、凌箔の仕し業わざだろう。

　彼の企たくらみを事前に潰つぶせた事は、大きな成果だった。

「よかった……これで、祭りが無事に終えられる」

「いいや、まだだよ。白桜」

　朱咒の言葉に驚おどろいて顔を上げた。

「まだって？」

「肝かん心じんの奉納舞が残っている。最後の舞ぶ台たいは四人で踊おどるんだ。ここで失敗したら終わりだよ」

「ああーっ。すっかり忘れていた！」

　慌あわてて立ち上がると、朱咒が青丞の怪我をした腕に目を留めた。

「ずいぶん血が出ているね。止血しよう」

「ああ、頼たのむ。もうすぐ奉納舞が始まるから、出られるようにしてくれ」

　朱咒が頷うなずいて持っていた手ぬぐいで素す早ばやく止血した。見事な手て際ぎわに感心していると、ふと敵に斬きりつけられたせいで、青丞の舞まい装しよう束ぞくの袖そでが破けているのに気付いた。

　手当てが終わってから舞台裏に三人で戻もどり、青丞に向き直る。

「青丞、ちょっと待っててください」

　小道具の用意をしていた従者に駆け寄り、針と糸を借りた。

「袖の部分が少し破けているので、縫ぬいますね。時間がないので簡単にしかできませんが」

　朱咒がからかうような笑えみを浮うかべた。

「おやおや、白桜は縫い物なんかできるのかい？」

「これぐらいなら大丈夫です。実家が貧びん乏ぼうだったんで、着物はほつれたら縫ってましたし」

　手早く縫い合わせて、糸を切った。青丞が目を見張る。

「うまいな。これならちょっと見ただけじゃ縫い合わせたのがわからない」

「縫い物は得意なんです。……もうすぐ本番ですけど、傷は痛みませんか？」

　目を向けると、青丞が苦く笑しようして怪我をしている方の手で拳こぶしを握にぎった。

「平気だ。大した怪我じゃないし、腕うでもちゃんと動くから踊りも大丈夫だ」

「すみません。わたしを庇ったせいで……。無理はしないでください。舞台の上では、できる限り補ほ佐さしますので」

「お前は自分の舞に集中しろ。俺の事に気を取られていると失敗するぞ」

　ぽんっと頭に手を置かれた。

　何気ない仕草だったが、彼の熱がそこから伝わってきた気がして、つい顔が赤くなった。

「白桜！　よかった、無事だったのか」

　声が聞こえて慌てて振り向くと、鵬玄が駆け寄ってきて安心したように顔を綻ほころばせた。

「助けに行けなくてすまなかった。敵を捕らえる指示を出していたからここから動けなくて」

　何とか顔の火ほ照てりを抑おさえて、気を取り直して鵬玄と向きあう。

「いいんだ。鵬玄は警護の責任者なんだから、自分の仕事をしてくれ。……さあ、いよいよ最後の奉納舞だ。どきどきするよ。うまく踊れるだろうか……？」

　つい不安が口をついた。青丞が苦笑して右手を出す。

「練習通りやれば大だい丈じよう夫ぶだ。俺達も助けるから心配するな」

　鵬玄が頷いて青丞の手に手を重ねた。

「ああ、そうだ。舞は初めてなのに、人前で披ひ露ろうできるほどにお前は練習を頑がん張ばった。四神にもお前の頑張りを見て頂こう」

　朱咒が肩かたを竦すくめて、鵬玄の手の上に右手をのせた。

「まだまだ下手へただけどね。でも、それなりに見えるくらいにはなったんだし、せっかくたくさんの人が見てるんだから、みんながあっと驚くくらいに華か麗れいに舞ってやろう」

　三人が重ねた手の一番上に、右手を置いた。

「そうですね。わたし達は四神の跡あと取とり。今までもいろんな事があったけどそれを乗り越こえてこられたのは、みんなで協力したからです。祭りが終わるまであと少し。頑張りましょう！」

　気合いを入れて声を上げると、みんながいっせいに頷いてくれた。
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　四人での舞は、息もぴったりで踊っていて気持ちがいいくらいだった。

　顔を見なくても、みんなの動きが手にとるようにわかる。

　白桜は、龍宝帝から官かん吏りになった証あかしにともらった檜ひ扇おうぎをゆっくりと開いた。

　笛の甲かん高だかい音色にあわせて四人で輪になり、右手に持った檜扇を天に掲かかげて、空を切るように振ふり下ろす。

　その動きも一糸乱れず揃そろっていて、観客席からは感嘆の息が漏もれた。

　最後はみんなで扇を閉じて、ドン！　と床ゆかを蹴けって飛び上がる。

　着地と同時に膝ひざをついて四人揃って同じ姿勢でぴたりと動きを止めると、演奏も止まった。

　四神が祀まつられている社に向かって、扇を床に置いて礼をすると、観客席から割れんばかりの歓かん声せいと拍はく手しゆが巻き起こる。

　顔を上げると、龍宝帝の満足そうな笑みが目に入った。

「見事だったぞ。四神の跡取り達。四神はこの奉ほう納のう舞まいを受け入れてくださったに違ちがいない。────みなの者、よく聞け。この場を借りて、私は勅ちよく旨しを下す」

　突とつ然ぜんの龍宝帝の言葉に、集まった貴族達が静まり返った。

「年が明けた春より、大学寮りように身分を問わず優ゆう秀しゆうな者達の入学を許す。今回の奉納舞は四神にその許可を頂く為ために行ったものだ。四神が奉納舞を受け入れられて、無事に祭りが終しゆう了りようした。つまり、四神が大学寮の改革を許可されたという事だ」

　突然の勅旨に貴族達は戸惑ったようにざわついていた。

　それを見て大きく息を吸い込み、一歩前に出る。

「白虎家の白桜は、主上のお考えを支持いたします！」

　青丞が隣となりに進み出た。

「青龍家の青丞、そして朱雀家の朱咒、玄武家の鵬玄も同じく支持いたします」

　朱咒と鵬玄も前に出て、跡取り全員が横一列に並んだ。

　その光景に貴族達は圧あつ倒とうされたのか、ざわつく者はいなくなった。

「改革の為に、この身を削けずる事を惜おしみません。この国の未来の為に！」

　全員で胸に手を当て一礼する。

　陽真乙国が大きく変わろうとする第一歩が、今日この場から始まった。
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　白桜は夜になるのを待って、造酒司みきのつかさに足を向けた。入り口を開けて、小さな声を出す。

「如月様、やっぱりここにいらしたんですね」

「ああ、白桜でしたか」

　壁かべを背にしていた如月が、ほっとしたような顔つきになった。

「皐月は？」

「ここにいるよ」

　如月の背中から、皐月が顔を出した。

「今、兄さんに話を聞いたんだ。祭りは無事に終わったみたいだね」

「ああ、皐月が教えてくれた場所にいた敵も全員捕つかまえた。おかげで、火事が防げたよ」

　近寄ると、皐月が顔を曇くもらせた。

「そう、でも敵はまだいるよ」

「え？　どこにいるんだ？」

　驚いて目を見開くと、皐月が両手を差し出した。

「僕も敵だろう。いくら誤解とはいえ、龍宝帝の命を狙ねらったんだ。このままですむとは思っていないよ。捕まえて」

　もう覚かく悟ごを決めているのか、静かな口調だった。如月が皐月を庇かばうようにさっと前に立つ。

「……今いま更さらこんな事を言うのは、自分でもおかしいとわかっています。ですが……皐月を見み逃のがしてもらえませんか？　皐月の事を知っているのは、私とあなたと朱咒だけ。さっき朱咒には口止めしました。あなたが黙だまっていてくれれば、皐月を逃にがせる……！」

　血を吐はくような声だった。弟とは言え、罪をおかした皐月を見逃すなんて、如月の性格からすると許せない事のはずだ。それでも如月は頭を下げている。

　それは中なか務つかさ省しようの如月ではなく、皐月の兄である叢雲としての姿だった。

「僕は罪をおかしたんだ。ちゃんと罰ばつを受けるよ。兄さんにこれ以上迷めい惑わくをかけたくない」

「いいや、お前が罪をおかしたのは、私が死んだと思ったからだ。生きていると知らせなかった私の罪でもある。お前の事は必ず守ってやる。前にもそう誓ちかっただろう」

　皐月が目を潤うるませた。嬉うれしいような切ないような複雑な表情だ。

　そんな二人を見て、目元が熱くなった。

（田舎いなかの姉様を思い出すな。姉様は身体からだが弱いけど、子どもの頃ころからいつもわたしがいたずらしたり怒おこられたりした時に庇ってくれた）

「……逃げて。皐月」

　わずかに微笑ほほえむと、皐月が目を見開く。

「何を言っているんだ」

「ここに来たのはそう告げる為なんだ。祭りが終わって貴族達が帰り支じ度たくをしている。大だい内だい裏りの門も貴族達で溢あふれかえるから、今なら見つからずに出られる。わたしの従者のふりをするんだ」

「従者のふりって、そんな事をしてもしばれたら、あなたもまずい立場に追い込まれますよ」

「大丈夫です、如月様。四神の跡取りが大内裏へ出入りする際は、他ほかの貴族達みたいに身分検あらためをされません。わたしの従者も同様で、衛兵に確かく認にんされる事はまずない。皐月、従者の着物を持ってきたから、これに着き替がえて」

　肩から提さげていた布ぬの袋ぶくろから着物を取り出すと、皐月が躊ちゆう躇ちよしたように目を瞬またたかせた。

「君にひどい事ばかりしてきた。それなのに、助けてくれるのか？」

「ああ、皐月がやった事は正しいとは言わないけど、でも気持ちはわかるんだ。わたしにも姉がいる。もし姉が無実の罪を着せられて自害したら、わたしも復ふく讐しゆうしたいという気持ちを抑えられないかもしれない」

　女なのに男のふりをして白虎家の跡取りになったのは、もともとは病弱な姉の薬を手にいれる為だった。大切な人の為に、自分の身を投げ出そうとした皐月の気持ちは痛いほどわかる。

「その代わり約束してくれ。二度と龍宝帝を狙おうなんて考えないと。そう誓ってくれたら、ここで君と会った事は忘れる」

　皐月が考え込むように俯うつむいた。如月がそんな皐月の肩に手を置く。

「白桜の好意だ。素す直なおに受け取りなさい。……お前には逃げてほしい。金は用意したから、しばらく都を離はなれるんだ。住めそうな所を見付けたら連れん絡らくしておいで。必ず会いに行くから」

　如月が皐月の手に重そうな布袋を渡わたした。中に入っているのは、おそらく金だろう。

　皐月が唇くちびるを嚙かみしめながらも、顔を上げる。

「わかった、逃げるよ。……白桜、兄さん、迷惑かけてごめんなさい」

　か細い声だったが、確かに皐月の謝罪は耳に届いた。
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　牛ぎつ車しやに乗って大内裏を出て、どれぐらいたっただろう。

　ガタガタ揺ゆれていた牛車がゆっくりと止まったので、白桜は正面のすだれを上げた。

「この辺りは誰だれもいないみたいだね」

　牛車の牛を操あやつっていた従者に話しかけた。笠かさをわずかに上げた従者は皐月だ。

　本物の従者は朱咒に事情を話し、彼の従者として大内裏から連れ出してもらっていた。

「白桜、一人で牛を操って帰れるのか？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、皐月。屋や敷しきはもう目と鼻の先だから、もし無理な時は牛車を置いて帰って、誰かに頼たのんで連れて来てもらうから」

　牛車を降りて牛の手た綱づなを受け取ろうとしたが、皐月は心配そうな顔をしていた。

「君は……その、女の子なんだから、夜道を一人で帰るのは危ないよ」

　久々に女性扱あつかいされて戸と惑まどった。皐月はあんがい心配性しようのようだ。

「これでも一年以上男として暮らしているんだよ、平気だって。それより、誰もこないうちに早く逃げて」

　皐月はしばらく考え込んでいたが、やがて笠をとる。

「……ありがとう」

　いろんな意味がこもっているような気がした。

　皐月はつきものが落ちたように穏おだやかな表情をしている。

「いいんだ。これから都を出て一人で生活するのは大変だと思う。皐月も頑がん張ばって」

　皐月がようやく笑えみを見せた。二人で笑いあって、ふとある事を思い出す。

「そういえば、最後に一つ聞きたかったんだ。練習用の舞ぶ台たいの床が崩くずれたのは柱に細工をしたからだってわかったけど、舞まい装しよう束ぞくや楽器を傷付けたのはどうやったんだ？　舞装束や楽器を保管していた部屋の前には見張りを立てていたのに、どこから忍しのび込んだんだ？」

　皐月がきょとんとした表情になる。

「練習用の舞台？　それに衣装や楽器って何の事？」

「え？　舞台は床ゆかに細工して崩れるようにしたんだろう？　舞装束は破かれたし、演奏に使う楽器は燃やされた。みんな君達が仕組んだんだろう？」

　皐月が驚おどろいた顔で何度も首を大きく振ふった。

「そんな事はしていないよ。凌箔からも何も聞いていないし、僕は火事を起こす為ために火矢を射ろって彼に言われただけだ」

「そんな……！　扇夕様が、四神が祭りを拒きよ否ひしていてそのせいで床が崩れたり衣装や楽器に被ひ害がいが出るって夢を見たのを聞いて、皐月達が四神の仕し業わざにみせかけてその夢の通りに事件を起こしていたんじゃないのか？」

　目を瞬かせていると、皐月の顔色が一気に変わった。

「扇夕……あんな奴やつの言う事を信じちゃだめだ！」

　強い口調の皐月に目を丸くした。

「あんな奴って……扇夕様はとても優やさしくて穏やかでいい方だよ。祭りの準備でもお世話になったんだ。階段から落ちそうになったところを助けてもらったし」

　皐月が何度も首を振る。目には、怒いかりの炎ほのおが燃えていた。

「あいつが……あの扇夕って奴が、六年前兄さんに罪を着せたんだ！」

　思いもよらない話に、思わず息を吞のんだ。

「あの扇夕様が？　あ、そういえば、罪を着せた貴族は主上の身内だって言ってたよね。確かに扇夕様は主上の弟らしいけど……。でも扇夕様がそんな事をするなんて、信じられないよ」

　叢雲に罪を着せた犯人が龍宝帝の身内だという話は、皐月から聞いていた。

　しかし扇夕が龍宝帝の弟だと知った時は、四神が祭りを拒否している夢が本当なのかもしれないという衝しよう撃げきの方が強くて、その事が頭から抜ぬけていた。

　六年前の汚お職しよくの犯人だった貴族は、武官を使って平民達をいたぶり大内裏の金を横領した上に貴族達から賄わい賂ろをもらっていたという。

　扇夕はどちらかといえば気弱で、とてもそんな恐おそろしい事をするようには見えなかった。

「あいつの綺き麗れいな顔に騙だまされちゃだめだ！　見かけ通りの優しいだけの男じゃない。あいつは大学寮りようで兄さんの知り合いだったらしい。六年前神じん祇ぎ官かんに入ったばかりの時に、龍宝帝の弟だと自分で吹ふい聴ちようして、好き放題やっていた。それをとがめた兄さんに、罪を着せたんだ」

　そういえばと思い出す。扇夕は大学寮にいた時、朱咒と知り合いだったらしい。

　だったら、朱咒と同室だった叢雲の事を知っていたとしてもおかしくなかった。

「あいつのずるがしこい所は、あの綺麗な外見を最大限に利用して、相手を油断させる所なんだ。でもあいつの腹の中は顔とは正反対に醜みにくくて邪じや悪あくだ。絶対にあいつを信用するな！」

　皐月の目は真しん剣けんだった。戸惑いつつも頭の中を整理する。

「如月様に聞いたけど、罪をおかした貴族は主上の身内であり、前の大学寮の頭かみの孫なんだろう？　生おい立ちが複雑な人物だって言ってたけど、扇夕様がそうなのか？」

「そうだよ。先の帝みかどが大学寮の頭の娘むすめを強ごう引いんに側室にしようとして断られたらしい。だけどいつのまにか娘は子どもを身ごもっていて、そのせいでかなりもめたって話だ。先代の帝と諍いさかいがあったから、頭は息子むすこの龍宝帝も毛け嫌ぎらいして対立ばかりしていたらしい」

　それを聞いて、ようやく納なつ得とくがいった。当時の大学寮の頭が、龍宝帝が進めようとする改革に反対していたと聞いた時、おかしいと感じた。

　帝が進めようとする改革を突つっぱねるなんて、そう簡単にできるはずがない。

　かなりの怨えん恨こんが先代の帝との間にあったのだと推測した。

「そこにいるのは誰だ！」

　自分の知っている扇夕と皐月の言う扇夕の姿があまりにも違ちがいすぎて、頭の中が混乱していた。落ち着いて考えようとしていると、通りの曲がり角から誰かが叫さけんだ。

「皐月、もう行って！」

　もっと話を聞きたかったが、誰かに見つかって皐月の事が知られたらまずかった。

　皐月が仕方なさそうに背を向ける。

「僕は床に細工もしてないし、衣装や楽器を傷付けたりもしてない。……扇夕には気をつけろ。あいつはとんでもない悪党だ。君を助けたのだって、白虎家の跡あと取とりに恩をうっておけば、自分の得になるからだって思ったに決まってる！」

　ふいに、扇夕の夢が狂きよう言げんで、彼が自分で事件を起こしているのではという疑いを一度はもった事を思い出した。

（扇夕様はわたしを助けてくれたし、祭りの邪じや魔まをしたいならもっと確実で簡単な方法を使えるはずって思ったから、違うと判断したんだ。でも扇夕様が皐月の言う通りの人物だとしたら……）

　背筋がぞっとした。扇夕の目的はわからないが、もしや舞台の床に細工をしたり、舞装束を引き裂さいたり、楽器を燃やしたのが彼だとしたら……。

「もっと話したいけど、もう無理みたいだ。じゃあ、僕は行くよ。いろいろありがとう」

　呟つぶやいて、皐月が走りだした。

　扇夕の事で戸惑いつつも、皐月にはこれから幸せな道を歩んでほしいと心から願っていた。
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「四神祭も無事にすんで、大学寮の改革についての勅ちよく旨しも下した。四神の跡取り達よ、本当に御ご苦く労ろうだったな」

　龍宝帝のねぎらいの言葉は、もっとも名めい誉よな事だった。白桜は嬉うれしくて、顔を綻ほころばせる。

　横一列に並んだ四神の跡取り達も一様にみな、笑みを浮うかべていた。

　龍宝帝の傍かたわらには、如月を含ふくめた腹心達が座っている。彼らも安あん堵どの笑みを湛たたえていた。

「火事を起こそうとしたやからがいたそうだが、騒さわぎが起きる前に捕つかまえたのは見事だった。白桜、お前が今回の事を指揮したそうだな」

「朱咒の協力も大きかったです。今、捕まえた者達を鵬玄が詮せん議ぎしています」

　目を向けると、鵬玄が一礼した。

「捕まえた者達は金で雇やとわれたらしく、詳くわしい事は何も知らないと話しております。もっと調べを進めますが、おそらくこれ以上は何も出てこないかと」

「そうか……。だがそいつらを操あやつっているのは、凌箔の可能性が高いだろうな。白桜、祭りも無事に済んだ事だし、これで凌箔の捜そう索さくに集中できるだろう。今度こそ、あの男を捕まえろ」

　龍宝帝の目が厳しくなった。

「凌箔を捕まえる期間はすでに決めてある。その間に捕まえられなければ、謀む反ほん人を匿かくまっていた罪で白虎一族に罰ばつを与あたえねばならない。……まったく、こんな時に当主の上総は何をしているんだ。旅に出たまま帰ってこないし、捜さがすよう手配したが行方ゆくえが摑つかめないと報告があった」

「主上、その事ですが、実は昨日祖父から文ふみが参りました」

　龍宝帝が身を乗り出した。

「まことか？　いったい上総は何をしているのだ。旅に出て、もうかなりたつだろう？」

「はい。凌箔が幽ゆう閉へいされていた富士山に彼の祖父母……つまりわたしの祖父の弟夫ふう婦ふにあたるのですが、彼らも一いつ緒しよにいたはずなのに、凌箔が逃にげ出しても何の連れん絡らくもなかった事を心配して、様子を見に行ったのです」

　懐ふところから文を取り出す。それを開いて、もう一度目を通した。

「文には、弟夫婦が流行はやり病やまいにかかり、床とこに臥ふせっていると書いてあります。病気のせいで凌箔の見張りが甘くなり、彼が逃げ出したようです。祖父は弟夫婦の看病と医師の手配などで帰りが遅おそくなっていたようですが、もうかなり回復してきたので、近いうちに都に戻もどるそうです」

　かいつまんで文の内容を伝えると、龍宝帝が小さく頷うなずいた。

「そうか。上総が帰ってくれば、凌箔の捜索も進みやすくなるだろう」

　四神の古ふる狸だぬきと呼ばれる上総が帰ってきてくれれば、心強かった。連絡がないので何かあったのかと心配していたが、ようやく文が届いて心の中でほっとしていた。

「白桜。お前は誰だれよりも正直で努力を惜おしまない私の大切な臣下だ。大だい内だい裏りで私が信用できる者は少ない。必ず期間内に凌箔を捕とらえてくれ。こんな事でお前を失うのは惜しい」

　龍宝帝から信しん頼らいの眼まな差ざしを向けられて、胸がちくりと痛んだ。

（わたしは正直なんかじゃない。龍宝帝に噓うそをついている。それも大きな噓を……）

　心が痛まないといえば、噓になる。しかしそれを顔に出すわけにはいかなかった。

「今度こそ、必ず凌箔を捕らえます！」

「うむ。その意気だ。四神祭が無事にすんだのは、お前の力も大きい。舞まいは初めてだったのに、人前で奉ほう納のう舞まいを披ひ露ろうできるようになるまでになった。その努力は私も認めているぞ。……それにしても、私はようやく肩かたの荷が下りた。大学寮の改革を正式に発表できたからな」

　如月が、たしなめるような目つきになる。

「主上、まだ安心されるのは早いかと。来年から、平民達の受験を許すのです。今までとは決まり事も規律も変わってくるでしょう。その対応策を考えなければ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。それは有能な臣下が完かん璧ぺきにやってくれる」

　にやりと笑った龍宝帝に、如月の目が据すわった。

「有能な臣下とは誰の事ですか？」

「もちろんお前だ。それと、いつもお前ばかりに負担をかけて悪いと思っているからな。特別にもう一人、準備の責任者を任命してやろう。────白桜」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、思わず目を丸くした。

「な、何でございましょう？」

「お前に、大学寮りようの改革に関する準備の責任者を命じる。如月と四神の跡取り達と一緒に、大学寮の改革を成功させよ。よいな」

　その命令は願ってもない事だった。嬉しさのあまり、両手を畳たたみにつく。

「ありがとうございます！　精いっぱい努力させて頂きます！」

　改革は夢を叶かなえる為ための第一歩だ。その手伝いを以前からしたいと願い出ていた。

　今ようやく、その願いが届いたのだ。

「大変だぞ。来年の春まで五ヶ月ほどしかない。それまでに受験する者を受け付け、反対する者達の妨ぼう害がいを退けて、春の入学を迎むかえなければならない。だがお前ならやれると思っている」

　この国を治める帝からの信頼に満ちた言葉が、嬉しくて仕方なかった。

（大学寮に平民達の入学が許されれば、この国は大きく変わる。女に戻っても、もっと国の為に働きたいんだ。大学寮の改革が身分の差だけでなく、男女の垣かき根ねも越こえてくれたら……）

　意を決して、龍宝帝を見つめた。どうしてもこの溢あふれる思いを黙だまっておけなかった。

「主上、前にも一度申し上げましたが、大学寮の改革を身分の差だけでなく、男女の区別もなくすようにはできないでしょうか？」

　真しん剣けんな眼差しで自分の気持ちを訴うつたえた。

「平民達に優ゆう秀しゆうな者がいるように、女性の中にも優秀な人はいます。たとえば、胡こ蝶ちよう姫ひめは官かん吏りになりたいと勉強を続けている努力家で、とても賢かしこい方です」

　胡蝶は龍宝帝の姪めいで、青丞の従姉妹いとこにあたる。

　大内裏に住んでいて、その美しさと賢さから一目置かれる存在だった。

「彼女が官吏になる為には、大学寮に入り、官吏になる試験を受けなければなりません。ですが、彼女は大学寮に入る知識はあるのに、女性だというだけで受験できません」

　悔くやしい気持ちを抑おさえられなかった。もし女に戻ったら大内裏に出入りできないし、国の為に働く事も、四神の跡あと取とり達と会う事すら叶わなくなる。

　努力で乗り越えられるなら、どんな事だってするつもりだ。

　だが女だからだめだと言われたら、どうする事もできなかった。

「主上は大雅に、この国はとても不平等な国だと仰おつしやった。こんな世の中はおかしいと思っている。だから大学寮を改革すると。でしたら男女の区別もなくして頂きたいのです。女だからといって、自由を奪うばわれて御み簾すの中に閉じ込められるような生活を送るのは、とても不平等だと思います」

　龍宝帝は黙って話を聞いてくれた。隣となりにいた青丞が頭を下げる。

「俺は白桜の意見に賛成です。平民達に機会を与えて、女性に与えないというのは確かにおかしな話です。……胡蝶はとても努力しています。彼女の努力が報むくわれるように、主上に配はい慮りよしていただければ嬉しく思います」

　青丞は頭を下げたまま、視線をこちらに向けた。

　女に戻っても大学寮に入って官吏になりたいという夢を、青丞は知っている。

　胡蝶の名を出して応おう援えんしてくれているのだとすぐにわかった。

　鵬玄が大きく頷く。

「俺もそう思います。この国は貴族達が権力をふるうのが当たり前になっています。平民達が官吏になれば、新しい風が吹ふいて大内裏は変わるかもしれません。しかし女性が官吏になれば、暴風が吹き荒あれるでしょうが、確実に大内裏は変わります」

　朱咒が肩を竦すくめた。

「私も女性が官吏になるのは賛成です。官吏は男ばかりではっきり言ってむさ苦しいです。少々うんざりしているので、女性が官吏になれば華はなやかになっていいのではないかと」

　朱咒らしい軽い口調に苦く笑しようしつつ、龍宝帝が全員の顔を見回した。

「お前達の気持ちはわかった。実は前に白桜から女性も大学寮にという意見を聞いて、その時はさすがに度ど肝ぎもを抜ぬかれたが、我が腹心達と相談して考えた。そして出た答えは……」

　ごくりと喉のどが鳴った。答えを聞くのがこんなに待ち遠しいと思った事はなかった。

「新しい国を作るという意味では、それもよいのではないかと結論が出た」

　耳を疑うほどの嬉しい答えだった。龍宝帝が腹心達に目をやる。

　兵ひよう部ぶ省しようの蔵くら持もち卿きようが、男らしい顔に笑えみを浮かべた。

「かなりの挑ちよう戦せんにはなるし、すぐに女性の入学を許可するのは無理だろう。だから、まずは平民達の入学を許可し、様子を見ておいおい決めて行く事になった。だが、そう長くは待たなくてよいだろうというのが、主上と我々の意見だ」

「本当ですか！」

　勢いこんで身を乗り出すと、龍宝帝が大きく頷いた。

「ああ、数年のうちには実現できるように努力しよう。約束する」

　夢のようだった。思わず自分の頰ほおをつねってみたい衝しよう動どうに駆かられる。

（やったぞ！　主上は口にした事は必ず実行される方だ。数年後には、きっと女性の大学寮の入学が許可されるに違ちがいない！）

　もちろん反対する者もいるだろう。いろんな妨害もされるかもしれない。

　だが、龍宝帝はそれらを退ける強い意志と力を持っていた。

「わたしも……わたしも精いっぱい努力して、大学寮の改革にこの身を捧ささげます！　何でも仰ってください。どんな事でもします！」

　嬉うれしさのあまり、つい広間に響ひびき渡わたるほどの声を上げた。龍宝帝が目を丸くする。

「白桜。私もお前のような信頼できる臣下がいて、幸せだ。これからも国の為に働いてくれ」

「はい！」

（これでわたしの夢が叶う。女に戻っても、国の為にみんなと一緒に働けるかもしれない！）

　男のふりをするのは、遠とお縁えんの男子が跡取りとして認められる年ねん齢れいに達するまでだった。

　そのあとは、自分は死んだ事にして、跡取りをその男子に譲ゆずる予定だ。

　女に戻ったあとに、大学寮に入学して官吏になれるかもしれない。

　その夢が現実味を帯びてきて、喜びで胸がいっぱいになった。

（よし、これで大きな目標が達成できそうだぞ。あとは……のばしのばしにしていたけど、祭りが終わったら青丞と鵬玄のどちらを選ぶのか決める約束だ。……まだどうしたらいいかはわからないけど、しっかり考えて答えを出さなくては）

「……お待ちください！」

　考え込んでいると、広間の外から声が聞こえて、襖ふすまが勢いよく開く。

　そこにいた人物を見て、眉まゆ根ねを寄せた。

「扇夕様……」

　扇夕は青白い顔をしていた。

　いつものように弱々しい表情で部屋に入り、龍宝帝の前で膝ひざをつく。

「どうしたのだ？　お前が神じん祇ぎ官かんから出てくるのは珍めずらしいな」

　龍宝帝がわずかに視線を如月に移した。

　今なら、その意味がわかる。

　扇夕は六年前、たくさんの罪をおかした。叢雲……つまり如月が彼の代わりにその罪を被かぶったのだ。如月は、罪をおかした貴族の事を他言しない代わりに、大学寮の改革が進むよう協力させたと言っていた。だから彼らはお互たがい知らないふりをしているのだろう。

　その推測は当たっているのか、如月は扇夕を見ても、顔色一つ変えなかった。

「恐おそろしい夢を見ました」

　扇夕の声が震ふるえていた。蔵持卿が慌あわてたように腰こしを浮うかせる。

「何と！　また夢を見られたのか？　いったい、どんな夢を？」

　扇夕が龍宝帝の弟だという事、そして彼が四神の夢を見て、そのお告げ通りの事が起こったのはもうすでに大だい内だい裏り中の噂うわさになっていた。

　皐月の話で、扇夕が優やさしいだけの男ではないとわかってから、よく考えてみた。

　衣い装しようや楽器が傷付けられた時、部屋を見張っていたのは、神祇官の武官だった。

　彼らは扇夕の指示で動いていた。

（楽器の夢を見た時、鵬玄が見張りを手配しようとしたら、扇夕様が断って自分で手配した。鵬玄の手をわずらわせたくないみたいな事を言ってたけど、もし扇夕様の息がかかった武官が、見張りをしているふりをして衣装や楽器を傷付けたとしたら……）

　そう考えると、人ひと気けのなかった部屋で事故が起こったのも納なつ得とくがいく。

　だが、証しよう拠こがなかった。

（あとで部屋の見張りをしていた武官を調べてみよう。そうしたら、きっと何かわかるはず）

　疑いの目を向けていると、扇夕がこちらを向いた。

　その顔に、初めて見るような嫌けん悪おの色があった。

「どうしたんですか？　扇夕様。いったいどんな夢を見られたのですか？」

　何事もなかったようにして話しかけると、扇夕がびくりと身体からだを震わせた。

（今度はどんな夢を見たと言う気だ？　またその夢にあわせて何かする気かもしれない。彼が噓うそをついているならば、今度こそじっくり調べて証拠を見付けてやる！）

　夢の通りに事件を起こして彼にどんな得があるのか、その狙ねらいがなんなのか、それはまだ不明だ。彼が犯人ならば、必ずそれを突つき止めてやると決意して、扇夕が何を言うのか待った。

　扇夕は何度か首を振ふり、唇くちびるを震わせた。

「四神は怒おこっておられます。跡取りにふさわしくない者がいると」

　龍宝帝が小さく息をつく。

「またそんな夢を見たのか。それはただの夢だ。四神のお告げを聞けるのは私だけだ」

「いいえ！　跡取りにふさわしくない者、それは白虎家の白桜です！」

　指をさされて、目を見開いた。青丞が立ち上がる。

「何を言っているんだ。いい加減な事を言うな！」

　蔵持卿が大きく頷うなずいた。

「そうだ。白桜のどこが跡取りにふさわしくないと言うんだ。彼は帝みかどに忠義を尽つくす立派な臣下だ。今までも、彼のおかげでいろんな事件が解決できた」

「……ではありません」

　扇夕がぼそりと呟つぶやいた。すぐ近くにいても聞き取れないぐらい、小さな声だった。

「何と言ったのだ？」

　龍宝帝が問いかけると、扇夕は思い切ったように顔を上げた。




「〝彼〟ではありません！　白桜は……女性です！」




　その瞬しゆん間かん、耳を疑った。一瞬、その場が静まり返る。

「ははっ。何を言っている。そんなはずないだろう」

　笑い声を上げたのは龍宝帝だ。

「いいえ、彼は……いえ、彼女は女性です。四神がそうお告げになりました。白桜、あなたは女性なんでしょう。違うというなら、証拠を見せてください」

　扇夕の言葉一つ一つが、遠い所から聞こえてくるような気がした。

　意識さえも遠くなって、このまま倒たおれてしまいそうだ。

　声すら出せなくてじっとしていると、龍宝帝が笑いながら、こちらに顔を向ける。

「白桜。扇夕がおかしな事を言ってすまないな。すまないついでに、上半身だけでいいから着物を脱ぬいで男だと証明してみせてやれ。扇夕を黙だまらせるにはそれが一番だ」

　龍宝帝はまったく扇夕の言う事を信じていないようだった。

　彼が納得するにはそれが一番だと思っただけだろう。

「……できません」

　蚊かの鳴くような声しか出なかった。

　頭の中ではこの場をどうやれば切り抜けられるかと、そればかり考えている。

　だが、ここで逃にげたり言い訳をしてもあやしまれるだけだとわかっていた。

「何を言っている。男同士だ。恥はずかしがる事はない」

「主上、白桜は身体に大きな傷があって、見られるのを嫌いやがっています。扇夕の戯たわ言ごとを真に受けて、辛つらい目にあわせないでやってください」

　青丞が身を乗り出して、庇かばうように前に立ってくれた。

　その様子を見て、龍宝帝の顔がふいに真しん剣けんなものとなる。

「どうして、白桜は怯おびえた表情をしている？……そういえば四神祭の時、白桜が着き替がえをしている部屋に入ろうとしたら、青丞が怒って止めたな。あんなに血相を変えた青丞を見たのは、私も初めてだったぞ」

　龍宝帝の表情が疑ぎ惑わくに彩いろどられた。

[image: ]

「白桜、念の為ために聞くぞ。私は噓は嫌きらいだ。それを踏ふまえて慎しん重ちように答えろ」

　龍宝帝が立ち上がった。青丞を押しのけて、目の前で膝をつく。

　すぐ間近でじっと見つめられて、その眼光の鋭するどさにカタカタと震えた。

「お前は、女なのか？」

　その質問にどう答えたらいいか、必死で考えを巡めぐらせた。

「────────はい」

　だがどう考えても、正直に答えるしかなかった。

　違ちがうと言ったら、脱いで証明してみせろと言われる。

　それでばれたら、龍宝帝の怒いかりは頂点に達するだろう。

　龍宝帝が目を見開いた。立ち上がって、もっていた扇せん子すを畳たたみに叩たたき付ける。

「連れて行け！　私と国を騙だました大罪人だ」

「待ってください、主上！」

　青丞が声を上げたが、彼の着物を摑つかんで引き留めた。

　驚おどろいてこちらに顔を向けた青丞に、必死で首を振る。

　ここで自分を庇えば、彼も罪に問われる。それだけは嫌だった。

「主上、四神はお怒りです。女が跡あと取とりなどとんでもないと。この怒りを鎮しずめる為には、白桜の命をもって償つぐなうしかないでしょう」

　扇夕が怯えたような声を上げて、こちらに顔を向けた。

　それは一瞬の事だった。

　扇夕がぞっとするほどの冷たい笑えみを浮うかべた。

　今までの弱々しい彼とは、まったく違う表情に息を吞のむ。

（四神の声が聞こえるなんて、絶対に噓だ！　でも、どうして扇夕がわたしの秘密を知っているんだ？……まさか！）

　浮かんだのは凌箔の顔だ。秘密を知っていて、それを扇夕に教えたとしたら彼しかいない。

「待ってください。扇夕は凌箔と繫つながっています。祭りの妨ぼう害がいをしていたのも彼です。扇夕の言う事を信じないでください！」

　必死で声を上げたが、龍宝帝はこちらを向きもしなかった。

「この大おお噓うそつきが！　お前の言う事など、もう信じぬ」

　怒りが声にこもっていた。広間に入ってきた衛兵達に腕うでを引っぱられて立たされる。

「牢ろうに連れて行け」

　人生最大の危機が、訪おとずれようとしていた。









　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『白桜四神　波乱を呼ぶ九秋の舞まい!?』をお送りしました。

　今回はシリーズの中で一番書きたかったお話です。

　書き終わってどっと疲つかれるほどにのめり込んで書かせて頂きましたが、いかがでしたか？

　皆みなさんにも、はらはらどきどきしながら読んでもらえるといいなと思います。







　寒い冬がやってまいりましたが、皆さんはどうお過ごしでしょうか？

　私が冬にこだわるのは、部屋の暖かさです。

　閉じこもって原げん稿こうを書いている事が多いので、なるべく部屋を快適にしようと決めています。

　暖だん房ぼうをつけると暖かすぎて頭がぼうっとしてしまうので、足もとだけを膝ひざ掛かけや湯たんぽで温めたり。

　エアコンなどをつけると、乾かん燥そうして喉のどが痛くなったりするので、加か湿しつ器をつけてみたりもします。

　なかなか室温の調整が難しく、原稿を書きながら暖房をつけたり消したりと慌あわただしいです。

　頭と顔は冷たく、だけどそれ以外は暖かくなるいい方法があったら、ぜひ教えて頂けると嬉うれしいです。







　そういえば先日気付いたんですが、今年の二月でデビューしてから十年目に入ります。

　少女小説界の片かた隅すみでほそぼそと活動させて頂いていましたが、いつのまにかそんなに長く続けていたんだとびっくりしました。

　今までいろいろあったなとしみじみ。

　辛つらい事もありましたが、楽しい事もたくさんありました。

　ぼんやりしている私を導いてくださった歴代の担当さんたちにも、この場を借りてお礼を言いたいと思います。

　そして、何よりも読んでくださる皆さんがいたから、ここまで続けられました。

　ありがとうございました！

　作家生活十年目なので、今年は何か新しい事がはじめられたらいいなと思います。

　これからも頑がん張ばって楽しいお話を作っていきますので、どうぞよろしくお願いします！







　イラストの硝しよう音おとあや先生。

　今回の表紙も本編の内容に沿った感じがとても出ていて素す敵てきです！

　いつもありがとうございます。

　応おう援えんしているので、お体に気をつけて頑張ってください。







　サブタイトルにある「九秋」は、秋の九十日間をさす言葉だそうです。

　電子辞書を片手に、ようやくこれだと思う言葉に巡めぐり会いました。

　今回も何とかサブタイトルをクリアできて、ほっとしています。

　物語もいよいよ佳か境きように入り、シリーズ最大の危機が白桜を襲おそっております。

　白桜がいったいどうなってしまうのか、続きは次巻までしばらくお待ちくださいませ。

　それでは、またお会いできる事を願って。





伊藤たつき　　




















カバー・口絵・本文イラスト／硝音あや

デザイン／寺田鷹樹（AFTERGLOW）











白はく桜おう四し神じん




波は乱らんを呼よぶ九きゆう秋しゆうの舞まい！？
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